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１ 委員会等開催記録 

１.１ 機器分析施設 

⑴ 自然科学研究支援ユニット機器分析施設会議 

◎平成29年度 

○第１回 

日 時：平成29年５月18日（木）10時30分～12時10分 

場 所：工学部管理棟２階小会議室 

議 題 

＜審議事項＞ 

①施設会議の開催日程について 

②施設会議の構成委員の要件について 

③平成28年度収支報告について 

④平成29年度予算配分と事業計画について 

⑤産学連携推進センターからの物品の移管について 

⑥利用料金の設定について 

⑦VBLでの設備共同利用について 

⑧その他 

＜報告事項＞ 

①高額な修理・点検等について 

②平成29年度設備整備マスタープランの実施について 

③所属・登録機器の平成28年度の共同利用状況について 

○第２回 

日 時：平成29年９月４日（月）13時５分～14時50分 

場 所：工学部管理棟２階小会議室 

議 題 

＜審議事項＞ 

①予算削減に伴う利用料金の改定について 

②所属機器への変更について 

③利用要項に違反した場合の対応について 

＜報告事項＞ 

①ハンドヘルド蛍光Ｘ線分析装置の運用について 

②高額な修理・点検等について 

○第３回 

日 時：平成29年11月７日（火）13時～14時25分 

場 所：工学部管理棟２階小会議室 
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議 題 

＜審議事項＞ 

①利用料金の改定について 

②登録機器の修理について 

＜報告事項＞ 

①設備サポートセンター整備事業について 

②ハンドヘルド蛍光Ｘ線分析装置の運用について 

③利用要項に違反した場合の対応について 

④高額な修理・点検等について 

○第４回 

日 時：平成30年３月15日（木）10時30分～11時45分 

場 所：工学部管理棟２階中会議室 

議 題 

＜審議事項＞ 

①都市デザイン学部設置に伴う機器分析施設内規の改正について 

②利用料金の改定について 

③入学試験時の機器利用について 

⑧その他 

＜報告事項＞ 

①高額な修理・点検等について 

②所属機器（超伝導核磁気共鳴装置）の登録抹消とオプション付加について 

③設備サポートセンター整備事業について 

⑵ 自然科学研究支援ユニット機器分析施設会議管理者専門委員会 

◎平成29年度 

○第１回 

日 時：平成29年７月10日（月）13時～14時15分 

場 所：工学部管理棟２階大会議室 

議 題：①VBL所管装置の供用換について 

②予算の大幅削減に伴う共同利用機器の運用について 

③利用要項に違反した機器の利用について 

④大学連携研究設備ネットワークへの機器の登録について 

１.２ 放射性同位元素実験施設 

⑴ 自然科学研究支援ユニット放射性同位元素実験施設会議 

◎平成29年度 

○第１回 

日 時：平成29年10月24日（木）16時～16時50分 

場 所：理学部２階Ｂ203小会議室 
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議 題 

＜審議事項＞ 

①施設会議委員の選出について 

②杉谷ユーザー使用計画について 

③昨年度予算執行実績及び今年度予算について 

④その他 

＜報告事項＞ 

①変更申請について 

②その他 

○第２回 

月 日：平成30年２月28日（持ち回り） 

議 題 

＜審議事項＞ 

①放射線取扱主任者及びその代理者の選出について 

＜報告事項＞ 

①変更申請について 
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２ 会計報告 

◎平成29年度 

【収入】 （単位：円） 

事     項 金  額 

支援基盤経費（教育研究支援経費） 10,020,000 

教育研究設備維持運営費 39,847,479 

非常勤職員人件費 2,476,950 

受益者負担 12,731,831 

合計金額（Ａ） 65,076,260 

  

【支出】 （単位：円） 

事     項 金  額 

機器分析施設運営費 45,238,936 

極低温量子科学施設運営費 6,040,277 

放射性同位元素実験施設運営費 2,022,586 

非常勤職員経費 2,476,950 

光熱水費 9,040,573 

合計金額（Ｂ） 64,819,322 

  

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 256,938 

  

【参考】学外利用料金（923,622円）は大学の雑収入として計上 
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３ 施設主催行事 

３.１ 機器分析施設 

⑴ 機器講習会 

◎目的 

 初心者及び使用者を対象にした基礎講習会を開催し，学内機器の共同利用の促進を図ることを目

的とする。 

◎平成29年度 

透過型電子顕微鏡   株式会社日立ハイテクノロジーズ H-7650 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

平成29年５月18日（木） 

平成29年６月７日（水） 

平成29年６月22日（木） 

平成29年10月５日（木） 

平成30年１月23日（火） 

[２名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

[１名参加] 

場 所 総合研究棟１階機器分析施設分室１ 

講 師 大学院理工学研究部（理学）  教授 唐原一郎 

機器分析施設    技術専門職員 山田 聖 

 

集束イオンビーム加工観察装置   株式会社日立ハイテクノロジーズ FB-2100 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

６回目： 

７回目： 

８回目： 

９回目： 

10回目： 

平成29年５月16日（火） 

平成29年５月22日（月） 

平成29年５月24日（水） 

平成29年５月25日（木） 

平成29年５月31日（水） 

平成29年６月５日（月） 

平成29年８月25日（金） 

平成29年11月20日（月） 

平成30年１月25日（木） 

平成30年１月26日（金） 

[５名参加] 

[２名参加] 

[５名参加] 

[６名参加] 

[４名参加] 

[５名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

場 所 富山市新産業支援センター１階機器分析室 

講 師 機器分析施設    技術専門職員 平田暁子 

 

走査型プローブ顕微鏡   株式会社島津製作所 SPM-9500J2 

実施日 平成29年11月17日（月） [３名参加] 

場 所 工学部情報研究棟１階 機器分析施設工学部分室２ 

講 師 大学院理工学研究部（工学）  助教 高野 登 
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電子プローブマイクロアナライザ   日本電子株式会社 JXA-8230 

実施日 

利用者説明会： 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

６回目： 

７回目： 

８回目： 

９回目： 

10回目： 

11回目： 

12回目： 

13回目： 

14回目： 

平成29年４月19日（水） 

平成29年４月10日（月） 

平成29年５月12日（金） 

平成29年５月17日（水） 

平成29年５月19日（金） 

平成29年５月22日（月） 

平成29年６月23日（金） 

平成29年６月26日（月） 

平成29年６月30日（金） 

平成29年７月４日（火） 

平成29年７月14日（金） 

平成29年７月24日（月） 

平成29年９月29日（金） 

平成29年10月17日（火） 

平成29年11月13日（月） 

[30名参加] 

[５名参加] 

[２名参加] 

[３名参加] 

[10名参加] 

[６名参加] 

[４名参加] 

[４名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

[４名参加] 

[３名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 

[４名参加] 

場 所 理学部１階Ａ128号室 

講 師 大学院理工学研究部（理学） 准教授 石崎泰男 

機器分析施設    技術専門職員 山田 聖 

 

電界放射型走査電子顕微鏡   日本電子株式会社 JSM-6700F 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

６回目： 

７回目： 

８回目： 

９回目： 

10回目： 

11回目： 

12回目： 

13回目：  

平成29年４月７日（木） 

平成29年５月15日（木） 

平成29年５月17日（水） 

平成29年５月30日（木） 

平成29年６月30日（水） 

平成29年７月５日（木） 

平成29年７月７日（水） 

平成29月７月13日（月） 

平成29年７月24日（火） 

平成29年10月24日（金） 

平成29年11月29日（金） 

平成29年12月８日（火） 

平成30年１月５日（金） 

[４名参加] 

[５名参加] 

[４名参加] 

[６名参加] 

[１名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

[３名参加] 

[２名参加] 

[４名参加] 

[１名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

場 所 産学連携推進センター１階汎用実験室 

講 師 機器分析施設    技術専門職員 平田暁子 

 

低真空電子顕微鏡   株式会社日立ハイテクノロジーズ Miniscope ＴＭ3030 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

平成29年４月12日（水） 

平成29年４月24日（月） 

平成29年４月27日（木） 

平成29年４月28日（金） 

[10名参加] 

[６名参加] 

[６名参加] 

[１名参加] 

 



自然-7 

５回目： 

６回目： 

７回目： 

８回目： 

９回目： 

10回目： 

11回目： 

12回目： 

13回目： 

14回目： 

15回目： 

平成29年５月10日（水） 

平成29年５月11日（木） 

平成29年５月11日（木） 

平成29年６月16日（金） 

平成29年６月20日（火） 

平成29年６月27日（火） 

平成29年６月29日（木） 

平成29年８月10日（木） 

平成29年９月１日（金） 

平成29年11月６日（月） 

平成29年12月１日（金） 

[２名参加] 

[５名参加] 

[10名参加] 

[９名参加] 

[６名参加] 

[６名参加] 

[６名参加] 

[３名参加] 

[１名参加] 

[３名参加] 

[１名参加] 

場 所 富山市新産業支援センター１階機器分析室 

講 師 機器分析施設    技術専門職員 山田 聖 

 
接触角測定装置   協和界面科学株式会社 DropMaster700 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

６回目： 

７回目： 

８回目： 

平成29年４月24日（月） 

平成29年５月17日（水） 

平成29年６月26日（月） 

平成29年９月13日（水） 

平成29年９月26日（火） 

平成29年９月28日（木） 

平成29年11月28日（火） 

平成29年12月18日（月） 

[１名参加] 

[10名参加] 

[３名参加] 

[１名参加] 

[２名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 

[２名参加] 

場 所 富山市新産業支援センター１階機器分析室 

講 師 機器分析施設       准教授 小野恭史 

 
Ｘ線光電子分光分析装置   サーモフィッシャーサイエンティフィック（株） ESCALAB 250Xi 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

６回目： 

７回目： 

８回目： 

９回目： 

平成29年４月４日（火） 

平成29年４月５日（水） 

平成29年４月27日（木） 

平成29年５月１日（月） 

平成29年５月11日（木） 

平成29年５月16日（火） 

平成29年６月２日（金） 

平成29年６月８日（木） 

平成29年10月23日（月） 

[３名参加] 

[４名参加] 

[３名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

[４名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

[１名参加] 

場 所 産学連携推進センター１階精密機器実験室 

講 師 機器分析施設    技術専門職員 平田暁子 

 
レーザラマン分光光度計   日本分光株式会社 NRS-7100 

実施日 平成29年12月20日（月） [６名参加] 

場 所 理学部１階Ａ128号室 

講 師 機器分析施設       准教授 小野恭史 
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全自動元素分析装置   ドイツ・エレメンタール社 varioMICRO-cube 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

平成29年４月26日（水） 

平成29年４月26日（水） 

平成30年２月25日（日） 

平成30年３月22日（木） 

平成30年３月23日（金） 

[１名参加] 

[２名参加] 

[３名参加] 

[３名参加] 

[３名参加] 

場 所 産学連携推進センター１階材料試験室 他 

講 師 機器分析施設       准教授 小野恭史 

 

フーリエ変換赤外分光光度計   株式会社島津製作所 IR Prestige-21 

実施日 平成29年７月31日（月） [５名参加] 

場 所 産学連携推進センター１階汎用実験室 

講 師 機器分析施設       准教授 小野恭史 

 

超伝導核磁気共鳴装置（500MHz）   日本電子株式会社 ECX-500 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

６回目： 

平成29年４月３日（月） 

平成29年４月６日（木） 

平成29年８月21日（月） 

平成29年９月５日（火） 

平成29年11月９日（木） 

平成30年３月14日（水） 

[４名参加] 

[３名参加] 

[６名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 

場 所 工学部化学棟１階3111号室機器分析施設工学部分室１ 

講 師 工学部       技術専門職員 京極真由美 

 

超伝導核磁気共鳴装置（400MHz）   日本電子株式会社 α-400 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

６回目： 

７回目： 

８回目： 

９回目： 

10回目： 

11回目： 

12回目： 

13回目： 

14回目： 

15回目： 

16回目： 

平成29年４月12日（水） 

平成29年４月19日（水） 

平成29年４月19日（水） 

平成29年５月10日（水） 

平成29年５月31日（水） 

平成29年６月１日（木） 

平成29年６月14日（水） 

平成29年６月21日（水） 

平成29年８月23日（水） 

平成29年９月７日（木） 

平成29年10月25日（水） 

平成29年11月９日（木） 

平成29年11月24日（金） 

平成29年11月27日（月） 

平成29年11月30日（木） 

平成30年１月26日（金） 

[３名参加] 

[３名参加] 

[２名参加] 

[２名参加] 

[３名参加] 

[３名参加] 

[５名参加] 

[２名参加] 

[１名参加] 

[４名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 

[２名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 
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場 所 工学部化学系実験研究棟１階共通測定室 

講 師 工学部       技術専門職員 京極真由美 

 

ICP発光分析装置   株式会社パーキンエルマージャパン Optima 7300DV 

実施日 

１回目： 

２回目： 

平成29年11月２日（木） 

平成29年12月18日（月） 

[１名参加] 

[２名参加] 

場 所 産学連携推進センター１階材料試験検査室 

講 師 大学院理工学研究部（工学）  教授 加賀谷重浩 

 

多光子共焦点レーザー顕微鏡   株式会社ニコン A1R MP+ 

実施日 平成29年12月11日（月） [46名参加] 

場 所 総合研究棟１階機器分析施設分室１ 

講 師 大学院理工学研究部（理学）  教授 池田真行 

 

クリオスタット   ライカマイクロシステム株式会社 CM1860UV 

実施日 

１回目： 

２回目： 

平成29年８月２日（水） 

平成30年３月15日（火） 

[１名参加] 

[６名参加] 

場 所 工学部情報棟１階5101号室機器分析施設工学部分室２ 

講 師 大学院理工学研究部（工学）  准教授 中路 正 

 

Ｘ線解析装置   ブルカー・エイエックスエス株式会社 D8 DISCOVER 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

平成29年６月９日（金） 

平成29年11月９日（木） 

平成29年12月12日（火） 

[５名参加] 

[１名参加] 

[３名参加] 

場 所 産学連携推進センター１階材料試験室 

講 師 大学院理工学研究部（工学）  教授 佐伯 淳 

 

波長分散型蛍光Ｘ線分析装置   スペクトリス株式会社 PW2404R 

実施日 平成29年６月８日（木） [８名参加] 

場 所 産学連携推進センター１階汎用実験室 

講 師 大学院理工学研究部（工学）  教授 佐伯 淳 

機器分析施設    技術専門職員 山田 聖 

 

熱分析システム（TG-DTA）   株式会社リガク Thermo Plus 2 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

平成29年６月27日（火） 

平成29年９月13日（水） 

平成29年10月４日（水） 

[８名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 
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４回目： 平成29年11月28日（火） [１名参加] 

場 所 富山市新産業支援センター１階機器分析室 

講 師 機器分析施設    技術専門職員 平田暁子 

 

デジタルマイクロスコープ   株式会社キーエンス VHX-700F SP1344 

実施日 

１回目： 

２回目： 

３回目： 

４回目： 

５回目： 

６回目： 

７回目： 

平成29年４月24日（月） 

平成29年４月27日（木） 

平成29年４月28日（金） 

平成29年６月16日（金） 

平成29年８月25日（金） 

平成29年12月１日（金） 

平成29年12月11日（月） 

[６名参加] 

[６名参加] 

[１名参加] 

[９名参加] 

[２名参加] 

[１名参加] 

[１名参加] 

場 所 富山市新産業支援センター１階機器分析室 

講 師 機器分析施設    技術専門職員 山田 聖 

⑵ 施設利用ガイダンス 

◎目的 

 機器分析施設の機器の利用者に対し，施設の紹介と利用案内を行う。 

◎平成29年度 

○第１回 

日  時：平成29年７月31日（月）16時30分～17時30分 

場  所：工学部１階多目的ホール 

講  師：小野恭史（自然科学研究支援ユニット機器分析施設） 

参加人数：88名 

○第２回 

日  時：平成29年８月２日（水）16時30分～17時30分 

場  所：理学部２階多目的ホール 

講  師：小野恭史（自然科学研究支援ユニット機器分析施設） 

参加人数：60名 

⑶ ワークショップ 

◎目的 

 メーカーに依頼し，最新機器を用いたサンプル測定の機会を設けることを目的とする。 

◎平成29年度 

○第１回 

テ ー マ：「3D測定レーザー顕微鏡」 

日  時：平成29年11月１日（水）13時30分～16時30分 

場  所：富山市新産業支援センター４階研修室 

機  器：3D測定レーザー顕微鏡（島津製作所 OLS4100） 

参加人数：23名 
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３.２ 極低温量子科学施設 

⑴ 寒剤（液体窒素・液体ヘリウム）の取り扱いに関わる講習会 

◎目的 

 寒剤による事故の防止 

◎平成29年度 

○第１回 

実 施 日：平成29年５月12日（金） 

場  所：黒田講堂ホール 

講  師：桑井智彦（大学院理工学研究部（理学）） 

参加人数：179名 

３.３ 放射性同位元素実験施設 

⑴ 放射線教育訓練 

◎目的 

 放射線業務従事者に対する管理区域立入時の法定教育訓練 

◎平成29年度 

○第１回（前期） 

月  日：平成29年６月７日（水） 

場  所：理学部２階多目的ホール 

講  師：佐山三千雄（大学院理工学研究部（工学）） 

受講人数：108名 

○第２回（後期） 

月  日：平成29年11月７日（火） 

場  所：理学部２階多目的ホール 

講  師：佐山三千雄（大学院理工学研究部（工学）） 

受講人数：51名 

〇再教育 

月  日：平成29年12月８日（火） 

場  所：理学部２階多目的ホール 

講  師：佐山三千雄（大学院理工学研究部（工学）） 

内  容：市民公開講演会「放射線から未来の地球環境を考える」 

①基調講演「福島原発事故による放射性物質の海洋環境での広がり」 

植松光夫（東京大学） 

②講演「トリチウム汚染水を考える」 

鳥養祐二（茨城大学） 

③講演「高レベル放射性廃棄物地層処分の現状について」 

安田広志（北陸電力(株)） 



自然-12 

④講演「地球と経済の持続可能性－自然界と社会をつなぐ－」 

桂木健次・新里泰孝（富山大学） 

※ Moodle3（e-learning）による教育訓練も実施。 

⑵ 電離放射線健康診断 

◎目的 

 放射線業務従事者に対する管理区域立入前の法定健康診断 

◎平成29年度 

○第１回 

月  日：平成29年４月20日（木） 

問診人数：117名 

○第２回 

月  日：平成29年９月20日（水） 

問診人数：86名 

○臨時 

月  日：平成29年11月７日（火） 

問診人数：40名 

○第３回 

月  日：平成30年２月13日（火） 

受診人数：108名 

※ 電離放射線健康診断の対象者にクイクセルバッジ利用者（Ｘ線解析装置等の利用者）を含む。 
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４ 施設参画事業 

４.１ 機器分析施設 

⑴ 夢大学 in 工学部 2017 

開 催 日：平成29年９月24日（日） 

場  所：富山大学工学部総合教育研究棟 

内  容：施設紹介 

⑵ JASIS 2017 

開 催 日：平成29年９月６日（水）～８日（金） 

場  所：幕張メッセ国際展示場（千葉県千葉市美浜区中瀬２-１） 

内  容：研究推進総合支援センターの外部利用可能機器の紹介，共同研究の手続き等の紹介，

分析相談 

⑶ 平成29年度国立大学法人機器・分析センター協議会 

開 催 日：平成29年10月20日（金） 

場  所：ホテルサンルート室蘭 

内  容：○議事 

①会計監査報告 

②幹事会報告 

④事業検討委員会報告 

⑤アンケート集計結果報告 

⑥｢技術職員会議」議事報告 

⑦次年度役員の承認 

⑧技術サポート人材検討委員会の設置 

⑦広報委員会の設置 

○発表・説明 

①平成29年度設備サポートセンター整備事業シンポジウム案内 

②北海道大学招待講演「北海道大学の研究基盤戦略｢グローバルファシリティセン

ター｣」 

③神戸大学招待講演「神戸大学の設備サポートセンター事業への取り組み」 

④広島大学招待講演「広島大学における機器の共同利用について」 

⑤文部科学省説明「共同利用・共同研究体制の強化・充実について」 

⑷ 富山県ものづくり総合見本市 2017 

開 催 日：平成29年10月26日（木）～28日（土） 

場  所：富山産業展示館（テクノホール） 

内  容：研究推進総合支援センターの外部利用可能機器の紹介，共同研究の手続き等の紹介，

分析相談，実演（赤外線サーモグラフィー） 
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⑸ 第13回インキュベータ交流事業「みんな起業家，集まらんまいけ！」 

開 催 日：平成30年１月27日（土） 

場  所：富山大学工学部総合教育研究棟 

内  容：機器分析施設の機器・設備及び外部利用の紹介 

４.２ 放射性同位元素実験施設 

⑴ 夢大学 in 工学部 2017 

開 催 日：平成29年９月24日（日） 

場  所：富山大学工学部総合教育研究棟 

内  容：①プチ科学教室「放射線を見てみよう」 

②拡散型霧セット，GM測定装置等提供 
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５ 新規登録機器の紹介 

５.１ 機器分析施設 

◎次世代シーケンサー（生命科学先端研究支援ユニットから移管） 

型式 イルミナ社 MiSeq 

 

機器管理者 小野恭史（機器分析施設） 

設置年度 平成29年度 

設置場所 理学部１階Ｃ103号室 

概要 本装置は，ペアエンドリードの自動化が可能で，１ランあたり最大15Gbに達

し，１回のリードで600を超える塩基のデータが得られます。バイオアナライ

ザー，フルオロメーター，遠心分離機，冷凍庫，冷蔵庫といった周辺機器も導

入し，１スポットでシーケンスが可能となりました。 
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６ 自然科学研究支援ユニットの組織 

 
 

自然科学研究支援ユニット会議委員 

松田 健二 
自然科学研究支援ユニット長 
機器分析施設長 

若杉 達也 
自然科学研究支援ユニット 
放射性同位元素実験施設長 

桑井 智彦 
自然科学研究支援ユニット 
極低温量子科学施設長 

小野 恭史 
自然科学研究支援ユニット 
機器分析施設 

椚座圭太郎 人間発達科学部 

村田  聡 芸術文化学部 

笹原 正清 大学院医学薬学研究部（医学） 

水口 峰之 大学院医学薬学研究部（薬学） 

森脇 喜紀 大学院理工学研究部（理学） 

井川 善也 大学院理工学研究部（理学） 

平澤 良男 大学院理工学研究部（工学） 

黒澤 信幸 大学院理工学研究部（工学） 

大森 清人 産学連携推進センター 

波多野雄治 水素同位体科学研究センター 
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機器分析施設 施設会議委員 

委員長 松田 健二 
機器分析施設長 
大学院理工学研究部（工学） 

委 員 小野 恭史 自然科学研究支援ユニット 

委 員 椚座圭太郎 人間発達科学部 

委 員 青木 一真 大学院理工学研究部（理学） 

委 員 大藤  茂 大学院理工学研究部（理学） 

委 員 平澤 良男 大学院理工学研究部（工学） 

委 員 黒澤 信幸 大学院理工学研究部（工学） 

委 員 村田  聡 芸術文化学部 

委 員 波多野雄治 水素同位体科学研究センター 

委 員 大森 清人 産学連携推進センター 

 

極低温量子科学施設 施設会議委員 

委員長 桑井 智彦 
極低温量子科学施設長 
大学院理工学研究部（理学） 

委 員 片岡  弘 人間発達科学部 

委 員 田山  孝 大学院理工学研究部（理学） 

委 員 佐伯  淳 大学院理工学研究部（工学） 

 

放射性同位元素実験施設 施設会議委員 

委員長 若杉 達也 
放射性同位元素実験施設長 
大学院理工学研究部（理学） 

委 員 松田 健二 
自然科学研究支援ユニット長 
大学院理工学研究部（工学） 

委 員 佐山三千雄 
放射線取扱主任者 
大学院理工学研究部（工学） 

委 員 大澤  力 
放射線取扱主任者の代理者 
大学院理工学研究部（理学） 

委 員 西村 克彦 
放射線取扱主任者の代理者 
大学院理工学研究部（工学） 

委 員 黒澤 信幸 
放射線取扱主任者の代理者 
大学院理工学研究部（工学） 

委 員 成行 泰裕 人間発達科学部 

委 員 丸茂 克美 大学院理工学研究部（理学） 

委 員 磯部 正治 大学院理工学研究部（工学） 

委 員 横畑 泰志 大学院理工学研究部（理学） 

委 員 蒲池 浩之 大学院理工学研究部（理学） 

委 員 小野 恭史 自然科学研究支援ユニット 
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７ 規則等 

７.１ 自然科学研究支援ユニット 

⑴ ユニット内規 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット内規 

平成27年４月１日制定 

平成29年７月28日改正 

平成30年５月24日改正 

（趣旨） 

第１条 この内規は，富山大学研究推進機構規則（以下「規則」という。）第６条第４項の規定に基

づき，富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット（以下「ユニ

ット」という。）に関し，必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 ユニットは，自然科学研究に関する施設設備の適切な管理・整備，共同利用の促進及び利

用技術の開発等の研究支援を行い，富山大学の教育研究の高度化に資するものとする。 

（機器分析施設） 

第３条 機器分析施設は，共同利用機器を適切に管理し，その利用を推進するとともに，分析・計

測に関する技術の研究開発を行うことにより，教育研究機能の高度化を図るものとする。 

（極低温量子科学施設） 

第４条 極低温量子科学施設は，液体窒素及び液体ヘリウムの製造並びにその供給を行うことによ

り，教育研究機能の高度化を図るものとする。 

（放射性同位元素実験施設） 

第５条 放射性同位元素実験施設は，放射性同位元素及び国際規制物資（核燃料物質）等を利用し

た教育研究機能の高度化を図るものとする。 

（施設長） 

第６条 前３条に規定する各施設に施設長を置く。 

２ 施設長は，担当する施設の業務をつかさどる。 

３ 施設長は，本学の教授のうちから，富山大学研究推進機構長（以下「機構長」という。）が指名

する者をもって充てる。 

４ 施設長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，指名した機構長の在任期間を超えない

ものとする。 

（ユニット会議） 

第７条 ユニットに，ユニット会議を置く。 

（審議事項） 

第８条 ユニット会議は，次に掲げる事項を審議する。 

http://www3.u-toyama.ac.jp/soumu/kisoku/pdf/0702001.pdf
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⑴ ユニットの運営に関すること。 

⑵ 機構会議に諮る案件に関すること。 

⑶ その他ユニットの目的を達成するために必要な業務に関すること。 

（組織） 

第９条 ユニット会議は，次に掲げる委員をもって組織する。 

⑴ ユニット長 

⑵ 施設長 

⑶ ユニットの業務に従事する専任教員 

⑷ 人間発達科学部から選出された教員 １人 

⑸ 芸術文化学部から選出された教員 １人 

⑹ 理工学研究部の各系から選出された教員 各２人 

⑺ 産学連携推進センターの業務に従事する専任の教員 １人 

⑻ 水素同位体科学研究センターの業務に従事する専任の教員 １人 

２ 前項第４号から第８号までの委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた

場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（議長） 

第10条 ユニット長は，ユニット会議を招集し，その議長となる。 

２ 議長に事故があるときは，あらかじめ議長が指名した委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第11条 ユニット会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。 

２ 議事は，出席委員の過半数をもって決する。ただし，可否同数のときは，議長がこれを決する。 

（意見の聴取） 

第12条 ユニット会議は，必要に応じて委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。 

（事務） 

第13条 ユニットに関する事務は，研究振興部研究振興課において処理する。 

附 則 

１ この内規は，平成27年４月１日から施行する。 

２ この内規の施行日の前日において富山大学自然科学研究支援センター運営委員会規則（平成22

年４月１日制定）第３条第１項第４号から第７号まで及び第９号の委員であった者は，この内規

により第９条第１項第４号から第７号まで及び第９号の委員にそれぞれ選出されたものとみな

す。ただし，任期は，この内規施行前の富山大学自然科学研究支援センター運営委員会委員とし

ての期間を通算する。 

附 則 

 この内規は，平成29年７月28日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成30年５月24日から施行し，平成30年４月１日から適用する。 
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７.２ 機器分析施設 

⑴ 施設内規 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット 

機器分析施設内規 

平成27年４月１日制定 

平成29年７月28日改正 

（趣旨） 

第１条 この内規は，富山大学研究推進機構規則（以下「規則」という。）第６条第４項の規定に

基づき，富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット機器分析施

設（以下「施設」という。）に関し，必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 施設は，各種分析機器等（以下「機器」という。）を集中管理し，学内の共同利用に供す

るとともに，分析・計測技術の研究開発等を行い，もって本学における教育研究の進展に資する

ことを目的とする。 

（業務） 

第３条 施設は，次に掲げる業務を行う。 

⑴ 機器の管理運用及び共同利用に関すること。 

⑵ 分析・計測技術の研究開発，情報収集及び提供に関すること。 

⑶ 分析・計測に係る教育訓練に関すること。 

⑷ その他施設の目的を達成するために必要な事項 

（施設会議） 

第４条 施設に，施設会議を置く。 

（審議事項） 

第５条 施設会議は，次に掲げる事項を審議する。 

⑴ 事業の計画及び実施に関すること。 

⑵ 機器の管理運営及び共同利用に関すること。 

⑶ その他施設の目的を達成するため必要な事項 

（組織） 

第６条 施設会議は，次に掲げる委員をもって組織する。 

⑴ 施設長 

⑵ 自然科学研究支援ユニットの業務に従事する専任教員 

⑶ 人間発達科学部から選出された教員 １人 

⑷ 理工学研究部の各系から選出された教員 各２人 

⑸ 芸術文化学部から選出された教員 １人 
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⑹ 水素同位体科学研究センターの業務に従事する専任の教員 １人 

⑺ 産学連携推進センターの業務に従事する専任の教員 １人 

２ 前項第３号から第７号までの委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた

場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（議長） 

第７条 施設会議に議長を置き，施設長をもって充てる。 

２ 議長に事故があるときは，あらかじめ議長が指名する委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第８条 施設会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。 

２ 議事は，出席委員の過半数をもって決する。ただし，可否同数のときは，議長がこれを決する。 

（意見の聴取） 

第９条 施設会議は，必要に応じて委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。 

（施設の利用） 

第10条 施設の利用に関し，必要な事項は，施設会議の意見を聴いて，自然科学研究支援ユニット

長が別に定める。 

（雑則） 

第11条 この内規に定めるもののほか，施設の運営に必要な事項は，施設会議の意見を聴いて，施

設長が定める。 

附 則 

１ この内規は，平成27年４月１日から施行する。 

２ この内規の施行日の前日において富山大学自然科学研究支援センター機器分析施設内規（平成

22年４月１日制定）第６条第１項第３号，第４号及び第６号の委員であった者は，この内規によ

り第６条第１項第３号，第４号及び第６号の委員にそれぞれ選出されたものとみなす。ただし，

任期は，この内規施行前の富山大学自然科学研究支援センター運営委員会委員としての期間を通

算する。 

３ この内規の施行日の前日において富山大学自然科学研究支援センター機器分析施設内規（平成

22年４月１日制定）第６条第１項第５号の委員であった者は，この内規により第６条第１項第５

号の委員に選出されたものとみなす。ただし，任期は，同条第２項の規定にかかわらず平成29年

３月31日までとする。 

附 則 

 この内規は，平成29年７月28日から施行する。 
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⑵ 専門委員会内規 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット 

機器分析施設専門委員会内規 

平成27年４月１日制定 

平成29年７月28日改正 

（趣旨） 

第１条 この内規は，富山大学研究推進機構規則第24条第１項の規定に基づき，富山大学研究推進

機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット機器分析施設（以下「施設」という。）

の施設会議に置く専門委員会に関し，必要な事項を定める。 

（専門委員会） 

第２条 施設会議に，管理者専門委員会を置く。 

（所掌事項） 

第３条 専門委員会の所掌事項は次のとおりとする。 

⑴ 各機器の整備・維持管理に関する事項 

⑵ その他施設の目的を達成するため必要な事項 

（組織） 

第４条 専門委員会は次に掲げる委員をもって組織する。 

⑴ 施設長 

⑵ 施設の業務に従事する専任教員 

⑶ 機器の管理責任者及び管理者 

⑷ その他施設長が必要と認めた者 

（委員長） 

第５条 専門委員会に委員長を置き，施設長をもって充てる。 

２ 委員長は，専門委員会を招集し，その議長となる。ただし，委員長に事故があるときは，あら

かじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する。 

附 則 

 この内規は，平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成29年７月28日から施行する。 
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⑶ 機器利用要項 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット 

機器分析施設機器利用要項 

平成27年４月１日制定 

（目的） 

第１条 この要項は，富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット

機器分析施設（以下「施設」という。）の機器利用に関する必要な事項を定め，施設の機器の活

用を推進することを目的とする。 

（利用の手続き） 

第２条 施設の機器の利用にあたっては，あらかじめ富山大学研究推進機構研究推進総合支援セン

ター長（以下「センター長」という。）が別に定める「利用申請書」を，利用者が施設長を経由

して提出し，利用許可を得なければならない。 

２ センター長は，前項の申請が適当であると認めたときは，これを許可するものとする。 

（利用料金） 

第３条 利用者は，施設の機器を利用したときは，別に定める利用料金を負担しなければならない。 

２ 学内の利用料金は，四半期毎に徴収する。 

３ 学外の利用料金は，後納とし，富山大学収入支出責任者が発行する請求書により，指定期日ま

でに納入しなければならない。 

４ 指定期日までに利用料金を支払わないときは，その翌日から納入の日までの日数に応じ，年

５％の割合で計算した金額を延滞金として支払わなければならない。 

（利用条件） 

第４条 利用者の機器利用時間は，土，日，祝祭日，夏季の一斉休業期間及び12月28日から１月４

日を除く午前９時から午後５時までとする。ただし，センター長が必要と認めたときは，これを

変更することができる。 

２ 学外者の利用は，富山大学（以下「本学」という。）の教育研究に支障がない場合に限るもの

とする。 

３ 利用者は，本学担当者の指示に従い，施設機器を利用するものとする。 

４ 機器の利用に必要な消耗品並びに材料等の搬入及び搬出は，すべて利用者が負担し，行うもの

とする。 

５ センター長は，材料を用いた機器の利用を許可する場合，その材料を利用することが不適切と

判断する場合には，機器の利用を許可しないことができる。 

６ 施設機器の利用者が受ける損害のうち，次の各号の一に該当する場合には，センター及び施設

は，その責任を負わない。 

⑴ やむを得ない事由により機器の利用ができず，損害が生じたとき。 

⑵ 利用者自らが持ち込み，使用した材料等に損害が生じたとき。 

⑶ 施設機器を利用する者の責による事由によって損害が生じたとき。 
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（秘密の保持等） 

第５条 本学担当者及び利用者は，機器の利用で知り得た相手方の秘密及び知的財産権等を相手方

の書面による同意なしに公開してはならない。 

２ 測定で得られたデータを外部利用者が公表する場合，原則として富山大学名を使用することは

できない。また，本学を特定できる表現も同様とする。ただし，センター長が大学名の使用を許

可した場合は，この限りでない。 

（利用許可の取り消し） 

第６条 センター長は，利用者がこの要項に反したとき又は機器の利用に当たって重大な支障を生

じさせたときは，利用の途中であっても当該利用の許可を取り消すことができる。 

（損害の弁償） 

第７条 利用者は，自らの責に帰すべき事由により機器等を損傷させたとき又は著しく装置の性能

を低下させたときは，その損害を弁償しなければならない。 

（委任） 

第８条 この要項に規定するセンター長の権限のうち，第２条第２項，第４条第１項，第４条第５

項，第５条第２項及び第６条に定めることについては，富山大学研究推進機構研究推進総合支援

センター自然科学研究支援ユニット長に委任する。 

（雑則） 

第９条 この要項に定めるもののほか，施設の利用に関し必要な事項は，センター長が別に定める。 

附 則 

 この要項は，平成27年４月１日から実施する。 

  



自然-25 

⑷ 機器管理要項 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット 

機器分析施設機器管理要項 

平成27年４月１日制定 

平成29年７月28日改正 

（目的） 

第１条 この要項は，富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット

機器分析施設（以下「施設」という。）の機器管理に関し必要な事項を定め，施設の機器の適切

な管理を推進することを目的とする。 

（機器の種類） 

第２条 施設に，所属機器及び登録機器を置く。 

２ 施設が導入した機器のうち，施設が直接管理することが必要であると施設会議で認められた機

器を，所属機器という。 

３ 自然科学研究支援ユニット（以下「ユニット」という。）の業務に従事する専任教員以外の富山

大学（以下「本学」という。）の教員が導入し施設に登録した機器を，登録機器という。 

４ 登録機器としての施設への登録は，施設会議の承認を受けた後，施設の長（以下「施設長」と

いう。）がこれを行う。 

（機器管理者等） 

第３条 施設の機器を管理する者として，機器管理者（以下「管理者」という。）を置き，管理者は，

次に掲げる業務を，適切に行わなければならない。 

⑴ 機器の保守点検（付帯設備を具備する場合は，この保守点検等も含む。） 

⑵ 機器の不具合等が発生した場合の対応（利用者・機器分析施設及びメーカーへの連絡等を含

む。） 

⑶ 機器分析施設への消耗品調達及び修理の依頼 

⑷ 機器利用に関する利用者への説明 

⑸ 機器利用者への技術サポート 

⑹ 共同研究及び学外利用者への対応 

⑺ 機器に関する資料の作成 

⑻ 利用予約システムでの装置関連情報の更新 

⑼ 利用時間の集計（四半期毎）及び機器分析施設への報告 

⑽ その他管理を委嘱された機器に関する業務 

２ 前項に定める管理者の業務を総括する者として，機器管理責任者（以下「管理責任者」という。）

を置く。 

３ 管理者及び管理責任者は，施設専門委員会内規第２条に定める管理者専門委員会に出席しなけ

ればならない。 
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（管理者及び管理責任者の委嘱） 

第４条 管理者及び管理責任者は，本学の教職員から施設長が委嘱する。 

２ 委嘱する管理者及び管理責任者の人数は，各機器につきそれぞれ１人とする。ただし，管理者

にあっては，施設長が必要と認めた場合は，ユニットの業務に従事する専任教員又は施設の業務

に従事する職員を含めた２人とする。 

３ 委嘱の期間は１年以内とし，４月１日から翌年３月31日までの期間を越えないものとする。な

お，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（雑則） 

第５条 この要項に定めるもののほか，施設の機器管理に関し必要な事項は，施設会議の意見を聴

いて，施設長が定める。 

附 則 

 この要項は，平成27年４月１日から実施する。 

附 則 

 この内規は，平成29年７月28日から施行する。 
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７.３ 極低温量子科学施設 

⑴ 施設内規 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット 

極低温量子科学施設内規 

平成27年４月１日制定 

平成29年７月28日改正 

平成30年５月24日改正 

（趣旨） 

第１条 この内規は，富山大学研究推進機構規則第６条第４項の規定に基づき，富山大学研究推進

機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット極低温量子科学施設（以下「施設」と

いう。）に関し，必要な事項を定める。 

（施設会議） 

第２条 施設に，施設会議を置く。 

（審議事項） 

第３条 施設会議は，次に掲げる事項を審議する。 

⑴ 施設の運営に関すること。 

⑵ その他施設の目的を達成するため必要な事項 

（組織） 

第４条 施設会議は，次に掲げる委員をもって組織する。 

⑴ 施設長 

⑵ 人間発達科学部から選出された教員 １人 

⑶ 理工学研究部の各系から選出された教員 各１人 

⑷ その他施設会議が必要と認める者 若干人 

２ 前項第２号から第４号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合

の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

３ 第１項第５号の委員の任期は，前項に準じてその都度定めるものとする。 

（議長） 

第５条 施設会議に議長を置き，施設長をもって充てる。 

２ 議長に事故があるときは，あらかじめ議長が指名する委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第６条 施設会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。 

２ 議事は，出席委員の過半数をもって決する。ただし，可否同数のときは，議長がこれを決する。 

（意見の聴取） 

第７条 施設会議は，必要に応じて委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。 
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（雑則） 

第８条 この内規に定めるもののほか，施設の運営に関し必要な事項は，施設会議の意見を聴いて，

施設長が定める。 

附 則 

 この内規は，平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成29年７月28日から施行する。 

附 則 

１ この内規は，平成30年５月24日から施行し，平成30年４月１日から適用する。 

２ この内規の施行日において第４条第１項第３号の規定により選出される理工学研究部都市デ

ザイン学系の委員の任期は，第４条第２項の規定にかかわらず平成31年３月31日までとする。 
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⑵ 高圧ガス危害予防規程 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット 

極低温量子科学施設高圧ガス危害予防規程 

平成22年４月１日制定 

平成27年４月１日改正 

（目的） 

第１条 この規程は，高圧ガス保安法（昭和26年法律第204号。以下「法」という。）第26条の規定

に基づき，富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット極低温量

子科学施設（以下「施設」という。）における高圧ガスの製造及びその取扱いについて必要な事項

を定め，高圧ガスによる災害を防止し，もって学内及び公共の安全を確保することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この規程において「高圧ガス」とは，法第２条に規定する高圧ガスのうち，液化ヘリウム

ガス及び液化窒素ガスをいう。 

（製造施設） 

第３条 施設における高圧ガス製造施設は別表第１のとおりとする。 

（保安管理） 

第４条 学長は，高圧ガスによる災害防止に関する保安業務を統括する。 

２ 高圧ガスの製造に係る保安に関する業務を統括管理するため，高圧ガス製造保安統括者（以下

「保安統括者」という。）を置き，富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究

支援ユニット極低温量子科学施設長をもって充てる。 

３ 製造施設の維持，製造方法の監督その他高圧ガスの製造に係る保安に関する技術的な事項を管

理させるため，高圧ガス製造保安係員（以下「保安係員」という。）を置き，一般高圧ガス保安規

則（昭和41年通商産業省令第53号。以下「省令」という。）第66条第２項に規定する製造保安責任

者免状を有する職員のうちから学長が選任する。 

４ 学長は，あらかじめ保安統括者及び保安係員（以下「保安統括者等」という。）の代理者を選任

し，保安統括者等が旅行，疾病及びその他の事故によってその職務を行うことができない場合に，

その職務を代行させるものとする。 

５ 保安係員の代理者は，第３項に規定する製造保安責任者免状を有する職員のうちから学長が選

任するものとする。 

６ 保安係員は，法第８条に定められた技術上の基準に関し，製造施設が省令等に適合するよう管

理するものとする。 

７ 前６項に規定する保安管理体制については別表２のとおりとする。 

（監督の方法） 

第５条 保安統括者等は，法，省令若しくはこれに基づく命令又はこの規程の実施を確保するため，

関係職員に指示を与え，必要と認めた場合には，製造施設における作業を停止させる等の措置を

講ずることができる。 

http://kisoku.adm.toyama-u.ac.jp/D1W_SAVVY/HTML_TMP/#JUMP_SEQ_81
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２ 関係職員は，保安統括者等が保安のために行う指示に従わなければならない。 

（立入禁止区域） 

第６条 高圧ガスによる危害を予防するため，必要に応じて製造施設の周囲に立入禁止区域を設け

るものとする。 

２ 前項の立入禁止区域には，保安統括者等の許可を受けた者以外の者は，立ち入ってはならない。 

（標識） 

第７条 製造施設には，見やすい場所に次の事項を記載した標識を設けなければならない。 

⑴ 高圧ガスの製造施設であること。 

⑵ 高圧ガスの種類 

⑶ 立入禁止，火気の制限その他の注意事項 

⑷ 法第36条に規定する緊急事態に対する措置 

（運転及び操作） 

第８条 製造施設の運転及び操作に当たっては，保安係員の監督の下にこれを行わなければならな

い。 

２ 保安上重要な運転及び操作は，保安係員が適格と認めた者に行わせるものとする。 

（安全装置） 

第９条 安全装置の取付け個所及び操作方法については，表示するとともに関係職員及び学生に周

知しておかなければならない。 

２ 前項に規定する安全装置のうち，安全弁に付帯して設けた止め弁については，高圧ガス製造中

は，常時全開とし，「開」と記載した標識を掲げておくものとし，その取扱いは，保安係員が行わ

なければならない。 

３ 安全装置は，１年に１回以上検査し，規定圧力で作動するよう調整しておかなければならない。 

（圧力計） 

第10条 圧力計は，使用圧力の1.5倍以上３倍以下の最高目盛のものを使用し，見やすい場所に取

り付けておかなければならない。 

（液面計） 

第11条 液化ガスの貯槽には，液面計を設けなければならない。この場合において，液面計として

ガラス管ゲージを使用するときは，破損を防止するための措置を講ずるものとする。 

（充てん） 

第12条 貯槽に液化ガスを充てんするときは，液化ガスの容量が当該貯槽の常用の温度においてそ

の内容積の90％を超えてはならない。 

（ガス設備の修理及び清掃） 

第13条 ガス設備の修理及び清掃（以下「修理等」という。）並びにその後の製造については，あら

かじめ作業の方法，工程表等を明示し，保安係員の指示の下に次の各号に掲げるところにより行

うものとする。 
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⑴ ガス設備を開放して修理を行うときは，当該ガス設備のうち開放する部分に他の部分からガ

スが漏えいすることのないように当該開放部の前後のバルブ又はコックを閉止し，かつ，盲板

を施す等の措置を講ずること。 

⑵ 前号の規定により閉止されたバルブ若しくはコック又は盲板には，操作してはならない旨 

の表示及び施錠をする等の措置を講ずること。 

⑶ 修理等が終了したときは，当該ガス設備が正常に作動することを確認した後でなければ製造

しないこと。 

（巡視及び点検） 

第14条 保安係員は，別に定める巡視及び点検基準により，ガス設備の使用開始時及び使用終了時

に当該ガス設備の異常の有無を点検するほか，１日に１回以上ガス設備の作動状況について点検

し，異常のあるときは，当該設備の補修その他危険を防止する措置を講ずるものとする。 

（保安検査） 

第15条 法第35条に規定する保安検査は，１年に１回受けるものとする。 

（定期自主検査） 

第16条 法第35条の２に規定する定期自主検査は，省令の定めるところにより，保安係員の監督の

下に実施し，その検査記録を作成し，これを保存するものとする。 

（帳簿） 

第17条 保安係員は，法第60条第１項の規定に基づき，帳簿を備え，次に掲げる事項について記録

し，第１号及び第２号の事項については２年間，第３号の事項については10年間保存するものと

する。 

⑴ 製造施設の運転状況 

⑵ 高圧ガスの受入状況 

⑶ 製造施設に異常があった場合及び講じた措置等 

（漏えい又は噴出時の措置） 

第18条 高圧ガスが漏えいし，又は噴出したときは，製造装置の運転を停止する等応急の措置を講

ずるとともに，直ちに保安統括者等に通報し，その指示を受けるものとする。 

（緊急事態に対する措置） 

第19条 製造施設又はその付近において災害が発生し，又は災害発生の危険が急迫したことを知っ

た者は，直ちに保安統括者等に通報するものとする。 

２ 保安統括者等は，通報の内容に応じ，次の各号に掲げるところに連絡するものとする。 

⑴ 学長 

⑵ 消防署 

⑶ 警察署 

⑷ 富山県環境保全課 

⑸ 富山市民病院 
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（保安教育及び規程の周知） 

第20条 保安統括者は，保安教育計画を作成し，関係職員及び学生に対し，保安意識の高揚，関係

法令及びこの規程の周知徹底並びに災害時における措置について教育及び訓練を行うものとす

る。 

（違反者に対する措置） 

第21条 保安統括者は，この規程に違反した者に対して，講習等により再教育を行うものとする。 

（改正） 

第22条 学長は，この規程を改廃するときは，富山大学研究推進機構会議の意見を聴くものとする。 

附 則 

 この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は，平成27年４月１日から施行する。 
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別表第１ 

高圧ガス製造施設の名称・場所等 

高圧ガス製造施設名 高圧ガスの種類 製造施設の場所 

液化窒素製造施設 液化窒素ガス 研究推進総合支援センター 

自然科学研究支援ユニット 

極低温量子科学施設 液体ヘリウム製造施設 液化ヘリウムガス 

別表第２ 

保安管理体制 

学  長 

（保安業務の統括） 

 

保安統括者 

（研究推進総合支援センター自然科学研究

支援ユニット極低温量子科学施設長） 

 

保安統括代理者 
 

 

保安係員 

（製造保安責任者免状を有する者） 

 
保安係員代理者 

（製造保安責任者免状を有する者）  

 

運転要員 
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７.４ 放射性同位元素実験施設 

⑴ 施設内規 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット 

放射性同位元素実験施設内規 

平成27年４月１日制定 

平成30年５月24日改正 

（趣旨） 

第１条 この内規は，富山大学研究推進機構規則第６条第４項の規定に基づき，富山大学研究推進

機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット放射性同位元素実験施設（以下「施設」

という。）に関し，必要な事項を定める。 

（取扱主任者及び代理者） 

第２条 施設に，放射線取扱主任者（以下「取扱主任者」という。）及びその代理者（以下「代理

者」という。）を置く。 

２ 取扱主任者及び代理者の任期は２年とし，再任を妨げない。 

３ 取扱主任者及び代理者は，第１種放射線取扱主任者の資格を有する職員のうちから，富山大学

五福キャンパス放射線管理委員会が推薦し，学長が命ずる。 

４ 取扱主任者は，放射線障害の予防について業務の指導監督に当たるとともに関係法令に定めら

れた責務を履行する。 

５ 代理者は，取扱主任者に事故があるとき，関係法令の定めるところにより，その職務を行う。 

（施設会議） 

第３条 施設に，施設の運営に関する事項を審議し，かつ，放射線による障害を防止するため，施

設会議を置く。 

（審議事項） 

第４条 施設会議は，次に掲げる事項を審議する。 

⑴ 放射性同位元素の購入申請に関すること。 

⑵ 放射性同位元素の管理及び実験設備の改善に関すること。 

⑶ 施設の使用及び研究実施上の注意に関すること。 

⑷ 放射線防護に係る施策に関すること。 

⑸ 施設の修理等に係る安全対策に関すること。 

⑹ その他施設の目的を達成するため必要な事項 

（組織） 

第５条 施設会議は，次に掲げる委員をもって組織する。 

⑴ 施設長 

⑵ 自然科学研究支援ユニット長 

⑶ 取扱主任者 

http://www3.u-toyama.ac.jp/soumu/kisoku/pdf/0702001.pdf
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⑷ 代理者 

⑸ 人間発達科学部から選出された教員 １人 

⑹ 理工学研究部の各系から選出された教員 各１人 

⑺ 管理区域責任者 

⑻ その他施設長が必要と認めた教員（８人以内） 

２ 前第５号及び第６号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の

委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

３ 第１項第８号の委員の任期は，前項に準じてその都度定めるものとする。 

（議長） 

第６条 施設会議に議長を置き，施設長をもって充てる。 

２ 議長に事故があるときは，あらかじめ議長が指名する委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第７条 施設会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。 

２ 議事は，出席委員の過半数をもって決する。ただし，可否同数の場合は，議長がこれを決する。 

（意見の聴取） 

第８条 施設会議は，必要に応じて委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。 

（雑則） 

第９条 この内規に定めるもののほか，施設の運営に関し必要な事項は，施設会議の意見を聴いて，

施設長が定める。 

附 則 

 この内規は，平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この内規は，平成30年５月24日から施行し，平成30年４月１日から適用する。 

２ この内規の施行日において第５条第１項第６号の規定により選出される理工学研究部都市デ

ザイン学系の委員の任期は，第５条第２項の規定にかかわらず平成31年３月31日までとする。 
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⑵ 放射線障害予防規程 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット 

放射性同位元素実験施設放射線障害予防規程 

平成22年４月１日制定 

平成22年９月１日改正 

平成26年８月８日改正 

平成27年４月10日改正 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は，「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律」（昭和32年法律

第167号。以下「法律」という。）及び電離放射線障害防止規則（昭和47年労働省令第41号。以下

「電離則」という。）に基づき，富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支

援ユニット放射性同位元素実験施設（以下「施設」という。）における放射性同位元素及び放射

性同位元素によって汚染されたもの（以下「放射性同位元素等」という。）の取扱い及び管理に

関する事項を定め，放射線障害の発生を防止し，あわせて公共の安全を確保することを目的とす

る。 

（適用範囲） 

第２条 この規程は，施設の管理区域に立ち入るすべての者に適用する。 

（用語の定義） 

第３条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定めるところに

よる。 

⑴ 「放射線作業」とは，放射性同位元素等の使用，保管，運搬及び廃棄の作業をいう。 

⑵ 「業務従事者」とは，放射性同位元素等の取扱い，管理又はこれに付随する業務に従事する

ため，管理区域に立ち入る者（一時立入者を除く。）で施設の長（以下「施設長」という。）

が放射線業務従事者として承認した者をいう。 

⑶ 「放射線施設」とは，放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律施行規則（昭

和35年総理府令第56号。以下「施行規則」という。）第１条第９号に定める使用施設，貯蔵施

設及び廃棄施設をいう。 

⑷ 「管理区域」とは，施行規則第１条第１号に定められた区域をいう。 

⑸ 事業所とは，放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律施行令（昭和35年総理

府令第259号）第３条第２項に定める事業所をいう。 

⑹ 「一時立入者」とは，放射線業務従事者以外の者で一時的に管理区域に立ち入る者をいう。 

（他の規則との関連） 

第４条 放射性同位元素等の取扱いに係る保安については，この規程の定めるもののほか，保安に

関する学内規則の定めるところによる。 
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（内規等の制定） 

第５条 施設長は，法律及び電離則並びにこの規程に定める事項の実施について，必要な事項を別

に定める。 

（遵守等の義務） 

第６条 業務従事者及び一時立入者は，放射線取扱主任者（以下「主任者」という。）が放射線障

害防止のために行う指示を遵守し，その指示に従わなければならない。 

２ 学長及び富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援ユニット（以下

「ユニット」という。）の長（以下「ユニット長」という。）並びに施設長は，主任者が法律及び

電離則並びにこの規程に基づき行う意見具申を尊重しなければならない。 

３ ユニット長及び施設長は，富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学研究支援

ユニット放射性同位元素実験施設内規第５条に定める富山大学研究推進機構研究推進総合支援

センター自然科学研究支援ユニット放射性同位元素実験施設会議（以下「施設会議」という。）

がこの規程に基づいて行う答申又は意見具申を尊重しなければならない。 

４ 学長は，国立大学法人富山大学放射線安全委員会（以下「安全委員会」という。）が行う勧告

を尊重しなければならない。 

５ 学長は，富山大学五福キャンパス放射線管理委員会（以下「管理委員会」という。）が行う答

申又は具申を尊重しなければならない。 

第２章 組織及び職務 

（組織） 

第７条 施設における放射性同位元素等の取扱いに従事する者及び安全管理に従事する者に関す

る組織は，別図Ⅰのとおりとする。 

２ 学長は，国立大学法人富山大学（以下「本学」という。）における放射線障害の防止に関する

業務を統括する。 

３ 学長は，ユニットにおける放射線障害の防止に関する業務を理事（研究担当）に管理させる。 

４ 理事は，施設における放射線障害の防止に関する業務をユニット長に統括させる。 

５ ユニット長は，施設における放射線障害の防止に関する業務を施設長に処理させる。 

（安全委員会） 

第８条 本学における放射線障害防止に関する基本方針及び重要事項の審議並びにその適正な実

施については，国立大学法人富山大学放射線安全委員会規則第１条に定める安全委員会が行う。 

（管理委員会） 

第９条 施設における放射線障害の防止に関する事項についての審議及びその実施に関する指導・

助言については，国立大学法人富山大学五福キャンパス放射線管理委員会規則第１条に定める管

理委員会が行う。 

（施設会議） 

第10条 放射線障害の防護に関する事項の企画審議は，施設会議が行う。 
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（主任者及び代理者） 

第11条 学長は，施設における放射線障害の発生の防止について総括的な監督を行わせるため，法

律に定める第１種放射線取扱主任者の資格を有する者の中から，管理委員会の指名に基づき，放

射線取扱主任者を選任しなければならない。 

２ 学長は，主任者が旅行，疾病その他の事故によりその職務を行うことができない場合は，その

期間中その職務を代行させるため，法律に定める第１種放射線取扱主任者の資格を有する者の中

から主任者の代理者（以下「代理者」という。）を選任しなければならない。 

３ 主任者は，施設における放射線障害発生の防止に係る監督に関し，次の各号に掲げる職務を行

う。 

⑴ 施設放射線障害予防規程の制定及び改廃への参画 

⑵ 放射線障害防止上重要な計画作成への参画 

⑶ 法令及び電離則に基づく申請，届出，報告の審査 

⑷ 立入検査等の立会い 

⑸ 異常及び事故の原因調査への参画 

⑹ 学長及びユニット長並びに施設長に対する意見の具申 

⑺ 使用状況等及び施設使用，帳簿，書類等の監査 

⑻ 関係者への助言，勧告及び指示 

⑼ 安全委員会及び管理委員会並びに施設会議の開催の要求 

⑽ その他放射線障害防止に関する必要な事項 

４ 代理者は，主任者が旅行，疾病その他の事故により不在となる期間中，その職務を代行しなけ

ればならない。 

（主任者の定期講習） 

第12条 ユニット長は法律第36条の２の規定に基づき，主任者（選任前１年以内に定期講習を受け

た者を除く。）に選任したときから１年以内及び定期講習を受けた日から３年を超えない期間ご

とに定期講習を受けさせなければならない。 

（放射線施設責任者） 

第13条 ユニット長は，学長の命により，施設の放射線施設責任者として，放射線障害予防業務及

び施設の維持並びに管理業務を総括する。 

（管理区域責任者） 

第14条 施設の管理区域（以下「施設の管理区域」という。）内に担当区域を定め，施設長の委嘱

により管理区域責任者を置く。 

２ 管理区域責任者は，主任者の指示のもとに，次の各号に掲げる職務を行う。 

⑴ 担当する施設の管理区域における放射線障害防止のための必要な点検及び措置 

⑵ 業務従事者に対する主任者，ユニット長及び施設長の指示の徹底 

⑶ 担当する施設の管理区域における放射性同位元素の放射線作業（運搬を除く）に関する記帳

並びに施設への報告 

３ 施設長は，第18条に掲げる業務従事者として登録をした者の中から管理区域責任者を選任する。 
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（取扱責任者） 

第15条 施設長は，放射線取扱作業グループごとに取扱責任者を定めなければならない。 

２ 取扱責任者は，当該グループの業務従事者を総括する。 

３ 取扱責任者は，当該グループの業務従事者に対し放射性同位元素等の取扱いについて適切な指

示を与えるとともに放射線作業に関する記録を行い，管理区域責任者に報告しなければならない。 

４ 取扱責任者は，第18条に掲げる業務従事者として登録しなければならない。 

（安全管理責任者） 

第16条 放射線管理に関する業務を総括するため，施設に安全管理責任者を置くこととする。 

２ 安全管理責任者は，施設長が任命し,放射線管理業務を総括する。 

３ 安全管理責任者は，放射線施設の維持及び管理に係る適合の調査を行う。 

（安全管理担当者） 

第17条 放射線管理業務を行うため，施設に安全管理担当者を置く。 

２ 安全管理担当者は，安全管理責任者が任命する。 

３ 安全管理担当者は，次の業務を行う。 

⑴ 管理区域に立ち入る者の入退域，放射線被ばく及び放射性汚染の管理 

⑵ 放射線施設，管理区域に係る放射線の量及び表面汚染密度の測定 

⑶ 放射線施設，管理区域に係る空気中の放射性同位元素濃度の測定 

⑷ 放射線測定機器の保守管理 

⑸ 放射性同位元素等の受入，払出，放射線作業に関する管理 

⑹ 放射線作業の安全に係る技術的事項に関する業務 

⑺ 業務従事者等に対する教育及び訓練計画の立案及びその実施 

⑻ 業務従事者等に対する健康診断計画の立案及びその実施 

⑼ 放射性廃棄物の保管及びそれらの処理に関する業務 

（業務従事者） 

第18条 施設において，放射性同位元素等の取扱い等業務に従事する者は，業務従事者として登録

しなければならない。 

２ 業務従事者は，取扱責任者の申請に基づき，主任者の同意のもとに施設長が承認したうえで登

録する。 

３ 施設長は，前項の承認を行うにあたり，業務従事者として申請した者に対し第39条に定める教

育及び訓練並びに第40条に定める健康診断を実施させ，その結果を照査しなければならない。 

４ 第２項の登録は，年度毎に，行うものとし更新をさまたげない。 

５ 施設長は，第２項で承認された業務従事者の登録をユニット長に報告しなければならない。 

（産業医） 

第19条 施設に，第40条に定める健康診断又は電離放射線健康診断を実施する産業医を置く。 

２ 産業医は，国立大学法人富山大学安全衛生管理規則第10条に定める産業医をもってあてる。 

第３章 管理区域 
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（管理区域） 

第20条 施設長は，放射線障害防止のため，施行規則第１条第１号に定める場所及びその他放射線

障害のおそれのある場所を施設の管理区域として指定する。 

２ 前項で指定する施設の管理区域における作業基準は，別に定める放射線安全作業基準による。 

３ 管理区域責任者及び安全管理責任者は，次の各号に掲げる者以外の者を担当する施設の管理区

域に立ち入らせてはならない。 

⑴ 業務従事者として登録された者 

⑵ 一時立入者として，主任者又は施設長が認めた者 

（施設の管理区域に係る線量等） 

第21条 施設の管理区域に係る外部放射線の線量，空気中の放射性同位元素の濃度及び放射性同位

元素によって汚染される物の表面の放射性同位元素の密度は，次のとおりとする。 

⑴ 外部放射線に係る線量については，実効線量が３月間につき1.3ミリシーベルト 

⑵ 空気中の放射性同位元素の濃度については，３月間についての平均濃度が空気中濃度限度の

10分の１ 

⑶ 放射性同位元素によって汚染される物の表面の放射性同位元素の密度については，表面汚染

密度の10分の１ 

⑷ 第１号及び第２号の規定にかかわらず，外部放射線に被ばくするおそれがあり，かつ，空気

中の放射性同位元素を吸入摂取するおそれのあるときは，第１号に規定する実効線量に対する

割合と第２号に規定する空気中の放射性同位元素の濃度に対する割合の和が１となるような

実効線量及び空気中の放射性同位元素の濃度 

（施設の管理区域に関する遵守事項） 

第22条 施設の管理区域に立ち入る者は，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

⑴ 定められた出入口から出入りすること。 

⑵ 施設の管理区域内に立ち入るときは，所定の用紙に必要事項を記入すること。 

⑶ 放射線測定器を指定された位置に着用すること。 

⑷ 施設の管理区域内において飲食，喫煙を行わないこと。 

⑸ 業務従事者は，主任者が放射線障害を防止するために行う指示，その他施設の保安を確保す

るための指示に従うこと。 

⑹ 一時立入者は，施設長，主任者，管理区域責任者及び安全管理責任者が放射線障害を防止す

るために行う指示，その他施設の保安を確保するための指示に従うこと。 

２ 密封されていない放射性同位元素（以下「非密封放射性同位元素」という。）を取り扱う施設

の管理区域に立ち入る者及び非密封放射性同位元素を取り扱う業務従事者は，前項各号に定める

もののほか，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

⑴ 専用の作業衣，作業靴，その他必要な保護具等を着用し，かつ，これらのものを着用してみ

だりに施設の管理区域の外に出ないこと。 

⑵ 放射性同位元素を体内摂取したとき，又はそのおそれがあるときは，直ちに管理区域責任者

又は安全管理責任者に連絡し，その指示に従うこと。 

⑶ 退出するときは，身体，衣服等の汚染検査を行い，汚染が検出された場合は，管理区域責任
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者又は安全管理責任者に連絡するとともに，直ちに除染のための措置を取ること。また，汚染

除去が困難な場合は，主任者に連絡し，その指示に従うこと。 

３ 施設長は，施設の管理区域の入口の目につきやすい場所に取扱いに係る注意事項を掲示し，施

設の管理区域に立ち入る者に遵守させなければならない。 

第４章 維持及び管理 

（巡視及び点検） 

第23条 管理区域責任者は，別表１に掲げる項目について，別に定める点検・維持管理要領により，

定期的に放射線施設の巡視，点検を行わなければならない。 

２ 管理区域責任者は，前項の巡視，点検の結果，異常を認めたときは，施設会議に報告し，修理

等必要な措置を講じなければならない。 

（自主点検） 

第24条 管理区域責任者は，別表２に掲げる項目について，別に定める点検・維持管理要領により，

毎年１回以上使用施設等に係る自主点検を行わなければならない。 

２ 管理区域責任者は，前項の自主点検の結果，異常を認めたときは，その状況及び原因を調査し，

修理等必要な措置を講じなければならない。 

３ ユニット長，施設長及び主任者は，前項の調査の結果，その異常が使用施設等に係る保安に重

大な影響があると認めるときは，学長に通報しなければならない。 

４ 管理区域責任者は，自主点検を終えたときは，その結果について，主任者を経由して施設会議

及び学長に報告しなければならない。 

（施設基準の適合義務） 

第25条 施設長は，管理区域責任者による巡視及び点検又は自主点検の結果報告に基づき，放射線

施設の維持及び管理を掌理させるため，安全管理責任者に次の業務を行わなければならない。 

⑴ 電気設備の維持管理に関する調査 

⑵ 給排気設備，給排水設備の維持管理に関する調査 

⑶ 建屋の維持管理に関する調査 

２ 施設長は，取扱管理者より届出のあった監視区域について，施設会議に適合の有無の照査を依

頼しなければならない。 

３ 施設長は，第１項第１号及び第２号のことについて，主任者に意見を求めなければならない。 

（修理，改造） 

第26条 管理区域責任者は，それぞれ担当する区域の設備，機器等について，修理，改造，除染等

を行うときは，その実施計画を作成し，主任者及び学長の承認を受けなければならない。ただし，

保安上特に影響が軽微と認められるものについてはこの限りではない。 

２ 施設長は，前項の承認を行おうとするときにおいて，必要があると認めるときは，その安全性，

安全対策等を，施設会議に諮問するものとする。 

３ 管理区域責任者は，第１項の修理，改造，除染等を終えたときは，その結果について主任者を

経由して学長に報告しなければならない。 
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第５章 使用 

（非密封放射性同位元素の使用） 

第27条 非密封放射性同位元素を使用する者は，施設長の管理のもとに次の各号に掲げる事項を遵

守しなければならない。 

⑴ 非密封放射性同位元素の使用は，別に定める放射線安全作業基準に従って作業室において行

い，許可使用数量を超えないこと。 

⑵ 排気設備が正常に動作していることを確認すること。 

⑶ 吸収剤，受け皿の使用等汚染の防止に必要な措置を講ずること。 

⑷ しゃへい壁，その他しゃへい物により適切なしゃへいを行うこと。 

⑸ 遠隔操作装置，かん子等により，線源との間に十分な距離を設けること。 

⑹ 放射線に被ばくする時間をできるだけ少なくすること。 

⑺ 施設の管理区域においては，専用の作業衣，保護具等を着用して作業すること。また，これ

らを着用してみだりに管理区域から退出しないこと。 

⑻ 作業室から退出するときは，人体及び作業衣，はき物，保護具等人体に着用している物の汚

染を検査し，汚染があった場合は除去すること。 

⑼ 表面の放射性同位元素の密度が表面密度限度を超えているものは，みだりに作業室から持ち

出さないこと。 

⑽ 表面の放射性同位元素の密度が表面密度限度の10分の１を超えているものは，みだりに施設

の管理区域から持ち出さないこと。 

⑾ 非密封放射性同位元素の使用中にその場を離れる場合は，容器及び使用場所に所定の標識を

付け，必要に応じて柵等を設け，注意事項を明示する等，事故発生の防止措置を講ずること。 

２ 放射性同位元素の使用にあたっては，あらかじめ使用に係る放射性同位元素使用計画書を作成

し，主任者及び施設長の承認を受けなければならない。 

（密封された放射性同位元素の使用） 

第28条 密封された放射性同位元素（以下「密封放射性同位元素」という。）を使用する者は，取

扱責任者の管理のもとに，次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

⑴ 使用に際して，放射線測定器により密封状態が正常であることを確認すること。 

⑵ しゃへい壁その他しゃへい物により適切なしゃへいを行うこと。 

⑶ 遠隔操作装置，かん子等により，線源との間に十分な距離を設けること。 

⑷ 放射線に被ばくする時間をできるだけ少なくすること。 

⑸ 施設の管理区域においては，専用の作業衣，保護具等を着用して作業すること。また，これ

らを着用してみだりに管理区域から退出しないこと。 

⑹ 密封放射性同位元素の使用中にその場を離れる場合は，容器及び使用場所に所定の標識を付

け，必要に応じて柵等を設け，注意事項を明示する等，事故発生の防止措置を講ずること。 

⑺ 線源を移動して使用する場合は，使用後直ちにその線源の紛失，漏えい等異常の有無を放射

線測定機器により点検し，異常が判明した場合は，探査その他放射線障害を防止するため必要

な措置を講ずること。 

⑻ 機器に装備された線源を使用する場合は，線源を機器に固定したままで使用すること。 
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第６章 保管，運搬及び廃棄 

（放射性同位元素等の受入れ・払出し） 

第29条 施設にて，放射性同位元素等を受入れる場合は，あらかじめ所定の様式により施設及び主

任者の承認を受けなければならない。 

２ 前項に係る様式の記入に際しては，使用予定期間，使用目的，使用場所，放射性同位元素の種

類及び数量並びに相手方の氏名又は名称を明記しなければならない。 

３ 放射性同位元素等を他の事業所に払い出す場合は，あらかじめ所定の様式により施設長及び主

任者の承認を受けなければならない。 

４ 前項に係る様式の記入に際しては，使用期間，使用目的，使用場所，放射性同位元素の種類及

び数量並びに相手方の氏名又は名称を明記しなければならない。 

（保管） 

第30条 放射性同位元素は所定の容器に入れ，所定の貯蔵室又は貯蔵箱に入れて貯蔵すること。 

２ 貯蔵室又は貯蔵箱には，その貯蔵能力を超えて放射性同位元素を貯蔵しないこと。 

３ 貯蔵箱及び耐火性の容器は放射性同位元素を保管中に，これをみだりに持ち運ぶことができな

いようにするための措置を講ずること。 

４ 非密封放射性同位元素を貯蔵箱に保管する場合は，容器の転倒，破損等を考慮し，吸収剤，受

皿を使用する等，貯蔵室内又は貯蔵箱内に汚染が拡大しないような措置を講ずること。 

５ 密封放射性同位元素であって機器に装備されているものは，装備した状態で保管し，シャッタ

ー機構のあるものは，保管中容器のシャッターを閉止すること。 

６ 貯蔵施設の目につきやすい場所に，放射線障害の防止に必要な注意事項を掲示すること。 

（施設の管理区域における運搬） 

第31条 施設の管理区域において放射性同位元素等を運搬しようとするときは，危険物との混載禁

止，転倒，転落等の防止，汚染拡大の防止，被ばくの防止，その他保安上必要な措置を講じなけ

ればならない。 

２ 荷受人及び運搬に従事する者の氏名を主任者に報告しなければならない。 

（学内における運搬） 

第32条 学内において放射性同位元素等を運搬しようとするときは，前条に定める措置に加えて，

次の各号に掲げる措置を講じるとともに，あらかじめ主任者及び施設長の承認を受けて行なわな

ければならない。 

⑴ 放射性同位元素等を収納した輸送容器は，運搬中に予想される温度及び内圧の変化，振動等

により亀裂，破損等が生じるおそれのないように措置すること。 

⑵ 表面汚染密度については，搬出物の表面の放射性同位元素の密度が表面密度限度の10分の１

を超えないようにすること。 

⑶ １センチメートル線量当量率については，搬出物の表面において２ミリシーベルト毎時を超

えず，かつ，搬出物の表面から１メートル離れた位置において100マイクロシーベルト毎時を

超えないよう措置すること。 

⑷ 荷受人又は荷送人及び運搬に従事する者の氏名又は運搬の委託先の名称を主任者に報告す
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ること。 

⑸ 運搬経路を限定し，見張人の配置等の方法により関係者以外の者の接近及び運搬車両以外の

通行を制限すること。 

⑹ 車両で運搬する場合は，運搬車両の速度を制限し，必要な場合には伴走車を配置すること。 

⑺ 監督者を同行させ，保安のため必要な監督を行わせること。 

⑻ 車両及び輸送容器表面に標識をつけること。 

⑼ その他関係法令に基づき実施すること。 

（学外における運搬） 

第33条 学外において放射性同位元素等を運搬しようとするときは，主任者及び施設長並びにユニ

ット長を経て学長の承認を受けるとともに，関係法令に定める基準に適合する措置を講じなけれ

ばならない。 

２ 荷受人又は荷送人及び運搬に従事する者の氏名又は運搬の委託先の氏名若しくは名称を主任

者に報告しなければならない。 

（廃棄） 

第34条 非密封放射性同位元素の廃棄は，次の各号に従って行わなければならない。 

⑴ 固体状の放射性廃棄物は，不燃性及び可燃性に区分し，それぞれ専用の廃棄物容器に封入し

廃棄物保管室に保管廃棄すること。ただし，動物に係る放射性廃棄物は，乾燥処理を行った後，

所定の廃棄物容器に入れ廃棄物保管室に保管廃棄すること。 

⑵ 液体状の放射性廃棄物は所定の放射能レベルに分類し，保管廃棄又は排水設備により排水口

における排水中の放射性同位元素の濃度を濃度限度以下とし排水すること。ただし，有機廃液

は，焼却可能な有機廃液とその他の有機廃液に区別して収集し，所定の廃棄物容器に入れ廃棄

物保管室に保管廃棄すること。 

⑶ 気体状の放射性廃棄物は，排気設備により排気口における排気中の放射性同位元素の濃度を

濃度限度以下として排気すること。 

２ 放射性有機廃液を焼却炉により焼却する場合は，次の各号に従って行わなければならない。 

⑴ 焼却処理は3H，14C，32P，33P，35S及び45Caのみを含んだ有機廃液に限ること。 

⑵ 放射性有機廃液の上限濃度の目標値は，次の値とすること。 

① 3H，14C，35Sについては37メガベクレル/ｍ3 

② 32P，33P，45Caについては3.7メガベクレル/ｍ3 

⑶ 焼却炉の運転は，施設長の管理のもとに行うこと。 

⑷ 施設長は，焼却炉の安全運転，保守点検，廃棄作業，異常時及び危険時の措置に必要な教育

訓練を受けた者の中から運転担当者及び保守点検担当者を選任すること。 

⑸ 焼却炉の運転は別に定める放射性有機廃液の焼却に関する安全管理要領（以下「有機廃液焼

却要領」という。）に従って行い，異常が発生した場合は，直ちに運転を停止し主任者に報告

するとともに適切な措置を講じなければならない。 

⑹ 焼却炉は有機廃液焼却要領に基づき定期的に点検するとともに，運転前においても所定の点

検を行い，異常を認めた場合は適切な措置を講じなければならない。 

３ 密封放射性同位元素の廃棄は，廃棄業者に引き渡すことによって行わなければならない。 
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（保管状況の調査） 

第35条 取扱責任者は，毎年１回以上，所管する放射性同位元素の保管の状況の調査を行い，核種

毎の保管量及び保管の状況を取りまとめ，その結果を主任者及び施設長に報告しなければならな

い。 

２ 前項の報告に際し，施設長はユニット長に報告しなければならない。 

第７章 測定 

（放射線測定器の保守） 

第36条 施設長は，安全管理に係る放射線測定器について常に正常な機能を維持するように保守し

なければならない。 

（場所の測定） 

第37条 施設長は，放射線障害のおそれのある場所について，放射線の量及び放射性同位元素によ

る汚染の状況並びに空気中の放射性同位元素濃度の測定を行い，その結果を評価し，記録しなけ

ればならない。 

２ 放射線の量は，原則として１センチメートル線量当量率又は１センチメートル線量当量につい

て放射線測定器を使用して行わなければならない。 

３ 空気中の放射性同位元素濃度の測定は作業環境測定法（昭和50年法律第20号）第２条第４号に

定める作業環境測定士により行わなければならない。 

４ 非密封放射性同位元素取扱施設の測定は，次の各号に従い行わなければならない。 

⑴ 放射線の量の測定は使用施設，貯蔵室，廃棄物保管室，管理区域境界及び施設の境界並びに

五福キャンパスの境界について別に定める作業環境測定要領に従い行うこと。 

⑵ 放射性同位元素による汚染の状況の測定は，作業室，廃棄作業室，汚染検査室，廃棄設備の

排気口，排水設備の排水口及び施設の管理区域境界について別に定める作業環境測定要領に従

い行うこと。 

⑶ 空気中の放射性同位元素濃度の測定は，作業室，廃棄作業室及び汚染検査室について行うこ

と。 

⑷ 実施時期は取扱開始前に１回，取扱開始後にあっては，１月を超えない期間毎に１回行うこ

と。ただし，排気口又は排水口における測定は，排気又は排水の都度行うこと。 

５ 密封放射性同位元素取扱施設の測定は，次の各号に従い行わなければならない。 

⑴ 放射線の量の測定は使用施設，貯蔵施設，施設の管理区域境界及び施設の境界並びに五福キ

ャンパスの境界について別に定める作業環境測定要領に従い行うこと。 

⑵ 実施時期は取扱開始前に１回，取扱開始後にあっては，１月を超えない期間ごとに１回行う

こと。 

６ 前項の測定は，次の各号に掲げる項目について測定結果を記録し，保存しなければならない。 

⑴ 測定日時 

⑵ 測定方法 

⑶ 放射線測定管理（測定条件） 

⑷ 測定結果 
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⑸ 測定を実施した者の氏名 

⑹ 測定結果に基づき実施した措置の概要 

⑺ 放射線測定器の種類，形式及び性能 

⑻ 測定箇所（測定場所） 

７ 前項の測定結果は，施設長が５年間保存するものとする。 

（個人被ばく線量の測定） 

第38条 取扱責任者及び施設長は，施設の管理区域に立ち入る者に対して適切な放射線測定器を用

いて，次の各号に従い個人被ばく線量を測定しなければならない。ただし，放射線測定器を用い

て測定することが著しく困難な場合は，計算によってこれらの値を算出することとする。 

⑴ 放射線の量の測定は，外部被ばく線量及び内部被ばく線量について行うこと。 

⑵ 放射線業務従事者の一定期間内における線量限度は，次のとおりとする。 

① 平成13年４月１日以後５年ごとに区分した各期間につき100ミリシーベルト 

② ４月１日を始期とする１年間につき50ミリシーベルト 

③ 女子（妊娠する可能性がないと診断された者，妊娠の意志のない旨を学長に書面で申し出

た者及び妊娠中の者を除く。）については，４月１日，７月１日，10月１日及び１月１日を

始期とする各３月間につき５ミリシーベルト 

④ 妊娠中の女子については，第１号及び第２号で規定するほか，本人の申し出等により学長

が妊娠の事実を知ったときから出産までの間につき，人体内部に摂取した放射性同位元素か

らの放射線に被ばくすること（以下「内部被ばく」という。）について１ミリシーベルト 

⑶ 測定は胸部（女子は腹部（妊娠の可能性がないと診断された者，妊娠の意志のない旨を学長

に書面で申し出た者にあっては胸部））について１センチメートル線量当量及び70マイクロメ

ートル線量当量を測定すること。ただし，人体部位を「頭部及びけい部」，「胸部及び上腕部」，

「腹部及び大たい部」に分けたとき，最大被ばく部位が「胸部及び上腕部」（女子は「腹部及び

大たい部」（妊娠の可能性がないと診断された者，妊娠の意志のない旨を学長に書面で申し出

た者は「胸部及び上腕部」））以外の場合は，当該部分についても測定する。また，最大被ば

く部位が上記３部位以外の場合は，当該部位についても70マイクロメートル線量当量を測定す

る。 

⑷ 放射性同位元素を誤って吸入摂取又は経口摂取したとき及び吸入摂取又は経口摂取するお

それのある場所に立ち入る者は３月（本人の申し出等により学長が妊娠の事実を知ることとな

った女子及び１月に受ける実効線量が1.7ミリシーベルトを超えるおそれのある女子は１月）

を超えない期間ごとに１回行う。ただし，一時的に立ち入る者であって放射線業務従事者でな

いものは内部被ばくが実効線量について100マイクロシーベルトを超えるおそれのないときは

この限りでない。 

⑸ 測定は施設の管理区域に立ち入る者について，施設の管理区域に立ち入っている間継続して

行う。ただし，一時的に立ち入る者であって放射線業務従事者でないものは，外部被ばく及び

内部被ばくが実効線量について100マイクロシーベルトを超えるおそれのないとき（計算等に

より確認できる場合）はこの限りでない。 

⑹ 放射線業務従事者の身体組織に係る一定期間内における線量限度は，次のとおりとする。 
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① 眼の水晶体については，４月１日を始期とする１年間につき150ミリシーベルト 

② 皮膚については，４月１日を始期とする１年間につき500ミリシーベルト 

③ 妊娠中である女子の腹部表面については，同条第２号④に規定する期間につき２ミリシー

ベルト 

⑺ 次に掲げる項目について測定結果を記録すること。 

① 測定対象者の氏名 

② 測定をした者の氏名 

③ 放射線測定器の種類及び形式 

④ 測定方法 

⑤ 測定部位及び測定結果 

⑻ 前号の測定結果については，４月１日，７月１日，10月１日及び１月１日を始期とする各３

月間，４月１日を始期とする１年間並びに女子にあっては毎月１日を始期とする１月間につい

て，当該期間毎に集計し記録すること。 

⑼ 第７号の測定結果から実効線量及び等価線量を算定し，次に掲げる項目について記録するこ

と。 

① 算定年月日 

② 対象者の氏名 

③ 算定した者の氏名 

④ 算定対象期間 

⑤ 実効線量 

⑥ 等価線量及び組織名 

⑦ 累積実効線量 

⑽ 前号の算定は，４月１日，７月１日，10月１日及び１月１日を始期とする各３月間，４月１

日を始期とする１年間並びに女子にあっては毎月１日を始期とする１月間について，当該期間

毎に行い記録すること。 

⑾ 前号による実効線量の算定の結果，４月１日を始期とする１年間についての実効線量が20ミ

リシーベルトを超えた場合は，当該１年間以降は，当該１年間を含む原子力規制委員会が定め

る期間の累積実効線量（前号により４月１日を始期とする１年間ごとに算定された実効線量の

合計をいう。）を当該期間について，毎年度集計し，集計の都度次の項目について記録するこ

と。 

① 集計年月日 

② 対象者の氏名 

③ 集計した者の氏名 

④ 集計対象期間 

⑤ 累積実効線量 

⑿ 当該測定の対象者に対し，第７号から前号までの記録の写しを記録の都度交付すること。 

⒀ 第７号から第11号までの記録を保存すること。ただし，当該記録の対象者が業務従事者でな

くなった場合又は当該記録を５年間保存した後においてこれを原子力規制委員会が指定する

機関に引き渡すときには，この限りでない。 
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２ 施設長は，前項の測定結果及び実効線量の算定結果に基づき，使用施設等における１年間の業

務従事者の個人実効線量分布を作成し，施設会議に報告しなければならない。 

第８章 教育及び訓練 

（教育及び訓練） 

第39条 施設長は，放射性同位元素等の取扱い業務に従事する者に対し，この規程の周知を図るほ

か，放射線障害の発生を防止するために必要な教育及び訓練を実施しなければならない。 

２ 前項の規定による教育及び訓練は，次の各号に定めるところによる。 

⑴ 実施時期は次のとおりとする。 

① 業務従事者として登録する前 

② 初めて管理区域に立ち入る前及び取扱い業務に従事する前 

③ 管理区域に立ち入った後及び取り扱い業務の開始後にあっては１年を超えない期間ごと 

⑵ 前号①及び②については，次に掲げる項目及び時間数を，また③については，次に掲げる項

目を実施すること。 

① 放射線の人体に与える影響 30分間以上 

② 放射性同位元素の安全取扱い ４時間以上 

③ 放射線障害の防止に関する法律 １時間以上 

④ 放射線障害予防規程 30分間以上 

⑤ その他放射線障害防止に関して必要な事項 

３ 前項の規定にかかわらず前項第２号に掲げる実施項目に関して十分な知識及び技能を有して

いると認められる者に対しては，教育及び訓練の一部を省略することができる。 

４ 主任者又は施設長は，管理区域に一時的に立ち入る者を一時立入者として承認する場合は，当

該立入者に対して放射線障害の発生を防止するために必要な注意事項を熟知させなければなら

ない。 

５ 主任者は，教育及び訓練を実施したときは，その都度実施結果を記録するとともに，施設長に

報告しなければならない。 

第９章 健康診断 

（健康診断） 

第40条 施設長は，業務従事者に対して次の各号に定めるところにより，産業医をもって健康診断

を実施しなければならない。 

⑴ 実施時期は次のとおりとする。 

① 業務従事者として登録する前又は初めて管理区域に立ち入る前 

② 施設の管理区域に立ち入った後にあっては１年を超えない期間ごと 

⑵ 健康診断は問診及び検査又は検診とする。 

⑶ 問診は放射線の被ばく歴及びその状況について行うこと。 

⑷ 検査又は検診は次の部位及び項目について行うこと。ただし，①から③については，医師が

必要と認める場合に行うこととする。 

① 末しょう血液中の血色素量又はヘマトクリット値，赤血球数，白血球数及び白血球百分率 
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② 皮膚 

③ 眼 

④ その他原子力規制委員会が定める部位又は項目 

２ 施設長は，電離則第56条に定めるところにより，電離放射線健康診断（以下，「特殊健康診断」

という。）を行うものとする。ただし，前項の問診及び検査又は検診にあって，類似の検査項目

について，この規程の次の項目によるところとする。 

⑴ 特殊健康診断の項目 

① 被ばく経歴の評価（有無） 

② 末しょう血液中の白血球数及び白血球百分率の検査 

③ 末しょう血液中の赤血球数及び血色素量又はヘマトクリット値の検査 

④ 白内障に関する眼の検査 

⑤ 皮膚の検査 

⑵ 前号の特殊健康診断については，使用する線源の種類等に応じて前号④に掲げる検査項目を

省略することができる。 

⑶ 特殊健康診断は，その業務に従事した後６月を超えない期間ごとに１回行わなければならな

い。 

⑷ 第１号に規定する特殊健康診断の検査項目のうち，②から⑤までに掲げる検査項目について

は，当該特殊健康診断を行おうとする日の属する年度の前年度の実効線量が５ミリシーベルト

を超えず，かつ，当該特殊健康診断を行おうとする日の属する年度の実効線量が５ミリシーベ

ルトを超えるおそれのない教職員にあっては，産業医が必要と認めるときに限りその全部又は

一部を行うものとし，それ以外の教職員にあっては，産業医が必要でないと認めるときは，そ

の全部又は一部を省略することができる。 

３ 施設長は，前各号の規定にかかわらず，業務従事者が次の各号の一に該当する場合は，遅滞な

くその者に対し健康診断を行わなければならない。 

⑴ 放射性同位元素を誤って摂取した場合 

⑵ 放射性同位元素により表面密度限度を超えて皮膚が汚染され，又は汚染されたおそれのある

場合 

⑶ 放射性同位元素により皮膚の創傷面が汚染され，その汚染を容易に除去することができない

場合 

⑷ 実効線量限度又は等価線量限度を超えて放射線に被ばくし，又は被ばくしたおそれのある場 

合 

４ 施設長は，次の各号に従い健康診断又は特殊健康診断の結果を記録しなければならない。 

⑴ 実施年月日 

⑵ 対象者の氏名 

⑶ 健康診断又は特殊健康診断を実施した医師の氏名 

⑷ 意見を述べた医師の氏名 

⑸ 健康診断又は特殊健康診断の結果（医師の診断及び意見） 

⑹ 健康診断又は特殊健康診断の結果に基づいて講じた措置 

５ 健康診断の結果は，施設長が永久に保存するとともに実施の都度記録の写しを対象者に交付し
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なければならない。 

６ 学長は，電離則第56条による特殊健康診断の結果に基づき，電離則第57条に定める電離放射線

健康診断個人票を作成し，その写しを施設会議又は主任者及び本人に送付するとともに，30年間

保存しなければならない。 

（放射線障害を受けた者等に対する措置） 

第41条 施設長は，業務従事者が放射線障害を受け又は受けたおそれのある場合には，主任者及び

産業医並びに保健管理センター等と協議しその程度に応じ，管理区域への立入り時間の短縮，立

入禁止，配置転換等健康の保持等に必要な措置を学長に具申しなければならない。 

２ 学長は，前項の具申があった場合には，適切な措置を講じなければならない。 

第10章 記帳及び保管 

（記帳） 

第42条 施設長は，受入・払出，放射線作業，自主点検，教育及び訓練並びに事業所の廃止に係る

記録を行う帳簿を備え取扱責任者に記帳させなければならない。 

２ 前項の帳簿に記載すべき項目は次の各号のとおりとする。 

⑴ 受入・払出 

① 放射性同位元素の種類及び数量 

② 放射性同位元素の受入・払出の年月日，目的，方法及び場所 

③ 放射性同位元素の受入・払出に係るその相手方の氏名又は名称 

④ 放射性同位元素の受入・払出に従事する者の氏名 

⑵ 使用 

① 放射性同位元素の種類及び数量 

② 放射性同位元素の使用年月日，目的，方法及び場所 

③ 放射性同位元素の使用に従事する者の氏名 

⑶ 保管 

① 放射性同位元素の種類及び数量 

② 放射性同位元素の保管の期間，方法及び場所 

③ 放射性同位元素の保管に従事する者の氏名 

⑷ 運搬 

① 学内又は学外における放射性同位元素の運搬の年月日及び方法 

② 荷受人又は荷送人の氏名又は名称，運搬の委託先の氏名又は名称及び運搬に従事する者の

氏名 

⑸ 廃棄 

① 放射性同位元素の種類及び数量 

② 放射性同位元素の廃棄の年月日，方法及び場所 

③ 放射性同位元素の廃棄に従事する者の氏名 

⑹ 自主点検 

① 点検の実施年月日 
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② 点検結果及びこれに伴う措置の内容 

③ 点検を行った者の氏名 

⑺ 第39条の教育及び訓練 

① 教育及び訓練の実施年月日，項目 

② 教育及び訓練を受けた者の氏名 

３ 安全管理責任者は，第１項に定める事業所の廃止等を行う場合は廃止日等に帳簿を閉鎖しなけ

ればならない。 

４ 安全管理責任者は，第１項に定める帳簿を毎年３月31日に閉鎖し，施設長が５年間保存しなけ

ればならない。 

第11章 危険時及び災害時における措置 

（危険時における措置） 

第43条 放射性同位元素等に関し地震，火災，運搬中の事故等の災害が起こったことにより，放射

線障害が発生した場合又はそのおそれがある場合その発見者は，別図Ⅱに基づき通報すると共に，

直ちに災害の拡大防止，避難警告等応急の措置を講じなければならない。 

２ 放射線障害を防止するための緊急を要する作業に従事する放射線業務従事者（妊娠する可能性

がないと診断された者及び妊娠の意思のない旨を学長に書面で申し出た者を除く。）の線量限度

は，次のとおりとする。 

⑴ 実効線量の限度 100ミリシーベルト 

⑵ 等価線量の限度 目の水晶体については300ミリシーベルト，皮膚については１シーベルト 

３ 施設長は，管理区域における危険時に際し，直ちに前項を遵守の上，管理区域及び業務従事者

に応急の措置を講じ，主任者又は学長に連絡しなければならない。 

４ 危険時の通報を受けた学長は，直ちに安全委員会を招集し，必要な措置を講じなければならな

い。 

５ 学長は，第１項の事態が生じた場合は，次の事項について直ちに関係機関に通報するとともに

遅滞なく原子力規制委員会に届け出なければならない。 

⑴ 発生日時及び場所並びに原因 

⑵ 放射線障害の状況 

⑶ 応急措置の内容 

（災害時における措置） 

第44条 地震，火災その他の災害が起こった場合には，別図Ⅱに定める災害時の連絡通報体制に従

い，管理区域責任者は別表１に掲げる項目について巡視，点検を行い主任者及び施設長に報告し

なければならない。 

２ 震度４以上の地震及び室長が点検を必要と認める火災その他の災害が発生した場合は，別図Ⅱ

に基づき通報するとともに，管理区域責任者は別表２に掲げる項目について点検を行い，その結

果について主任者を経由して施設長に報告しなければならない。 

３ 前項の報告に際し，施設長はユニット長に連絡しなければならない。 

第12章 報告 
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（一般報告） 

第45条 施設長は，施行規則第39条第３項に定める放射線管理状況報告書を，毎年４月１日を始期

とする１年間について作成し，ユニット長を経由して，学長に提出しなければならない。 

２ 学長は，前項の報告書を当該期間の経過後３月以内に原子力規制委員会に提出しなければなら

ない。 

３ 学長は，第40条第２項に基づき，電離則第56条による特殊健康診断を実施したときは，遅滞な

く，電離則第58条に定める電離放射線健康診断結果報告書を総務部を経由して富山労働基準監督

署長に提出しなければならない。 

（報告） 

第46条 次の各号に掲げる事態の発生を発見した者は，別に定める放射線防護措置要領に従い，施

設会議に通報し，学長に報告しなければならない。 

⑴ 放射性同位元素等の盗難又は所在不明が発生した場合 

⑵ 放射性同位元素が異常に漏えいした場合 

⑶ 業務従事者について実効線量限度又は等価線量限度を超え，又は超えるおそれのある被ばく

が発生した場合 

⑷ 前各号ほか放射線障害が発生し，又は発生するおそれがある場合 

２ 前項の事態について，施設長及びユニット長に連絡しなければならない。 

３ 学長は，前項の通知を受けたときは，その旨を直ちに，その状況及びそれに対する措置を10日

以内に，それぞれ原子力規制委員会及び関係機関に報告しなければならない。 

附 則 

 この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は，平成22年９月１日から施行し，平成22年４月１日から適用する。 

附 則 

 この規程は，平成26年８月８日から施行し，平成26年７月８日から適用する。 

附 則 

 この規程は，平成27年４月10日から施行し，平成27年４月１日から適用する。 
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別表１（第23条及び第44条関係） 

巡視及び点検項目 

設備等 点検項目 

１ 管理区域全般 ① 管理区域の区画及び閉鎖設備 

 ② 作業環境の状況 

 ③ 床及び天井等の状況 

 ④ 標識等の状況 

 ⑤ 汚染検査設備及び洗浄設備の状況 

 ⑥ 更衣設備の状況 

２ 排気設備 ① 作動確認 

 ② 排気フィルタの確認 

３ 排水設備 ① 漏えいの有無の目視確認 

 ② 排水装置の作動確認 

４ 電源設備 ① 作動確認 

５ 空調設備 ① 作動確認 

６ 自動表示・警報装置 ① 作動確認 

７ フード ① 風量確認 

８ 負圧状況 ① 負圧確認 

９ 放射性廃棄物の処理等に必要な設備 ① 作動確認 

 ② 目視確認 

10 その他 ① その他必要と認める項目 
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別表２（第24条及び第44条関係） 

自主点検項目及び頻度 

区分 点検項目 

１ 位置等 ① 位置 

 ② 地崩れのおそれ 

 ③ 浸水のおそれ 

 ④ 周囲の状況 

２ 主要構造部等 ① 構造及び材料 

３ しゃへい ① 構造及び材料 

 ② しゃへい物の状況 

 ③ 線量 

４ 管理区域 ① 区画等 

 ② 線量 

 ③ 標識等 

５ 作業室 ① 構造 

 ② 表面材料 

 ③ フード 

 ④ 流し 

 ⑤ 換気 

 ⑥ 標識 

６ 汚染検査室 ① 位置等 

 ② 構造 

 ③ 表面材料 

 ④ 洗浄設備 

 ⑤ 更衣設備 

 ⑥ 器材 

 ⑦ 放射線測定器 

 ⑧ 標識 

７ 貯蔵室，貯蔵箱，貯蔵容器 ① 位置等 

 ② 貯蔵室 

 ③ 貯蔵箱 

 ④ 貯蔵容器 

 ⑤ 貯蔵能力 

 ⑥ 標識 
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８ 排気設備 ① 位置 

 ② 排気浄化装置 

 ③ 排風機 

 ④ 排気管 

 ⑤ 排気口 

 ⑥ 標識 

９ 排水設備 ① 位置等 

 ② 排水浄化槽等 

 ③ 排水管 

 ④ 標識 

10 廃棄作業室 ① 構造 

 ② 表面材料 

 ③ 流し 

 ④ 換気 

 ⑤ 標識 

11 有機廃液焼却炉 ① 構造等 

 ② 焼却炉 

 ③ 標識 

12 廃棄物保管室 ① 位置等 

 ② 保管廃棄容器 

 ③ 標識 

13 その他 ① その他必要と認める項目 

別図Ⅰ（第７条関係） 

ユニット組織図 

別図Ⅱ（第43条及び第44条関係） 

災害時の連絡通報体制 
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８ 保有機器・設備 

８.１ 機器分析施設 

平成30年３月31日現在 

区分 機 器 名 管理責任者 機器管理者 

ナ 

ノ 

構 

造 

解 

析 

領 

域 

透過型電子顕微鏡 小野 恭史 唐原 一郎・山田  聖 

集束イオンビーム加工観察装置 小野 恭史 平田 暁子 

グロー放電発光分光装置 小野 恭史 山田  聖 

ナノインプリントリソグラフィ装置 小野 恭史 岡田 裕之 

軽元素分析多機能電子顕微鏡トータルシステム 松田 健二 同   左 

走査型プローブ顕微鏡 小熊 規泰 高野 登・會田 哲夫 

超微細素子作製観察システム   

 超微細素子作製観察装置 岡田 裕之 中  茂樹 

 配線パターン形成装置 岡田 裕之 中  茂樹 

 デバイス評価装置 前澤 宏一 前澤 宏一 

 極低温測定装置 岡田 裕之 中  茂樹 

表 

面 

分 

析 

領 

域 

電子プローブマイクロアナライザ 小野 恭史 石崎 泰男・山田 聖 

電界放射型走査電子顕微鏡 小野 恭史 平田 暁子 

走査電子顕微鏡 小野 恭史 山本 雅子 

低真空電子顕微鏡（TM3030） 小野 恭史 山田  聖 

接触角測定装置 小野 恭史 同   左 

Ｘ線光電子分光分析装置 小野 恭史 平田 暁子 

CNC画像測定機 小野 恭史 中  茂樹 

表面粗さ解析測定器 山崎登志成 同   左 

全自動ガス吸着測定装置 山崎登志成 同   左 

デジタルカメラ付き倒立形顕微鏡 石崎 泰男 同   左 

電界放射型走査電子顕微鏡 阿部 孝之 原  正憲 

レーザラマン分光光度計 小野 恭史 池本 弘之 
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区分 機 器 名 管理責任者 機器管理者 

分 

子 

構 

造 

解 

析 

領 

域 

全自動元素分析装置（vario Micro-cube） 小野 恭史 同   左 

全自動元素分析装置（vario EL） 小野 恭史 加賀谷重浩 

フーリエ変換赤外分光光度計 小野 恭史 山崎登志成 

紫外可視光光度計 小野 恭史 片岡  弘 

単結晶Ｘ線構造解析装置 小野 恭史 柘植 清志 

超伝導核磁気共鳴装置（500MHz） 小野 恭史 京極真由美 

電子スピン共鳴装置 小野 恭史 大津 英揮 

超伝導核磁気共鳴装置（400MHz） 阿部  仁 京極真由美 

超伝導核磁気共鳴装置（300MHz） 宮澤 眞宏 同   左 

自動旋光計 阿部  仁 同   左 

核磁気共鳴装置（600MHz） 阿部  仁 横山  初 

高分解能質量分析装置 林  直人 同   左 

生 

体 

・ 

環 

境 

情 

報 

解 

析 

領 

域 

レーザーマイクロダイセクション 小野 恭史 松田 恒平 

ICP発光分析装置 小野 恭史 加賀谷重浩 

共焦点蛍光レーザー顕微鏡 小野 恭史 唐原 一郎 

リアルタイムPCR機 小野 恭史 中路  正 

赤外線サーモグラフィー 小野 恭史 堀田 裕弘 

高速高解像共焦点レーザー顕微鏡 小野 恭史 田端 俊英 

イメージングサイトメーター 小野 恭史 黒澤 信幸 

多光子共焦点レーザー顕微鏡 小野 恭史 池田 真行 

クリオスタット 小野 恭史 中路  正 

手動回転式ミクロトーム 小野 恭史 土`田  努 

パラフィン熔融機 小野 恭史 土`田  努 

グリーンレーザー 小野 恭史 森脇 喜紀 

ウルトラミクロトーム 小野 恭史 唐原 一郎 

LC-MS/MS 星野 一宏 同   左 
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区分 機 器 名 管理責任者 機器管理者 

生情 

体報 

・解 

環析 

境領 

 域 

DNAシークエンサー 黒澤 信幸 同   左 

リアルタイムPCR機 田中 大祐 同   左 

OPSL小型高出力グリーンレーザー 森脇 喜紀 同   左 

低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ 阿部 孝之 原  正憲 

材 

料 

機 

能 

解 

析 

領 

域 

Ｘ線解析装置 小野 恭史 佐伯 淳・平田 暁子 

波長分散型蛍光Ｘ線分析装置 小野 恭史 佐伯 淳・山田 聖 

塗膜下金属腐食診断装置 小野 恭史 同   左 

電流電位測定装置 小野 恭史 同   左 

電気化学的水晶振動子微少秤量装置 小野 恭史 同   左 

熱分析システム（TG-DTA，TG-MS，GC-MS） 小野 恭史 平田 暁子 

Ｘ線回折装置 山崎登志成 同   左 

微小硬度計（マイクロビッカース硬度計） 會田 哲夫 同   左 

粉末自動Ｘ線回折装置 西村 克彦 並木 孝洋 

微小部自動Ｘ線回折装置 小野 恭史 小熊 規泰 

薄膜構造評価用Ｘ線回折装置 森  雅之 同   左 

物 

性 

計 

測 

領 

域 

交番磁場勾配型／高温炉付試料振動型磁力計 小野 恭史 川﨑 一雄 

磁気特性精密測定システム 小野 恭史 桑井 智彦 

磁気特性測定システム 酒井 英男 桑井 智彦 

超伝導残留磁気磁力計 酒井 英男 同   左 

極限環境先進材料評価システム 西村 克彦 同   左 

共 

通 

機 

器 

エキシマレーザ装置 小野 恭史 岡田 裕之 

全自動研磨機 小野 恭史 會田 哲夫 

デジタルマイクロスコープ 小野 恭史 山田  聖 

ウルトラミクロ天秤 小野 恭史 同   左 

磁気軸受けターボ分子ポンプ 榎本 勝成 同   左 

キセノンランプユニット 岩村 宗高 同   左 
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８.２ 極低温量子科学施設 

平成30年３月31日現在 

機 器 名 管理責任者 機器管理者 

ヘリウム液化機 桑井 智彦 田山  孝 

3He-4He希釈冷凍機 桑井 智彦 同   左 

極低温磁化測定装置 田山  孝 同   左 

８.３ 放射性同位元素実験施設 

平成30年３月31日現在 

機 器 名 管理責任者 機器管理者 

液体シンチレーションカウンタ（LSC-5100） 若杉 達也 川合 勝二 

液体シンチレーションカウンタ（LSC-5200） 若杉 達也 川合 勝二 

イメージングアナライザー（BAS-1500） 蒲池 浩之 川合 勝二 

Ge半導体検出器×３ 西村 克彦 川合 勝二 

液体クロマトグラフィ 佐山三千雄 川合 勝二 

ユニバーサルスケーラー 若杉 達也 川合 勝二 

γ線スペクトロメトリー装置 大澤  力 川合 勝二 

トリチウムモニター 佐山三千雄 川合 勝二 

放射線中央監視装置 佐山三千雄 川合 勝二 

エリアモニター×２ 佐山三千雄 川合 勝二 

ルームモニター×２ 佐山三千雄 川合 勝二 

排気モニター×２ 佐山三千雄 川合 勝二 

排水モニター（β線水モニター） 佐山三千雄 川合 勝二 

超低温冷蔵庫 若杉 達也 川合 勝二 

有機廃液焼却装置 佐山三千雄 川合 勝二 

動物乾燥装置 佐山三千雄 川合 勝二 

薬用ショーケース 佐山三千雄 川合 勝二 

３インチNaI 佐山三千雄 川合 勝二 
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９ 利用状況 

９.１ 機器分析施設 

◎平成29年度 

単位：時間 

通番 機 器 名 型   式 
管理者 

利用時間 

学内 

利用時間 

学外 

利用時間 
合計 

共同 
利用率 
（％）※ 

1 透過型電子顕微鏡 
㈱日立ハイテクノロジーズ 

H-7650 12.5 162.2 0.0 174.7 92.8 

2 
集束イオンビーム 

加工観察装置 

㈱日立ハイテクノロジーズ 

FB-2100 0.0 924.8 64.0 988.8 100 

3 
グロー放電発光分光

装置 

㈱堀場製作所 

GD-Profiler2 0.0 33.8 0.0 33.8 100 

4 
ナノインプリントリソグラ

フィ装置 

ナノニクス㈱ 

NanoimPro Type510TS 42.0 0.0 0.0 42.0 0 

5 
軽元素分析多機能電
子顕微鏡トータルシス
テム 

㈱トプコン 

EM-002B 1,290.8 1,166.8 0.0 2,457.6 47.5 

6 走査型プロープ顕微鏡 

㈱島津製作所 
SPM-9500J2 

0.0 66.3 0.0 66.3 100 
アルファサイエンス㈱ 
TRIBOSCOPE 

7 
超微細素子作製観察

装置 

㈱エリオニクス 

ELS-7300 126.0 0.0 0.0 126.0 0 

8 配線パターン形成装置 
ミカサ㈱ 

MA-20 62.0 0.0 0.0 62.0 0 

9 デバイス評価装置 
アンリツ㈱ 

37369C 8.0 0.0 0.0 8.0 0 

10 極低温測定装置 
ナガセ電子機器 
PS24SS，U104CWA，
V24SCUSCP 

0.0 0.0 0.0 0.0 － 

11 
電子線プローブマイ

クロアナライザ 

日本電子㈱ 

JXA-8230 201.2 1,747.3 32.2 1,980.7 89.8 

12 
電界放射型走査電子

顕微鏡 

日本電子㈱ JSM-6700F 
（エネルギー分散型Ｘ線分

析装置 JED-2200付) 
0.0 889.8 14.0 903.8 100 

13 低真空電子顕微鏡 
㈱日立ハイテクノロジーズ 

Miniscope TM3030 0.0 799.8 5.0 804.8 100 

※共同利用率（％）＝{（学内利用時間＋学外利用時間）／合計}×100 
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通番 機 器 名 型   式 
管理者 

利用時間 

学内 

利用時間 

学外 

利用時間 
合計 

共同 
利用率
（％） 

14 接触角測定装置 
協和界面科学㈱ 

DropMaster700 1.2 135.0 33.0 169.2 99.3 

15 
Ｘ線光電子分光分析

装置 

サーモフィッシャーサイエン

ティフィック㈱ 

ESCALAB250Xi 
0.0 2,812.8 7.2 2,820.0 100 

16 CNC画像測定機 
㈱ミツトヨ 
クイックビジョン 
QV-APEX404PRO 

0.0 3.0 0.0 3.0 100 

17 表面粗さ解析測定器 
㈱東京精密 

SURFCOM 1500DX 34.5 0.0 0.0 34.5 0 

18 
全自動ガス吸着測定

装置 

カンタムクローム・インスツル

メンツ・ジャパン合同会社 

オートソーブ－1MP 
0.0 53.6 0.0 53.6 100 

19 
デジタルカメラ付き

倒立形顕微鏡 

㈱ニコン DS-L2+Fi1(カ
メラ＋コントローラ) 
Eclipse MA100（顕微鏡） 

57.0 35.2 0.0 92.2 38.2 

20 
電界放射型走査電子

顕微鏡 

日本電子㈱ JSM-6701F 
（エネルギー分散型Ｘ線分

析装置 JED-2300付) 
232.0 117.0 0.0 349.0 33.5 

21 
レーザラマン分光光

度計 

日本分光㈱ 

NRS-7100 3.0 37.5 0.0 40.5 92.6 

22 全自動元素分析装置 
ドイツ･エレメンタール社 

vario MICRO-cube 0.0 226.0 0.0 226.0 100 

23 全自動元素分析装置 
ドイツ･エレメンタール社 

vario EL 165.5 32.0 0.0 197.5 16.2 

24 
フーリエ変換赤外分

光光度計 
㈱島津製作所 

IRPrestige-21 0.0 5.7 0.0 5.7 100 

25 紫外可視光光度計 
日本分光㈱ 

V-650 1.5 1.0 0.0 2.5 40.0 

26 単結Ｘ線構造解析装置 
㈱リガク 

VariMax RAPID-DW 126.4 291.0 0.0 417.3 69.7 

27 
超伝導核磁気共鳴装

置（500MHz） 

日本電子㈱ 

JNX-ECX 500 259.2 1,440.0 4.0 1,703.2 84.8 

28 電子スピン共鳴装置 
日本電子㈱ 

JES-X310 0.0 2.0 0.0 2.0 100 

29 
超伝導核磁気共鳴装

置（400MHz） 

日本電子㈱ 

α-400 0.8 1,907.3 0.0 1,908.2 100 
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通番 機 器 名 型   式 
管理者 

利用時間 

学内 

利用時間 

学外 

利用時間 
合計 

共同 
利用率
（％） 

30 
超伝導核磁気共鳴装

置（300MHz） 

日本電子㈱ 

JNM-ECX 300/TRH 0.0 619.3 0.0 619.3 100 

31 自動旋光計 
㈱堀場製作所 

SEPA-500 7.5 83.1 0.0 90.6 91.7 

32 
超伝導核磁気共鳴装

置（600MHz） 

日本電子㈱ 

JNM-ECP600 0.2 732.7 0.0 732.8 100 

33 高分解能質量分析装置 
日本電子(株) 

JMS-700V 0.0 175.5 0.0 175.5 100 

34 
レーザーマイクロダイセ

クション 

ライカマイクロシステムズ㈱ 

LMD7000 2.0 0.0 0.0 2.0 0 

35 ICP発光分析装置 
㈱パーキンエルマージャパン 

Optima 7300DV 34.8 297.7 8.5 341.0 89.8 

36 
共焦点蛍光レーザー

顕微鏡 

㈱ニコン 

デジタルエクリプスC1 0.7 2.0 0.0 2.7 75.0 

37 リアルタイムPCR機 
アプライドバイオシステムズ 

Step One-E 72.2 0.0 0.0 72.2 0 

38 
赤外線サーモグラフ

ィー 

日本アビオニクス㈱ 
Advanced Thermo 
TVS-500EX 

0.0 531.0 0.0 531.0 100 

39 
高速高解像共焦点レ

ーザー顕微鏡 

ライカマイクロシステムズ㈱ 

TCS SP8 1.0 292.5 0.0 293.5 99.7 

40 
イメージングサイト

メーター 

㈱パーキンエルマージャパン 

Operetta 20.2 53.2 16.0 89.4 77.4 

41 
多光子共焦点レーザー

顕微鏡 

㈱ニコン 

A1R MP+ 
0.0 150.2 0.0 150.2 100 

42 クリオスタット 
ライカマイクロシステムズ㈱ 

CM1860UV 54.2 27.5 0.0 81.7 33.7 

43 手動回転式ミクロトーム 
ライカマイクロシステムズ㈱ 

RM2125 117.2 0.0 0.0 117.2 0 

44 パラフィン熔融機 
アズワン㈱ 

EI-300B 30.0 0.0 0.0 30.0 0 

45 グリーンレーザー 
コヒレント・ジャパン㈱ 
高出力グリーンレーザー 
Verdi-V10-PZT 

0.0 0.0 0.0 0.0 － 
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通番 機 器 名 型   式 
管理者 

利用時間 

学内 

利用時間 

学外 

利用時間 
合計 

共同 
利用率
（％） 

46 ウルトラミクロトーム 
ライカマイクロシステムズ㈱ 

EM UC7 53.8 82.0 0.0 135.8 60.4 

47 LS-MS/MS ㈱日立ハイテクノロジーズ 
Nano Frontier L 0.0 0.0 0.0 0.0 － 

48 DNAシークエンサー 
アプライドバイオシステムズ 

3130xl Genetic Analyzer 116.0 183.0 0.0 299.0 61.2 

49 リアルタイムPCR機 
タカラバイオ㈱ 
TP850 0.0 183.0 0.0 183.0 100 

50 
OPSL小型高出力グリ

ーンレーザー 

コヒレント・ジャパン㈱ 

532-8000 70.0 0.0 35.0 105.0 33.3 

51 
低バックグラウンド液体シ

ンチレーションカウンタ 

日立アロカメディカル㈱ 

LB-5 1,919.0 1,720.0 0.0 3,639.0 47.3 

52 Ｘ線解析装置 
ブルカー・エイエックスエス㈱ 

D8 DISCOVER 320.3 379.5 0.0 699.8 54.2 

53 
波長分散型蛍光Ｘ線

分析装置 

スペクトリス㈱ 

PW 2404R 0.0 341.2 2.8 344.0 100 

54 
塗膜下金属腐食診断

装置 

北斗電工㈱ 

HL201S 0.0 0.0 0.0 0.0 － 

55 電流電位測定装置 
北斗電工㈱ 

HZ-3000 0.0 0.0 0.0 0.0 － 

56 
電気化学的水晶振動

子微少秤量装置 

北斗電工㈱ 
HQ-304A,HQ-305A,HQ-306A 
HQ-101B(QCMコントローラ） 

0.0 0.0 0.0 0.0 － 

57 熱分析システム 

㈱リガク 
ThermoPlus2 

0.0 358.7 24.0 382.7 100 
㈱島津製作所 
GCMS-QP 5050A 

58 Ｘ線回折装置 
㈱島津製作所 

XRD-6100 6.5 112.5 0.0 119.0 94.5 

59 
微小硬度計（マイクロ

ビッカース硬度計） 

㈱フューチュアテック 

FM-700 0.0 0.0 0.0 0.0 － 

60 粉末自動Ｘ線回折装置 
㈱リガク 

RINT2000シリーズ 
173.5 1,046.3 0.0 1,219.8 85.8 

61 
微小部自動Ｘ線回折

装置 

㈱リガク 

RINT2000シリーズ 
39.2 0.0 0.0 39.2 0.0 
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通番 機 器 名 型   式 
管理者 

利用時間 

学内 

利用時間 

学外 

利用時間 
合計 

共同 
利用率
（％） 

62 
薄膜構造評価用Ｘ線

回折装置 

㈱リガク 

ATX-E 164.5 0.0 0.0 164.5 0 

63 
交番磁場勾配型／高温炉

付試料振動型磁力計 

米国プリンストンメジャメンツ 
モデル2900-04 4インチ
AGMシステム 

0.0 0.0 0.0 0.0 － 

64 
磁気特性精密測定シス

テム 

米国カンタム・デザイン社 

MPMS-XL 471.7 1,000.0 0.0 1,471.7 68.0 

65 磁気特性測定システム 
米国カンタム・デザイン社 

MPMS-7 0.0 0.0 0.0 0.0 － 

66 超伝導残留磁気磁力計 
ドイツ2G社 

モデル750R 
440.0 190.0 150.0 780.0 43.6 

67 
極限環境先進材料評

価システム 

日本カンタム・デザイン㈱ 

PPMS 1,696.5 3,131.3 0.0 4,827.8 64.9 

68 エキシマレーザ装置 
コヒレント・ジャパン㈱ 

COMPEX Pro110F 0.0 0.0 0.0 0.0 － 

69 全自動研磨機 
丸本ストルアス㈱ 
テグラポール-15，テグラフォ
ース-1，テグラドーザ-5 

0.0 0.0 0.0 0.0 － 

70 
デジタルマイクロス

コープ 

㈱キーエンス 

VHX-700FSP1344 0.0 338.0 0.0 338.0 100 

71 
ウルトラミクロ電子

天秤 

ザルトリウス社 

MSQA2.7S-000-DM 0.0 76.0 0.0 76.0 100 

72 
磁気軸受けターボ分子

ポンプ 

エドワーズ㈱ 

STP-451 0.0 850.0 0.0 850.0 100 

73 キセノンランプユニット 
㈱島津製作所 

P/N691-06536-02 2,909.0 0.0 0.0 2,909.0 0.0 

９.２ 放射性同位元素実験施設 

◎平成29年度 

○放射線業務従事者数 

30人 

○放射性同位元素使用量 

35S（β線核種）：18.5MBq 
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10 研究成果報告 

 自然科学研究支援ユニット登録の機器を利用して，平成29年４月から平成30年３月までに発表さ

れた研究成果を報告します。 

10.１ 機器分析施設 

◎ナノ構造解析領域 

○集束イオンビーム加工観察装置 

⑴Effect of Cu2+ Ion Irradiation on Microstructure of Er2O3 Coating Layer Formed by MOCVD 
Method, M. Tanaka, M. Takezawa, Y. Hishinuma, T. Tanaka, T. Muroga, S. Ikeno, S.W. Lee, 
K. Matsuda, Acta Phy. Pol. A, 131, pp.1351-1352 (2017). 

⑵Fabrication and property evaluation of WO3 particles dispersed Al-based composite material，
N. Nakamura, S. Lee, T. Takida, S. Ikeno, K. Matsuda, MATEC Web of Conferences, 130, 
pp.3002 (2017). 

⑶Production of Al-based composite materials including stress-luminescent particles using 3-
dimensional penetration casting (3DPC), S. Lee, Y. Kusunoki, N. Nakamura,  K. Matsuda, Y. 
Horita, T. Ohji, K. Amei, K. Shibata, K. Okino, MATEC Web of Conferences, 130, pp.3003 
(2017). 

⑷Comparison of Suppressing Effect for Soldering Reactions by Surface Modifications Using 
Nitriding and Amorphous Carbon Film in Zinc Alloy Die Casting, M. Mizubayashi, T. 
Sakuragi, N. Watanabe, K. Matsuda, M. Nose, Mater. Trans., 58, pp.1695-1701 (2017). 

⑸Effect of Thermal Cycles on Microstructure of Er2O3 Thin Film on SUS316 Substrate with 
Y2O3 Buffer Layer Fabricated by MOCVD Method, M. Tanaka, S. Lee, K. Matsuda, Y. 
Hishinuma, K. Nishimura, T. Tanaka, T. Muroga, Mater. Trans., 59, pp.176-181 (2018). 

⑹熱履歴を加えたEr2O3-Y2O3膜の微細組織観察，田中優貴，李昇原，松田健二，菱沼良光，田中照

也，室賀健夫，池野進，日本顕微鏡学会第73回学術講演会，2017年５月30日-６月１日，札幌（ポ

スター）． 

⑺Production of Al-based composite materials including stress-luminescent particles using 3-
dimensional penetration casting (3DPC), S. Lee, Y. Kusunoki, N. Nakamura, K. Matsuda, Y. 
Horita, T. Ohji, K. Amei, K. Shibata, K. Okino, The International Conference on Composite 
Material, Polymer Science and Engineering(CMPSE2017), 2017/06/24-25, Toyama (oral). 

⑻Fabrication and property evaluation of WO3 particles dispersed Al-based composite material, 
N. Nakamura, S. Lee, T. Takida, S. Ikeno, K. Matsuda, The International Conference on 
Composite Material, Polymer Science and Engineering (CMPSE2017), 2017/06/24-25, 
Toyama (poster). 

⑼TEM Observation of Zinc Alloy Deposited on Mold Surface, K. Takemoto, M. Mizubayashi, S. 
Lee, K. Matsuda, M. Nose, S. Ikeno, 12th International Conference on the Physical Properties 
and Application of Advanced Materials, 2017/08/06-08, Kosice, Slovakia (poster). 

⑽ Fabrication and Property Evaluation of WO3 Particles Dispersed Al-based Composite 
Material, N. Nakamura, S. Lee, S. Ikeno, K. Matsuda，12th International Conference on the 
Physical Properties and Application of Advanced Materials, 2017/08/06-08, Kosice, Slovakia 
(poster). 

⑾Microstructure Observation of Nb3Sn Superconducting Wire Fabricated Using Cu-Sn-Zn 
Ternary Bronze, D. Kawamukai, S. Lee, S. Ikeno, K. Matsuda, 12th International Conference 
on the Physical Properties and Application of Advanced Materials, 2017/08/06-08, Kosice, 
Slovakia (poster). 
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⑿Effect of thermal cycles on microstructure of Er2O3 thin film with Y2O3 layer for advanced 
breeding blanket system, M. Tanaka, S. Lee, K. Matsuda, Y. Hishinuma, T. Tanaka, T. Muroga, 
S. Ikeno, Microscopy Conference 2017, 2017/08/21-25, Lausanne, Switzerland (poster). 

⒀Er2O3-Y2O3二重被覆に対する熱サイクルの影響，田中優貴，李昇原，松田健二，菱沼良光，田中

照也，室賀健夫，池野進，日本金属学会第161回秋期講演大会，2017年９月６日-８日，札幌（口

頭）． 

⒁鋳造用金型表面に溶着した亜鉛合金のTEM観察，竹本寛太，水林舞，李昇原，松田健二，野瀬正

照，池野進，日本金属学会第161回秋期講演大会，2017年９月６日-８日，札幌（口頭）． 

⒂Cu-Sn-Zn３元系ブロンズを用いたNb3Sn超伝導線材の微細組織観察，川向大地，田中優貴，松

田健二，李昇原，菱沼良光，谷口博康，菊池章弘，池野進，日本金属学会第161回秋期講演大会，

2017年９月６日-８日，札幌（口頭）． 

⒃TiN/Ti-O-N積層膜の構造に及ぼす下地膜の影響，村岡雄介，李昇原，松田健二，野瀬正照，池

野進，日本金属学会第161回秋期講演大会，2017年９月６日-８日，札幌（ポスター）． 

⒄WO3/Al複合材料の作製と特性評価，中村直人，李昇原，松田健二，池野進，日本金属学会第161

回秋期講演大会，2017年９月６日-８日，札幌（ポスター）． 

⒅反応スパッタ法により作製したZr-O-N膜の構造，村岡雄介，李昇原，松田健二，池野進，野瀬

正照，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井

（口頭）． 

⒆先進液体ブランケットを指向した二重被覆膜の微細組織における熱履歴効果，田中優貴，李昇原，

松田健二，池野進，菱沼良光，田中照也，室賀健夫，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北

陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 

⒇CrSiCN膜の機械的性質に及ぼす熱処理の影響，竹本寛太，李昇原，松田健二，池野進，野瀬正

照，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口

頭）． 
(21)Gd5Si2Ge2粒子を含むMg基複合材料の作製とその特性，中村直人，李昇原，西村克彦，池野進，

松田健二，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，

福井（口頭）． 

(22)3DPC法で作成した応力発光性複合材料の微細構造と特性評価，太田悠介，李昇原，池野進，堀

田裕弘，大路貴久，飴井賢治，柴田啓司，沖野浩二，松田健二，平成29年度日本金属学会・日本

鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 

(23)磁気熱量材料を含むMg基複合材料の作製とその評価，中村直人，土屋大樹，李昇原，西村克彦，

池野進，松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（口頭）． 
(24)Cu-Sn-Zn３元系ブロンズを用いたNb3Sn超伝導線材の微細組織とTi添加の影響，川向大地，李

昇原，松田健二，菱沼良光，谷口博康，菊池章弘，池野進，日本金属学会第162回春期講演大会，

2018年３月19日-21日，習志野（ポスター）． 

(25)Er2O3-Y2O3二重被覆層における酸素流量変化と熱履歴の影響，田中優貴，李昇原，松田健二，菱

沼良光，田中照也，室賀健夫，池野進，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21

日，習志野（ポスター）． 
(26)CrSiCN膜の機械的性質と組織に及ぼす熱処理の影響，竹本寛太，土屋大樹，李昇原，松田健二，

池野進，野瀬正照，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスタ
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(27)Zr-O-N膜の構造に及ぼす成膜条件の影響，村岡雄介，李昇原，松田健二，池野進，野瀬正照，日

本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスター）． 
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○ナノインプリントリソグラフィ装置 

⑴Fabrication of Mold and Stamp for Micro Contact Print to Realize Flexible Liquid Crystal 
Devices, M. Kataoka, H. Okada, The 6th International Symposium on Organic and Inorganic 
Electronic Materials and Related Nanotechnologies, 2017/06/20, Fukui. 

⑵Study on Comparision of Lamination Interfaces in Organic Light-Emitting Diodes, Y. Ozawa, 
S. Naka, H. Okada, The 6th International Symposium on Organic and Inorganic Electronic 
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⑶Liquid Crystal Devices Having the V-Groove Structure by Nano-Imprint Lithography, K. 
Haruna, H. Okada, The 24th International Display Workshops, 2017/12/06-08, Sendai. 

⑷ナノインプリントリソグラフィを用いたV溝構造を有する液晶素子の基礎検討，春名皓太，岡田
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○軽元素分析多機能電子顕微鏡トータルシステム 

⑴Microstructure of Small Amount of Tm Added Al-Mg-Si Alloys with Two-Step Ageing, Y. 
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海老原健一，板倉充洋，都留智仁，吉田朋夫，村上哲，池野進，軽金属，67，pp.151-155（2017）． 
⑷Al-Mg-X(X=Si, Ge, Zn)合金の時効初期における微細析出物に対するCuの影響，松田健二，河合
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Sci., 130, pp.4598-4611 (2018). 
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⑺Al-Mg-Si合金の時効硬化に対するMg/Si比，（Mg+Si）量の影響，吉野太規，李昇原，池野進，松

田健二，軽金属学会第132回春期大会，2017年５月20日-21日，名古屋． 
⑻473Kで時効したMg-Y-Sc合金の時効析出組織観察，平木智也，戸室優佳，李昇原，池野進，松田

健二，軽金属学会第132回春期大会，2017年５月20日-21日，名古屋． 
⑼Al-1.0mass%Mg2Ge合金の種々の添加元素における機械的性質と時効組織，片岡朋哉，佐藤達也，

李昇原，池野進，松田健二，軽金属学会第132回春期大会，2017年５月20日-21日，名古屋． 
⑽放電加工により水素を導入したAl-7.8wt%Zn-1.6wt%Mg合金に対するTEM観察，有田竜馬，李

昇原，松田健二，西村克彦，布村紀夫，戸田裕之，平山恭介，清水一行，高紅叶，山口正剛，軽

金属学会第132回春期大会，2017年５月20日-21日，名古屋． 
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⑾時効処理を施したAl-Mg2Ge(-Ag)合金のTEM観察，佐藤達也，李昇原，松田健二，Sigurd Wenner，
Calin D. Marioara，Randi Holmestad，池野進，軽金属学会第132回春期大会，2017年５月20日

-21日，名古屋． 
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⒅加工熱処理によるAl-Mg-Si-Cu合金の時効析出挙動，捫垣俊哉，李昇原，池野進，松田健二，軽

金属学会第132回春期大会，2017年５月20日-21日，名古屋． 
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Bauger，Sigurd Wenner，Calin D. Marioara，Randi Holmestad，李昇原，池野進，松田健二，
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(22)Mg-Y合金に対するCeあるいはNd添加の影響，浜口卓也，戸室優佳，李昇原，池野進，松田健二，

軽金属学会第132回春期大会，2017年５月20日-21日，名古屋． 

(23)Mg-Y合金のNdあるいはCe添加による析出挙動への影響，李昇原，浜口拓也，池野進，松田健二，

日本顕微鏡学会第73回学術講演会，2017年５月30日-６月１日，札幌（口頭）． 

(24)Ag添加されたAl-Mg-Ge合金の時効析出組織観察，佐藤達也，李昇原，松田健二，Sigurd Wenner， 
Calin D. Marioara，Randi Holmestad，池野進，日本顕微鏡学会第73回学術講演会，2017年５月

30日-６月１日，札幌（ポスター）． 

(25)Al-Mg-Si-Cu-Ag合金の時効析出組織観察，松本叡，李昇原，池野進，松田健二，日本顕微鏡学

会第73回学術講演会，2017年５月30日-６月１日，札幌（ポスター）． 

(26)透過型電子顕微鏡によるMg-Y-Sc合金の時効析出組織観察，平木智也，李昇原，池野進，松田 健

二，日本顕微鏡学会第73回学術講演会，2017年５月30日-６月１日，札幌（ポスター）． 

(27)Aging Behavior of Al-Li-(Mg) Alloys Deformed by High-Pressure-Torsion(HPT), Y. Haizuka, 
S. Lee, S. Saikawa, K. Matsuda, Z. Horita, S. Hirosawa, D. Terada, S. Ikeno, 12th 
International Conference on the Physical Properties and Application of Advanced Materials, 
2017/08/06-08, Kosice, Slovakia (poster). 

(28)Microstructure Observation of Mg-Y-(Sc) Alloys Aged at 473K, T. Hiragi, S. Lee, S. Ikeno, K. 
Matsuda, 12th International Conference on the Physical Properties and Application of 
Advanced Materials, 2017/08/06-08, Kosice, Slovakia (poster). 
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(29)Precipitation Observation of Cu and Ag Addition Al-Mg-Si Alloy, A. Matsumoto, S. Lee, S. 
Ikeno, K. Matsuda, 12th International Conference on the Physical Properties and Application 
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International Conference on the Physical Properties and Application of Advanced Materials, 
2017/08/06-08, Kosice, Slovakia (poster). 

(32)Etching response of Zn contained Al-Mg-Si alloys, Y. Tomuro, T. Saito, Øystein Bauger, S. 
Wenner, C.D. Marioara, R. Holmestad, L. Seungwon, S. Ikeno, K. Matsuda, Microscopy 
Conference 2017, 2017/08/21-25, Lausanne, Switzerland (poster). 

(33)Mechanical properties and microstructure observati on of Al-1.0mass%Mg2Ge alloys with 
different alloying elements，T. Kataoka, T. Sato, S. Seungwon, S. Ikeno, K. Matsuda, 
Microscopy Conference 2017, 2017/08/21-25, Lausanne, Switzerland (poster). 
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(46)Al-1.0mass%Mg2Si合金の時効析出に対する添加元素ならびに２段時効処理の影響，黒田泰孝，

李昇原，池野進，松田健二，日本金属学会第161回秋期講演大会，2017年９月６日-８日，札幌（口
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Øystein Bauger，Sigurd Wenner，Calin D. Marioara，Randi Holmestad，李昇原，池野進，

松田健二，軽金属学会第133回秋季大会，2017年11月４日-５日，宇都宮（口頭）． 
(55)放電加工により水素を導入し時効処理したAl-Zn-Mg合金に対するTEM観察，有田竜馬，Artenis 

Bendo，李昇原，松田健二，西村克彦，布村紀男，戸田裕之，平山恭介，清水一行，高紅叶，山

口正剛，海老原健一，板倉充洋，都留智仁，池野進，軽金属学会第133回秋季大会，2017年11月４

日-５日，宇都宮（口頭）． 
(56)時効処理を施したAl-Mg2Ge(-Cu)合金のTEM観察，佐藤達也，李昇原，松田健二，Sigurd Wenner，

Calin D. Marioara，Randi Holmestad，池野進，軽金属学会第133回秋季大会，2017年11月４日

-５日，宇都宮（口頭）． 
(57)種々の元素を添加したAl-1.0mass%Mg2Ge合金の機械的性質とTEM観察，片岡朋哉，佐藤達也，

李昇原，池野進，松田健二，軽金属学会第133回秋季大会，2017年11月４日-５日，宇都宮（口頭）． 
(58)Al-7mass%Si-0.3mass%Mg鋳造材の時効時間473Kにおける微細組織観察，牧田悠暉，李昇原，

才川清二，池野進，松田健二，軽金属学会第133回秋季大会，2017年11月４日-５日，宇都宮（口

頭）． 
(59)Al-2.5mass%Li-(2.0mass%Cu)合金の時効析出に対するHPT加工の影響，灰塚裕平，李昇原，才

川清二，松田健二，廣澤渉一，堀田善治，寺田大将，池野進，軽金属学会第133回秋季大会，2017

年11月４日-５日，宇都宮（口頭）． 



自然-71 

(60)Mg-Y合金の473K時効過程におけるSc添加の影響，平木智也，李昇原，池野進，松田健二，軽金

属学会第133回秋季大会，2017年11月４日-５日，宇都宮． 
(61)Al-Mg2Si合金の時効析出組織におけるCu, Ag添加の影響，松本叡，李昇原，池野進，松田健二，

軽金属学会第133回秋季大会，2017年11月４日-５日，宇都宮（ポスター）． 
(62)遷移元素を添加した6000系アルミニウム合金の２段時効析出挙動，黒田泰孝，李昇原，池野進，

松田健二，軽金属学会第133回秋季大会，2017年11月４日-５日，宇都宮（ポスター）． 
(63)Al-1.0Cu-1.0Mg(mol%)合金の時効硬化に及ぼす予加工の影響，松本真輝，佐藤達也，李昇原，

池野進，松田健二，軽金属学会第133回秋季大会，2017年11月４日-５日，宇都宮（ポスター）． 
(64)HPT加工を施したAl-2.5wt%Li-(2.0wt%Cu)合金の423Kにおける時効組織観察，灰塚裕平，李昇

原，松田健二，才川清二，池野進，廣澤渉一，堀田善治，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協

会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(65)種々の元素を添加したAl-Mg-Ge合金のTEM観察，片岡朋哉，李昇原，池野進，松田健二，平成

29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(66)TEM observation in hydrogen charged and aged Al-Zn-Mg alloys，Bendo Artenis，有田竜馬，

李昇原，松田健二，西村克彦，布村紀男，戸田裕之，平山恭介，清水一行，高紅叶，池野進，山

口正剛，海老原健一，板倉充洋，都留智仁，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支

部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(67)Agを添加したAl-Mg2Ge合金のTEM観察，梅村周佑，片岡朋哉，李昇原，池野進，松田健二，平

成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(68)異なる均質化条件の473Kで時効したAl-Mg-Si合金の時効析出挙動，梅澤崇良，黒田泰孝，李昇

原，池野進，松田健二，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017

年12月２日，福井（口頭）． 
(69)放電加工による水素チャージを施したAl-Zn-Mg合金に対するTEM観察，有田竜馬，Artenis 

Bendo，李昇原，松田健二，西村克彦，布村紀男，池野進，戸田裕之，平山恭介，清水一行，高

紅叶，山口正剛，海老原健一，板倉充洋，都留智仁，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北

陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(70)7000系Al合金の機械的性質に及ぼすCu添加の影響，安元透，李昇原，松田健二，池野進，西川知

志，柴田果林，吉田朋夫，村上哲，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講

演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(71)Al-Mg2Si-Cu-Ag合金の時効析出組織のTEM観察，松本叡，李昇原，池野進，松田健二，平成29

年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(72)遷移元素を添加した6000系アルミニウム合金の２段時効処理の影響，黒田泰孝，李昇原，池野進，

松田健二，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，

福井（口頭）． 
(73)冷間圧延したAl-1.0Mg-Si-0.18Cu-0.18Ag(at%)合金の時効硬化挙動，谷津倉克弥，灰塚裕平，

李昇原，池野進，松田健二，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，

2017年12月２日，福井（口頭）． 
(74)Cu/Mg比の異なるAl-Cu-Mg合金の時効硬化に及ぼす予加工の影響，松本真輝，佐藤達也，李昇

原，池野進，松田健二，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017

年12月２日，福井（口頭）． 
(75)Mg-Y-Sc合金の時効析出過程におけるSc添加の影響，平木智也，李昇原，池野進，松田健二，平

成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(76)Zn濃度の異なる二元系Mg-Zn合金の微細組織観察，前田朋克，平木智也，李昇原，池野進，松田

健二，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井

（口頭）． 



自然-72 

(77)Al-Mg-Ge(-Ag, Cu)合金の透過型電子顕微鏡観察，佐藤達也，李昇原，池野進，松田健二，Sigurd 
Wenner，Calin D. Marioara，Randi Holmestad，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸

信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(78)時効温度473KにおけるAC4C合金の時効析出物観察，牧田悠暉，李昇原，才川清二，池野進，松

田健二，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福

井（口頭）． 
(79)Al-7%Si二元合金およびAl-0.3%Mg-0.17%Si合金の鋳造材における時効析出物の透過型電子顕

微鏡観察，李墨源，牧田悠暉，李昇原，才川清二，池野進，松田健二，平成29年度日本金属学会・

日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(80)Al-Mg-Si合金のエッチング処理における亜鉛の影響，戸室優佳，Takeshi Saito，Øystein Bauger，

Sigurd Wenner，Calin D. Marioara，Randi Holmestad，李昇原，池野進，松田健二，平成29年

度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
(81)Al-Mg-Si合金の優先結晶粒腐食に対する添加元素の影響，戸室優佳，斎藤健，Øystein Bauger，

Sigurd Wenner，Calin D. Marioara，Randi Holmestad，李昇原，池野進，松田健二，日本金属

学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（口頭）． 
(82)473K時効処理におけるMg-Y-Sc合金の微細組織観察，平木智也，李昇原，池野進，松田健二，日

本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（口頭）． 
(83)Al-Mg2Si合金に対するCuとAgの添加による時効析出組織への影響，松本叡，李昇原，池野進，

松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（口頭）． 

(84)T5処理を施したAl-7%Si-0.4%Mg合金の微細組織観察，牧田悠暉，土屋大樹，李昇原，才川清二，

池野進，松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（口頭）． 

(85)HPT加工後423Kで時効処理を施したAl-2.5mass%Li(-2.0mass%Cu)(-2.0mass%Mg)合金の組織

観察，灰塚裕平，土屋大樹，李昇原，松田健二，才川清二，廣澤渉一，堀田善治，池野進，日本

金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（口頭）． 

(86)高Zn濃度Al-Zn-Mg(-Cu)合金における析出組織のTEM観察，安元透，李昇原，松田健二，西川

知志，柴田果林，吉田朋夫，村上哲，池野進，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19

日-21日，習志野（口頭）． 

(87)HRTEM tracking of microstructure evolution in hydrogen charged and aged Al-Zn-Mg-(Cu) 
alloys，Bendo Artenis，有田竜馬，李昇原，松田健二，西村克彦，布村紀男，戸田裕之，平山恭

介，清水一行，高紅叶，池野進，山口正剛，海老原健一，板倉充洋，都留智仁，日本金属学会第

162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（口頭）． 

(88)放電加工による水素チャージを施したAl-7.8mass%Zn-1.6mass%Mg合金の時効硬化挙動，有田

竜馬，Artenis Bendo，李昇原，松田健二，西村克彦，布村紀男，池野進，戸田裕之，平山恭介，

清水一行，高紅叶，山口正剛，海老原健一，板倉充洋，都留智仁，池野進，日本金属学会第162回

春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスター）． 

(89)6000系アルミニウム合金の時効析出組織に対する２段時効処理の影響，黒田泰孝，李昇原，池野

進，松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスター）． 

(90)473KにおけるMg-Zn合金の時効析出組織観察，前田朋克，平木智也，李昇原，池野進，松田健

二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスター）． 

(91)圧延を施したAl-1.0mass%Mg2Si-0.18mol%Cu-0.18mol%Ag合金の組織観察，谷津倉克弥，灰塚

裕平，李昇原，池野進，松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，

習志野（ポスター）． 

(92)異なる均質化条件のAl-Mg-Si合金における時効析出挙動，梅澤崇良，松本叡，李昇原，池野進，

松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスター）． 

(93)Al-1.0mass%Mg2Ge合金へのAg添加の影響，梅村周佑，片岡朋哉，土屋大樹，李昇原，池野進，

松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスター）． 



自然-73 

(94)Ag, Cu, Cr, Siを添加したAl-1.0mass%Mg2Ge合金の機械的性質と組織観察，片岡朋哉，李昇原，

池野進，松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスタ

ー）． 

(95)時効処理を施したAl-Mg-Ge(-Cu)合金の析出物観察，佐藤達也，土屋大樹，李昇原，池野進，松

田健二，Sigurd Wenner，Calin D. Marioara，Randi Holmestad，池野進，日本金属学会第162

回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野（ポスター）． 

(96)Cu/Mg比を変化させたAl-Cu-Mg合金の時効硬化に及ぼす予加工の影響，松本真輝，佐藤達也，

李昇原，池野進，松田健二，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21日，習志野

（ポスター）． 

○超微細素子作製観察装置 

⑴Liquid Crystal Devices Having the V-Groove Structure by Nano-Imprint Lithography, K. 
Haruna, H. Okada, The 24th International Display Workshops, 2017/12/06-08, Sendai. 

⑵サイドエッチングする自己整合ギャップ微細構造トランジスタ，前多和詩，森本勝大，中茂樹，

岡田裕之，平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 

○配線パターン形成装置 

⑴ Light-emitting Organic Photovoltaic Devices Based on Rubrene/PTCDI-C13 Stack, M. 
Yamada, S. Naka, H. Okada, Electrochemistry, 85, pp.280-282 (2017). 

⑵Fabrication of Mold and Stamp for Micro Contact Print to Realize Flexible Liquid Crystal 
Devices, M. Kataoka, H. Okada, The 6th International Symposium on Organic and Inorganic 
Electronic Materials and Related Nanotechnologies, 2017/06/20, Fukui. 

⑶Study on Comparision of Lamination Interfaces in Organic Light-Emitting Diodes, Y. Ozawa, 
S. Naka, H. Okada, The 6th International Symposium on Organic and Inorganic Electronic 
Materials and Related Nanotechnologies, 2017/06/20, Fukui. 

⑷Optimization of Film Thickness in Organic Multi-function Diodes Based on Rubrene/PTCDI-
C13 Stack, M. Yamada, S. Naka, H. Okada, The 6th International Symposium on Organic and 
Inorganic Electronic Materials and Related Nanotechnologies, 2017/06/20, Fukui. 

⑸Organic Light-Emitting Diodes with Printed Narrow Ag Auxiliary Wire, H. Kuroda, S. Naka, 
H. Okada, H. Kitazawa, M. Okumura, T. Nishimura, The 6th International Symposium on 
Organic and Inorganic Electronic Materials and Related Nanotechnologies, 2017/06/20, 
Fukui. 

⑹Rubrene-Based Ultra-Thin Organic Light-Emitting Diodes, T. Koike, S. Naka, H. Okada, 
The 6th International Symposium on Organic and Inorganic Electronic Materials and Related 
Nanotechnologies, 2017/06/21, Fukui. 

⑺ Evaluation of Electron Injection at Oxide Electrode/Organic Layer Interface Using 
Polyethylenimine-Ethoxylated as Electron Injector, T. Yoshida, S. Naka, H. Okada, The 6th 
International Symposium on Organic and Inorganic Electronic Materials and Related 
Nanotechnologies, 2017/06/21, Fukui. 

⑻ Investigation of Photovoltaic Performance of Perovskite Solar Cells with α-NPD and 
Electron-Beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, M. F. Hossain, H. Okada, S. Naka, The 24th 
International Workshop on Active-Matrix Flatpanel Displays and Devices, 2017/07/06, Kyoto. 

⑼Perovskite Solar Cells with E-beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, MD F. Hossain, S. Naka, 
H. Okada，第78回応用物理学会秋季学術講演会，2017年９月５日，博多． 

⑽Effect of Substrate Temperature on Structural, Optical and Surface Morphological properties 
of E-beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, MD F. Hossain, S. Naka, H. Okada，第78回応用

物理学会秋季学術講演会，2017年９月８日，博多． 



自然-74 

⑾Temperature Dependence of Transport Properties in dinaphtho[2,3-b:2’,3’-d] thiophene Thin-
Film Transistors with MoO3/Au Electrodes, S. Shaari, S. Naka, H. Okada, 2017 International 
Conference on Solid State Devices and Materials, 2017/09/20, Sendai. 

⑿Studies on correlation of surface and electrical properties in pentacene and thienoacene-based 
organic thin film transistors, S. Shaari, S. Naka, H. Okada, 2017 International Conference on 
Solid State Devices and Materials, 2017/09/20, Sendai. 

⒀Fabrication of ZnO Nanostructured Electrode on Seedless Substrate, M.F. Hossain, H. Okada, 
S. Naka, The 12th IEEE Nanotechnology Materials and Devices Conference, 2017/10/02-04, 
Singapore. 

⒁Liquid Crystal Devices Having the V-Groove Structure by Nano-Imprint Lithography, K. 
Haruna, H. Okada, The 24th International Display Workshops, 2017/12/06-08, Sendai. 

⒂サイドエッチングする自己整合ギャップ微細構造トランジスタ，前多和詩，森本勝大，中茂樹，

岡田裕之，平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 

⒃Polyethyleneimine-ethoxylated電子取出層を持つラミネート有機太陽電池の作製，庄田圭佑，

森本勝大，中茂樹，岡田裕之，平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月

９日，金沢． 
⒄polyethyleneimine電子注入層を持つラミネート有機EL素子の研究，小沢優也，森本勝大，中茂

樹，岡田裕之，平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 
⒅フレキシブル液晶を目指したマイクロコンタクト印刷の微細電極形成，片岡雅貴，岡田裕之，平

成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 
⒆P(VDF/TrFE)薄膜を用いた有機発光ダイオードへのキャリア注入，森本勝大，中茂樹，岡田裕之，

平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 
⒇酸化物挿入した電極/有機層界面における励起子失活の膜厚依存性，小池拓夢，森本勝大，中茂

樹，岡田裕之，平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 
(21)ポリエチレンイミンを介した酸化物電極/有機層界面の注入障壁評価，吉田大志，森本勝大，中

茂樹，岡田裕之，平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 
(22)積層電極構造を持つ有機電荷転送デバイスの研究，前田隼輔，森本勝大，中茂樹，岡田裕之，平

成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 

(23)ナノインプリントリソグラフィを用いたV溝構造を有する液晶素子の基礎検討，春名皓太，岡田

裕之，電子情報通信学会・発光型/非発光型ディスプレイ合同研究会，2018年１月25日-26日，浜

松． 

(24)印刷銀補助配線を有する有機ELデバイスの作製，黒田大貴，中茂樹，岡田裕之，電子情報通信学

会・発光型/非発光型ディスプレイ合同研究会，2018年１月25日-26日，浜松． 
(25)Fabrication of Perovskite Solar Cell with Thickness-defendant TiO2 Photoelectrode，MD F. 

Hossain, S. Naka, H. Okada，第65回応用物理学会春季学術講演会，2018年３月18日，東京． 

(26)Nanostructured ZnO Photoelectrode grown on Seedless Flexible Substrate，MD F. Hossain, 
S. Naka, H. Okada，第65回応用物理学会春季学術講演会，2018年３月18日，東京． 

○デバイス評価装置 

⑴THz帯域を目指した新構造可変位相シフタ，前澤宏一，中野大輔，森雅之，石井仁，安藤浩哉，

電子情報通信学会電子デバイス研究会，2017年８月９日-10日，東京（口頭）． 

⑵A Wide-Range Variable-Frequency Resonant Tunneling Diode Oscillator Based on a Novel 
MEMS Phase Shifter, T. Yamashita, D. Nakano, M. Mori, K. Maezawa, SSDM 2017, 
2017/09/20, Sendai (oral). 

⑶ Al-foil-based low-loss coplanar waveguides directly bonded to sapphire substrates, K. 
Matsuura, J. Liang, K. Maezawa, N. Shigekawa, SSDM 2017, 2017/09/20, Sendai (oral). 
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⑷新規MEMS位相シフタを用いた広帯域可変周波数共鳴トンネルダイオード発振器，山下貴士，中

野大輔，森雅之，前澤宏一，第９回集積化MEMSシンポジウム，2017年10月31日-11月２日，広

島（ポスター）． 
⑸HEMTと高さ可変の空洞共振器を用いた周波数ΔΣ型マイクロフォンセンサ，島田知輝，山川雅

輝，村谷龍星，谷川彩香，前澤宏一，森雅之，平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演

会，2017年12月９日，金沢（口頭）． 
⑹共鳴トンネル発振器の安定性改善とセンサ応用，前澤宏一，電子情報通信学会電子デバイス研究

会，2017年12月18日，仙台（口頭）． 
⑺金属箔を直接接合したセラミック基板上の低損失コプレーナ線路の伝送特性評価，松浦圭汰，梁

剣波，前澤宏一，重川直輝，2018年電子情報通信学会総合大会，2018年３月20日-23日，東京（口

頭）． 

○極低温測定装置 

⑴Temperature Dependence of Transport Properties in dinaphtho[2,3-b:2’,3’-d] thiophene Thin-
Film Transistors with MoO3/Au Electrodes, S. Shaari, S. Naka, H. Okada, 2017 International 
Conference on Solid State Devices and Materials, 2017/09/20, Sendai. 

◎表面分析領域 

○電子プローブマイクロアナライザ 

⑴In-situ U-Pb zircon age dating deciphering the formation event of the omphacite growth over 
relict edenitic pargasite in omphacite-bearing jadeitite of the Itoigawa-Omi area of the Hida-
Gaien belt, central Japan, K. Kunugiza, E. Nakamura, A. Goto, K. Kobayashi, T. Ota, H. 
Miyajima, K. Yokoyama, J. Mineral. Petrol. Sci., 112, pp.256-270 (2017). 

⑵男体今市テフラとそれに伴うスコリア流堆積物を形成した爆発的噴火の推移とマグマ供給系，石

崎泰男，森田考美，鳥山光，火山，62，pp.95-116（2017）． 

⑶Magnetic biomonitoring of roadside pollution in the restricted Midagahara area of Mt. 
Tateyama, Toyama, Japan, K. Kawasaki, K. Horikawa, H. Sakai, Environ. Sci. Pollut. Res., 
24, pp.10313-10325 (2017). 

⑷Cu-Ni-Si合金の時効析出過程におけるTEM観察，後藤大範，三浦剛，李昇原，松田健二，池野

進，日本金属学会第161回秋期講演大会，2017年９月６日-８日，札幌（口頭）． 
⑸WO3/Al複合材料の作製と特性評価，中村直人，李昇原，松田健二，池野進，日本金属学会第161

回秋期講演大会，2017年９月６日-８日，札幌（ポスター）． 

⑹Cu-Sn-Zn三元系ブロンズを用いたNb3Sn超伝導線材における熱処理前後の微細組織観察，川向

大地，李昇原，池野進，松田健二，菱沼良光，谷口博康，菊池章弘，平成29年度日本金属学会・

日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
⑺時効硬化型Cu-Ni-Si合金におけるNi2Si相のTEM観察，後藤大範，李昇原，松田健二，池野進，

木曽夏輝，本吉史武，平成29年度日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会，2017年

12月２日，福井（口頭）． 
⑻時効処理を施したCu-Ni-Si合金におけるδ-Ni2SiのTEM観察，後藤大範，土屋大樹，李昇原，松

田健二，池野進，木曽夏輝，本吉史武，日本金属学会第162回春期講演大会，2018年３月19日-21

日，習志野（口頭）． 

○電界放射型走査電子顕微鏡 

⑴Applicability of InertSep ME-2 to Solid-Phase Extraction of Trace Elements, S. Kagaya, Y. 
Aoki, Y. Saeki, T. Goto, M. Ohki, I. Obata, M. Saito, R. Shirota, M. Gemmei-Ide, Bull. Soc. 
Sea Water Sci. Jpn., 71, pp.282-290 (2017). 
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⑵A facile ethanol fuel synthesis from dimethyl ether and syngas over tandem combination of 
Cu-doped HZSM35 with Cu-Zn-Al catalyst, Q. Wei, G. Yang, X. Gao, L. Tan, P. Ai, P. Zhang, 
P. Lu, Y. Yoneyama, N. Tsubaki, Chem. Eng. J., 316, pp.832-841 (2017). 

⑶Carbon nanofibers decorated SiC foam monoliths as the support of anti-sintering Ni catalyst 
for methane dry reforming, X. Gao, G. Liu, Q. Wei, G. Yang, M. Masaki, X. Peng, R. Yang, N. 
Tsubaki, Int. J. Hydrog. Energy, 42, pp.16547-16556 (2017). 

⑷Synergistic effect of boron-doped carbon nanotubes supported Cu catalyst for selective 
hydrogenation of dimethyl oxalate to ethanol, P. Ai, M. Tan, N. Yamane, G. Liu, R. Fan, G. 
Yang, Y. Yoneyama, R. Yang, N. Tsubaki, Chem. Eur. J., 23, pp.8252-8261 (2017). 

⑸Design of an Autoreduced Copper in Carbon Nanotube Catalyst to Realize the Precisely 
Selective Hydrogenation of Dimethyl Oxalate, P. Ai, M. Tan, Y. Ishikuro, Y. Hosoi, G. Yang, Y. 
Yoneyama, N. Tsubaki, ChemCatChem, 6, pp.1067-1075 (2017). 

⑹金属吸着繊維，その製法及び金属吸着法，日本フイルコン株式会社，富山大学，加藤敏文，加賀

谷重浩，小谷田藍，齊藤満，納富孝幸，公開特許公報特願2017-194630，登録日2017年10月４日． 
⑺有機溶液中パラジウムの含水アミン型樹脂による回収，小幡一誠，宇田貴尋，源明誠，井上嘉則，

加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都（ポスター）． 
⑻カルボキシメチル化ポリエチレンイミン型キレート樹脂を用いた微量元素の高速固相抽出分離

に及ぼす基材樹脂の多孔性の影響，加賀谷重浩，前優也，源明誠，井上嘉則，日本分析化学会第

77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都（ポスター）． 
⑼Fabrication of Mold and Stamp for Micro Contact Print to Realize Flexible Liquid Crystal 

Devices, M. Kataoka, H. Okada, The 6th International Symposium on Organic and Inorganic 
Electronic Materials and Related Nanotechnologies, 2017/06/20, Fukui. 

⑽ Investigation of Photovoltaic Performance of Perovskite Solar Cells with α-NPD and 
Electron-Beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, M. F. Hossain, H. Okada, S. Naka, The 24th 
International Workshop on Active-Matrix Flatpanel Displays and Devices, 2017/07/06, Kyoto. 

⑾Perovskite Solar Cells with E-beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, MD F. Hossain, S. Naka, 
H. Okada，第78回応用物理学会秋季学術講演会，2017年９月５日，博多． 

⑿Effect of Substrate Temperature on Structural, Optical and Surface Morphological properties 
of E-beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, MD F. Hossain, S. Naka, H. Okada，第78回応用

物理学会秋季学術講演会，2017年９月８日，博多． 
⒀修飾ポリエチレンイミン型含水樹脂を用いたキシレン溶液からのパラジウム回収，小幡一誠，宇

田貴尋，源明誠，井上嘉則，加賀谷重浩，日本分析化学会第66年会，2017年９月９日-12日，東京

（ポスター）． 
⒁Fabrication of ZnO Nanostructured Electrode on Seedless Substrate, M.F. Hossain, H. Okada, 

S. Naka, The 12th IEEE Nanotechnology Materials and Devices Conference, 2017/10/02-04, 
Singapore. 

⒂サイドエッチングする自己整合ギャップ微細構造トランジスタ，前多和詩，森本勝大，中茂樹，

岡田裕之，平成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 

⒃フレキシブル液晶を目指したマイクロコンタクト印刷の微細電極形成，片岡雅貴，岡田裕之，平

成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 
⒄積層電極構造を持つ有機電荷転送デバイスの研究，前田隼輔，森本勝大，中茂樹，岡田裕之，平

成29年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会，2017年12月９日，金沢． 
⒅Liquid Crystal Devices Having the V-Groove Structure by Nano-Imprint Lithography, K. 

Haruna, H. Okada, The 24th International Display Workshops, 2017/12/06-08, Sendai. 
⒆ナノインプリントリソグラフィを用いたV溝構造を有する液晶素子の基礎検討，春名皓太，岡田

裕之，電子情報通信学会・発光型/非発光型ディスプレイ合同研究会，2018年１月25日-26日，浜

松． 
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⒇Fabrication of Perovskite Solar Cell with Thickness-defendant TiO2 Photoelectrode，MD F. 
Hossain, S. Naka, H. Okada，第65回応用物理学会春季学術講演会，2018年３月18日，東京． 

(21)Nanostructured ZnO Photoelectrode grown on Seedless Flexible Substrate，MD F. Hossain, 
S. Naka, H. Okada，第65回応用物理学会春季学術講演会，2018年３月18日，東京． 

○低真空電子顕微鏡 

⑴Applicability of InertSep ME-2 to Solid-Phase Extraction of Trace Elements, S. Kagaya, Y. 
Aoki, Y. Saeki, T. Goto, M. Ohki, I. Obata, M. Saito, R. Shirota, M. Gemmei-Ide, Bull. Soc. 
Sea Water Sci. Jpn., 71, pp.282-290 (2017). 

⑵Improvement of Chromium(VI) Extraction from Acidic Solutions Using a Poly(vinyl chloride)-
based Polymer Inclusion Membrane with Aliquat 336 as the Carrier, S. Kagaya, T. Maeno, K. 
Ito, M. Gemmei-Ide, R.W. Cattrall, S.D. Kolev, Anal. Sci., 33, pp.643-646 (2017). 

⑶金属吸着繊維，その製法及び金属吸着法，日本フイルコン株式会社，富山大学，加藤敏文，加賀

谷重浩，小谷田藍，齊藤満，納富孝幸，公開特許公報特願2017-194630，登録日2017年10月４日． 
⑷有機溶液中パラジウムの含水アミン型樹脂による回収，小幡一誠，宇田貴尋，源明誠，井上嘉則，

加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都（ポスター）． 
⑸カルボキシメチル化ポリエチレンイミン型キレート樹脂を用いた微量元素の高速固相抽出分離

に及ぼす基材樹脂の多孔性の影響，加賀谷重浩，前優也，源明誠，井上嘉則，日本分析化学会第

77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都（ポスター）． 
⑹表面開始原子移動ラジカル重合により調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原

豊，源明誠，加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都

（ポスター）． 

⑺Polymer Inclusion Membraneコーティングカラム導入フローインジェクション分析による亜鉛

(Ⅱ)の分離定量：実試料分析への応用，樋田築，南千香子，大嶋卓巳，源明誠，加賀谷重浩，Robert 
W. Cattrall，Spas D. Kolev，日本分析化学会第66年会，2017年９月９日-12日，東京（ポスター）． 

⑻修飾ポリエチレンイミン型含水樹脂を用いたキシレン溶液からのパラジウム回収，小幡一誠，宇

田貴尋，源明誠，井上嘉則，加賀谷重浩，日本分析化学会第66年会，2017年９月９日-12日，東京

（ポスター）． 

⑼SI-ATRPにより調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原豊，源明誠，加賀谷重

浩，平成29年度高分子学会北陸支部研究発表会，2017年11月18日-19日，新潟（ポスター）． 

⑽円周き裂付き丸棒のひずみ拘束に依存した破壊の解析－き裂周りのHRR応力場と破壊の関係－，

盧亜飛，笠場孝一，森下慎一朗，日本機械学会北陸信越支部第55期総会・講演会，2018年３月３

日，福井（口頭）． 

○接触角測定装置 

⑴Fabrication of Mold and Stamp for Micro Contact Print to Realize Flexible Liquid Crystal 
Devices, M. Kataoka, H. Okada, The 6th International Symposium on Organic and Inorganic 
Electronic Materials and Related Nanotechnologies, 2017/06/20, Fukui. 

○Ｘ線光電子分光分析装置 

⑴A hollow Mo/HZSM-5 zeolite capsule catalyst: preparation and enhanced catalytic properties 
in methane dehydroaromatization, P. Zhu, G. Yang, J. Sun, R. Fan, P. Zhang, Y. Yoneyama, N. 
Tsubaki, J. Mater. Chem. A Mater., 5, pp.8599-8607 (2017). 

⑵Building premium secondary reaction field with a miniaturized capsule catalyst to realize 
efficient synthesis of a liquid fuel directly from syngas, N. Yamane, Y. Wang, J. Li, Y. He, P. 
Zhang, L. Nguyen, L. Tan, P. Ai, X. Peng, Y. Wang, G. Yang, N. Tsubaki, Catal. Sci. Technol., 
7, pp.1996-2000 (2017). 
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⑶Catalytic cracking of 4-(1-naphthylmethyl)bibenzyl in sub- and supercritical water, L. Tan, 
O. Erdenebaatar, G. Liu, N. Yamane, P. Ai, A. Otani, Y. Yoneyama, G. Yang, N. Tsubaki, Fuel 
Process. Technol., 160, pp.34-38 (2017). 

⑷ Preparation and application of Cu/ZnO catalyst by urea hydrolysis method for low-
temperature methanol synthesis from syngas, R. Fan, M. Kyodo, L.Tan, X. Peng, G. Yang, Y. 
Yoneyama, R. Yang, Q. Zhang, N. Tsubaki, Fuel Process. Technol., 167, pp.69-77 (2017). 

⑸Design of an Autoreduced Copper in Carbon Nanotube Catalyst to Realize the Precisely 
Selective Hydrogenation of Dimethyl Oxalate, P. Ai, M. Tan, Y. Ishikuro, Y. Hosoi, G. Yang, Y. 
Yoneyama, N. Tsubaki, ChemCatChem, 6, pp.1067-1075 (2017). 

⑹Selectively Converting Biomass to Jet fuel in Large-scale Apparatus, J. Li, J. Sun, R. Fan, Y. 
Yoneyama, G. Yang, N. Tsubaki, ChemCatChem, 9, pp.2668-2674 (2017). 

⑺A facile ethanol fuel synthesis from dimethyl ether and syngas over tandem combination of 
Cu-doped HZSM35 with Cu-Zn-Al catalyst, Q. Wei, G. Yang, X. Gao, L. Tan, P. Ai, P. Zhang, 
P. Lu, Y. Yoneyama, N. Tsubaki, Chem. Eng. J., 316, pp.832-841 (2017). 

⑻Carbon nanofibers decorated SiC foam monoliths as the support of anti-sintering Ni catalyst 
for methane dry reforming, X. Gao, G. Liu, Q. Wei, G. Yang, M. Masaki, X. Peng, R. Yang, N. 
Tsubaki, Int. J. Hydrog. Energy, 42, pp.16547-16556 (2017). 

⑼Synergistic effect of boron-doped carbon nanotubes supported Cu catalyst for selective 
hydrogenation of dimethyl oxalate to ethanol, P. Ai, M. Tan, N. Yamane, G. Liu, R. Fan, G. 
Yang, Y. Yoneyama, R. Yang, N. Tsubaki, Chem. Eur. J., 23, pp.8252-8261 (2017). 

⑽表面開始原子移動ラジカル重合により調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原

豊，源明誠，加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都

（ポスター）． 

⑾ Investigation of Photovoltaic Performance of Perovskite Solar Cells with α-NPD and 
Electron-Beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, M. F. Hossain, H. Okada, S. Naka, The 24th 
International Workshop on Active-Matrix Flatpanel Displays and Devices, 2017/07/06, Kyoto. 

⑿Perovskite Solar Cells with E-beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, MD F. Hossain, S. Naka, 
H. Okada，第78回応用物理学会秋季学術講演会，2017年９月５日，博多． 

⒀Effect of Substrate Temperature on Structural, Optical and Surface Morphological properties 
of E-beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, MD F. Hossain, S. Naka, H. Okada，第78回応用

物理学会秋季学術講演会，2017年９月８日，博多． 
⒁SI-ATRPにより調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原豊，源明誠，加賀谷重

浩，平成29年度高分子学会北陸支部研究発表会，2017年11月18日-19日，新潟（ポスター）． 

⒂Fabrication of ZnO Nanostructured Electrode on Seedless Substrate, M.F. Hossain, H. Okada, 
S. Naka, The 12th IEEE Nanotechnology Materials and Devices Conference, 2017/10/02-04, 
Singapore. 

⒃Fabrication of Perovskite Solar Cell with Thickness-defendant TiO2 Photoelectrode，MD F. 
Hossain, S. Naka, H. Okada，第65回応用物理学会春季学術講演会，2018年３月18日，東京． 

⒄Nanostructured ZnO Photoelectrode grown on Seedless Flexible Substrate，MD F. Hossain, 
S. Naka, H. Okada，第65回応用物理学会春季学術講演会，2018年３月18日，東京． 

○デジタルカメラ付き倒立形顕微鏡 

⑴男体今市テフラとそれに伴うスコリア流堆積物を形成した爆発的噴火の推移とマグマ供給系，石

崎泰男，森田考美，鳥山光，火山，62，pp.95-116（2017）． 
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◎分子構造解析領域 

○全自動元素分析装置（vario MICRO-cube） 

⑴Total Synthesis of Oenothein C, H. Abe, D. Ogura, Y. Horino, Heterocycles, 95, pp.131-136 
(2017). 

⑵ビアリールカップリング反応を利用する天然物合成，阿部仁，有機合成化学協会誌，75，pp.850-
863（2017）． 

⑶Improved Synthesis of Nigricanin, H. Abe, T. Nagai, H. Imai, Y. Horino, Chem. Pharm. Bull., 
65, pp.1078-1080 (2017). 

○全自動元素分析装置（vario EL） 

⑴Applicability of InertSep ME-2 to Solid-Phase Extraction of Trace Elements, S. Kagaya, Y. 
Aoki, Y. Saeki, T. Goto, M. Ohki, I. Obata, M. Saito, R. Shirota, M. Gemmei-Ide, Bull. Soc. 
Sea Water Sci. Jpn., 71, pp.282-290 (2017). 

⑵金属吸着繊維，その製法及び金属吸着法，日本フイルコン株式会社，富山大学，加藤敏文，加賀

谷重浩，小谷田藍，齊藤満，納富孝幸，公開特許公報特願2017-194630，登録日2017年10月４日． 
⑶有機溶液中パラジウムの含水アミン型樹脂による回収，小幡一誠，宇田貴尋，源明誠，井上嘉則，

加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都（ポスター）． 
⑷カルボキシメチル化ポリエチレンイミン型キレート樹脂を用いた微量元素の高速固相抽出分離

に及ぼす基材樹脂の多孔性の影響，加賀谷重浩，前優也，源明誠，井上嘉則，日本分析化学会第

77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都（ポスター）． 
⑸表面開始原子移動ラジカル重合により調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原

豊，源明誠，加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都

（ポスター）． 

⑹修飾ポリエチレンイミン型含水樹脂を用いたキシレン溶液からのパラジウム回収，小幡一誠，宇

田貴尋，源明誠，井上嘉則，加賀谷重浩，日本分析化学会第66年会，2017年９月９日-12日，東京

（ポスター）． 

⑺SI-ATRPにより調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原豊，源明誠，加賀谷重

浩，平成29年度高分子学会北陸支部研究発表会，2017年11月18日-19日，新潟（ポスター）． 

○単結晶Ｘ線構造解析装置 

⑴Binary Amorphous Solids Consisting of 2,4,6-Triarylphenoxyl Radicals and their Dimers, N. 
Hayashi, T. Ueno, N. Okamoto, T. Mori, N. Sasaki, T. Kamoto, J. Yoshino, H. Higuchi, H. 
Uekusa, H. Tukada, Tetrahedron Lett., 58, pp.2547-2550 (2017). 

○超伝導核磁気共鳴装置（500MHz） 

⑴Total Synthesis of Oenothein C, H. Abe, D. Ogura, Y. Horino, Heterocycles, 95, pp.131-136 
(2017). 

⑵ビアリールカップリング反応を利用する天然物合成，阿部仁，有機合成化学協会誌，75，pp.850-
863（2017）． 

⑶Improved Synthesis of Nigricanin, H. Abe, T. Nagai, H. Imai, Y. Horino, Chem. Pharm. Bull., 
65, pp.1078-1080 (2017). 

⑷ Controllable Stereoselective Synthesis of (Z)- and (E)-Homoallylic Alcohols Using a 
Palladium-Catalyzed Three-Component Reaction, Y. Horino, M. Sugata, H. Abe, Org. Lett., 
19, pp.5968-5971 (2017). 

⑸Palladium-Catalyzed Diastereoselective Synthesis of Homoaldol Equivalent Products, Y. 
Horino, M. Sugata, T. Sugita, A. Aimono, H. Abe, Tetrahedron Lett., 57, pp.3561-3564 (2017). 
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⑹ Strategy for designing selective α-L-rhamnosidase inhibitors: Synthesis and biological 
evaluation of DMDP cyclic isothioureas, S. Miyawaki, Y. Hirokami, K. Kinami, M. Hoshino, 
D. Minehira, D. Miyamoto, R.J. Nash, G.W.J. Fleet, I. Adachi, N. Toyooka, A. Kato, Bioorg. 
Med. Chem., 25, pp.107-115 (2017). 

⑺Evaluation of compound selectivity of aldo-keto reductases using differential scanning 
fluorimetry, A. Kabir, S. Endo, N. Toyooka, M. Fukuoka, K. Kuwata, Y.O. Kamatari, J. 
Biochem., 161, pp.215-222 (2017). 

⑻(4Z,15Z)-Octadecadienoic Acid Inhibits Glycogen Synthase Kinase-3β and Glucose Production 
in H4IIE Cells, J. Yoshida, S. Uesugi, T. Kawamura, K. Kimura, D. Hu, S. Xia, N. Toyooka, 
M. Ohnishi, H. Kawashima, Lipids, 52, pp.295-301 (2017). 

⑼Synthesis and Odor Properties of Phantolide Analogues, M. Kawasaki, S. Kuroyanagi, T. Ito, 
H. Morita, Y. Tanaka, N. Toyooka, Tetrahedron, 73, pp.2089-2099 (2017). 

⑽A novel serine racemase inhibitor suppresses neuronal over-activation in vivo, H. Mori, R. 
Wada, S. Takahara, Y. Horino, H. Izumi, T. Ishimoto, T. Yoshida, M. Mizuguchi, T. Obita, H. 
Gouda, S. Hirono, N. Toyooka, Bioorg. Med. Chem., 25, pp.3736-3745 (2017). 

⑾Synthesis of Potent and Selective Inhibitors of Aldo-Keto Reductase 1B10 and Their Efficacy 
against Proliferation, Metastasis and Cisplatin Resistance of Lung Cancer Cells, S. Endo, S. 
Xia, M. Suyama, Y. Morikawa, H. Oguri, D. Hu, Y. Ao, S. Takahara, Y. Horino, Y. Hayakawa, 
Y. Watanabe, H. Gouda, A. Hara, K. Kuwata, N. Toyooka, T. Matsunaga, A. Ikari, J. Med. 
Chem., 60, pp.8441-8455 (2017). 

⑿Controllable Stereoselective Synthesis of Homoallylic Alcohols by a Palladium-Catalyzed 
Three-Component Reaction of 3- (Pinacolatoboryl)allyl Benzoates, Aldehydes, and Aryl 
Stannanes, Y. Horino, M. Yoshikazu, I. Mutsuura, M. Sugata H. Abe, 19th IUPAC 
International Symposium on Organometallic Chemistry Directed Towards Organic Synthesis 
(OMCOS 19), 2017/06/25-29, Jeju Island, Korea (poster). 

⒀パラジウム触媒を用いた三成分連結反応によるホモアリルアルコールの立体選択的合成，陸浦至，

菅田美樹，堀野良和，阿部仁，平成29年度有機合成化学北陸セミナー，2017年10月６日-７日，福

井（ポスター）． 

⒁Controllable Stereoselective Synthesis of Homoallylic Alcohols by a Palladium-Catalyzed 
Three-Component Reaction of 3- Pinacolatoboryl Allyl Benzoates, Aldehydes, and Aryl 
Stannanes, Y. Horino, M. Sugata, I. Mutsuura H. Abe，第64回有機金属化学討論会，2017年９

月７日，仙台（ポスター）． 

⒂パラジウム触媒を用いた三成分連結反応によるホモアリルアルコールの立体選択的合成，陸浦至，

菅田美樹，堀野良和，阿部仁，第61回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会(TEAC2017)，
2017年９月９日-11日，金沢（口頭）． 

⒃パラジウム触媒を用いたホモアルドール等価体の立体選択的合成，杉田哲，菅田美樹，四十物中，

堀野良和，阿部仁，第61回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会(TEAC2017)，2017年

９月９日-11日，金沢（口頭）． 

⒄パラジウム触媒を用いた三成分連結反応によるホモアリルアルコールの立体選択的合成，堀野良

和，陸浦至，菅田美樹，阿部仁，第34回有機合成化学セミナー，2017年９月12日-14日，金沢（ポ

スター）． 

⒅ Pd-Catalyzed Allylation of Aldehydes with Silyl-Substituted Allyl Acetates Proceeding 
through a Migration of an Aryl Group of Triarylsilyl Group, T. Sugita, Y. Horino, H. Abe，第

３回超分子による革新的マテリアル開発の拠点形成国際シンポジウム，2017年10月16日-17日，

金沢（ポスター）． 

⒆ Controllable Stereoselective Synthesis of (Z)- and (E)-Homoallylic Alcohols using a 
Palladium-Catalyzed Three-Component Reaction, I. Mutsuura, M. Sugata, Y. Horino, H. Abe，
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第３回超分子による革新的マテリアル開発の拠点形成国際シンポジウム，2017年10月16日-17日，

金沢（ポスター）． 

⒇パラジウム触媒を用いたビニルケイ素の異性化およびケイ素上の置換基の転位を伴うアリル化

反応，杉田哲，堀野良和，阿部仁，日本化学会近畿支部平成29年度北陸地区講演会と研究発表会，

2017年12月１日，能美（ポスター）． 

(21)Pd-Catalyzed Allylation of Aldehydes with Silyl-Substituted Allyl Acetates Proceeding 
through a Migration of Substituents on Silyl Group, Y. Horino, I. Mutsuura, H. Abe，日本化

学会第98春季年会（2018），2018年３月20日-23日，船橋（ポスター）． 
(22)Stereoselective Synthesis of δ-Silyl-Substituted anti-Homoallylic alcohols Using Palladium-

Catalyzed Three-Component Reaction, M. Murakami, Y. Horino, H. Abe，日本化学会第98春季

年会（2018），2018年３月20日-23日，船橋（ポスター）． 

○超伝導核磁気共鳴装置（400MHz） 

⑴Total Synthesis of Oenothein C, H. Abe, D. Ogura, Y. Horino, Heterocycles, 95, pp.131-136 
(2017). 

⑵ビアリールカップリング反応を利用する天然物合成，阿部仁，有機合成化学協会誌，75，pp.850-
863（2017）． 

⑶Improved Synthesis of Nigricanin, H. Abe, T. Nagai, H. Imai, Y. Horino, Chem. Pharm. Bull., 
65, pp.1078-1080 (2017). 

⑷ Controllable Stereoselective Synthesis of (Z)- and (E)-Homoallylic Alcohols Using a 
Palladium-Catalyzed Three-Component Reaction, Y. Horino, M. Sugata, H. Abe, Org. Lett., 
19, pp.5968-5971 (2017). 

⑸Palladium-Catalyzed Diastereoselective Synthesis of Homoaldol Equivalent Products, Y. 
Horino, M. Sugata, T. Sugita, A. Aimono, H. Abe, Tetrahedron Lett., 57, pp.3561-3564 (2017). 

⑹ Strategy for designing selective α-L-rhamnosidase inhibitors: Synthesis and biological 
evaluation of DMDP cyclic isothioureas, S. Miyawaki, Y. Hirokami, K. Kinami, M. Hoshino, 
D. Minehira, D. Miyamoto, R.J. Nash, G.W.J. Fleet, I. Adachi, N. Toyooka, A. Kato, Bioorg. 
Med. Chem., 25, pp.107-115 (2017). 

⑺Evaluation of compound selectivity of aldo-keto reductases using differential scanning 
fluorimetry, A. Kabir, S. Endo, N. Toyooka, M. Fukuoka, K. Kuwata, Y.O. Kamatari, J. 
Biochem., 161, pp.215-222 (2017). 

⑻(4Z,15Z)-Octadecadienoic Acid Inhibits Glycogen Synthase Kinase-3β and Glucose Production 
in H4IIE Cells, J. Yoshida, S. Uesugi, T. Kawamura, K. Kimura, D. Hu, S. Xia, N. Toyooka, 
M. Ohnishi, H. Kawashima, Lipids, 52, pp.295-301 (2017). 

⑼Synthesis and Odor Properties of Phantolide Analogues, M. Kawasaki, S. Kuroyanagi, T. Ito, 
H. Morita, Y. Tanaka, N. Toyooka, Tetrahedron, 73, pp.2089-2099 (2017). 

⑽A novel serine racemase inhibitor suppresses neuronal over-activation in vivo, H. Mori, R. 
Wada, S. Takahara, Y. Horino, H. Izumi, T. Ishimoto, T. Yoshida, M. Mizuguchi, T. Obita, H. 
Gouda, S. Hirono, N. Toyooka, Bioorg. Med. Chem., 25, pp.3736-3745 (2017). 

⑾Synthesis of Potent and Selective Inhibitors of Aldo-Keto Reductase 1B10 and Their Efficacy 
against Proliferation, Metastasis and Cisplatin Resistance of Lung Cancer Cells, S. Endo, S. 
Xia, M. Suyama, Y. Morikawa, H. Oguri, D. Hu, Y. Ao, S. Takahara, Y. Horino, Y. Hayakawa, 
Y. Watanabe, H. Gouda, A. Hara, K. Kuwata, N. Toyooka, T. Matsunaga, A. Ikari, J. Med. 
Chem., 60, pp.8441-8455 (2017). 

⑿表面開始原子移動ラジカル重合により調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原

豊，源明誠，加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都

（ポスター）． 
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⒀Controllable Stereoselective Synthesis of Homoallylic Alcohols by a Palladium-Catalyzed 
Three-Component Reaction of 3- (Pinacolatoboryl)allyl Benzoates, Aldehydes, and Aryl 
Stannanes, Y. Horino, M. Yoshikazu, I. Mutsuura, M. Sugata H. Abe, 19th IUPAC 
International Symposium on Organometallic Chemistry Directed Towards Organic Synthesis 
(OMCOS 19), 2017/06/25-29, Jeju Island, Korea (poster). 

⒁パラジウム触媒を用いた三成分連結反応によるホモアリルアルコールの立体選択的合成，陸浦至，

菅田美樹，堀野良和，阿部仁，平成29年度有機合成化学北陸セミナー，2017年10月６日-７日，福

井（ポスター）． 

⒂Controllable Stereoselective Synthesis of Homoallylic Alcohols by a Palladium-Catalyzed 
Three-Component Reaction of 3- Pinacolatoboryl Allyl Benzoates, Aldehydes, and Aryl 
Stannanes, Y. Horino, M. Sugata, I. Mutsuura H. Abe，第64回有機金属化学討論会，2017年９

月７日，仙台（ポスター）． 

⒃パラジウム触媒を用いた三成分連結反応によるホモアリルアルコールの立体選択的合成，陸浦至，

菅田美樹，堀野良和，阿部仁，第61回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会(TEAC2017)，
2017年９月９日-11日，金沢（口頭）． 

⒄パラジウム触媒を用いたホモアルドール等価体の立体選択的合成，杉田哲，菅田美樹，四十物中，

堀野良和，阿部仁，第61回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会(TEAC2017)，2017年

９月９日-11日，金沢（口頭）． 

⒅パラジウム触媒を用いた三成分連結反応によるホモアリルアルコールの立体選択的合成，堀野良

和，陸浦至，菅田美樹，阿部仁，第34回有機合成化学セミナー，2017年９月12日-14日，金沢（ポ

スター）． 

⒆SI-ATRPにより調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原豊，源明誠，加賀谷重

浩，平成29年度高分子学会北陸支部研究発表会，2017年11月18日-19日，新潟（ポスター）． 

⒇ Pd-Catalyzed Allylation of Aldehydes with Silyl-Substituted Allyl Acetates Proceeding 
through a Migration of an Aryl Group of Triarylsilyl Group, T. Sugita, Y. Horino, H. Abe，第

３回超分子による革新的マテリアル開発の拠点形成国際シンポジウム，2017年10月16日-17日，

金沢（ポスター）． 

(21)Controllable Stereoselective Synthesis of (Z)- and (E)-Homoallylic Alcohols using a 
Palladium-Catalyzed Three-Component Reaction, I. Mutsuura, M. Sugata, Y. Horino, H. Abe，
第３回超分子による革新的マテリアル開発の拠点形成国際シンポジウム，2017年10月16日-17日，

金沢（ポスター）． 

(22)パラジウム触媒を用いたビニルケイ素の異性化およびケイ素上の置換基の転位を伴うアリル化

反応，杉田哲，堀野良和，阿部仁，日本化学会近畿支部平成29年度北陸地区講演会と研究発表会，

2017年12月１日，能美（ポスター）． 

(23)Pd-Catalyzed Allylation of Aldehydes with Silyl-Substituted Allyl Acetates Proceeding 
through a Migration of Substituents on Silyl Group, Y. Horino, I. Mutsuura, H. Abe，日本化

学会第98春季年会（2018），2018年３月20日-23日，船橋（ポスター）． 

(24)Stereoselective Synthesis of δ-Silyl-Substituted anti-Homoallylic alcohols Using Palladium-
Catalyzed Three-Component Reaction, M. Murakami, Y. Horino, H. Abe，日本化学会第98春季

年会（2018），2018年３月20日-23日，船橋（ポスター）． 

○超伝導核磁気共鳴装置（300MHz） 

⑴Binary Amorphous Solids Consisting of 2,4,6-Triarylphenoxyl Radicals and their Dimers., N. 
Hayashi, T. Ueno, N. Okamoto, T. Mori, N. Sasaki, T. Kamoto, J. Yoshino, H. Higuchi, H. 
Uekusa, H. Tukada, Tetrahedron Lett., 58, pp.2547-2550 (2017). 

⑵2,4,6-三置換フェノキシルとその２量体からなるアモルファスおよび結晶形成挙動における分子

構造の対称性の影響，周暁希，上野太摂，林直人，吉野惇郎，樋口弘行，周暁希，第７回CSJ化
学フェスタ2017，2017年10月17日-19日，東京（ポスター）． 
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○自動旋光計 

⑴Total Synthesis of Oenothein C, H. Abe, D. Ogura, Y. Horino, Heterocycles, 95, pp.131-136 
(2017). 

⑵ Strategy for designing selective α-L-rhamnosidase inhibitors: Synthesis and biological 
evaluation of DMDP cyclic isothioureas, S. Miyawaki, Y. Hirokami, K. Kinami, M. Hoshino, 
D. Minehira, D. Miyamoto, R.J. Nash, G.W.J. Fleet, I. Adachi, N. Toyooka, A. Kato, Bioorg. 
Med. Chem., 25, pp.107-115 (2017). 

⑶Synthesis and Odor Properties of Phantolide Analogues, M. Kawasaki, S. Kuroyanagi, T. Ito, 
H. Morita, Y. Tanaka, N. Toyooka, Tetrahedron, 73, pp.2089-2099 (2017). 

○高分解能質量分析装置 

⑴Total Synthesis of Oenothein C, H. Abe, D. Ogura, Y. Horino, Heterocycles, 95, pp.131-136 
(2017). 

⑵ビアリールカップリング反応を利用する天然物合成，阿部仁，有機合成化学協会誌，75，pp.850-
863（2017）． 

⑶Improved Synthesis of Nigricanin, H. Abe, T. Nagai, H. Imai, Y. Horino, Chem. Pharm. Bull., 
65, pp.1078-1080 (2017). 

⑷ Strategy for designing selective α-L-rhamnosidase inhibitors: Synthesis and biological 
evaluation of DMDP cyclic isothioureas, S. Miyawaki, Y. Hirokami, K. Kinami, M. Hoshino, 
D. Minehira, D. Miyamoto, R.J. Nash, G.W.J. Fleet, I. Adachi, N. Toyooka, A. Kato, Bioorg. 
Med. Chem., 25, pp.107-115 (2017). 

⑸Evaluation of compound selectivity of aldo-keto reductases using differential scanning 
fluorimetry, A. Kabir, S. Endo, N. Toyooka, M. Fukuoka, K. Kuwata, Y.O. Kamatari, J. 
Biochem., 161, pp.215-222 (2017). 

⑹(4Z,15Z)-Octadecadienoic Acid Inhibits Glycogen Synthase Kinase-3β and Glucose Production 
in H4IIE Cells, J. Yoshida, S. Uesugi, T. Kawamura, K. Kimura, D. Hu, S. Xia, N. Toyooka, 
M. Ohnishi, H. Kawashima, Lipids, 52, pp.295-301 (2017). 

⑺Synthesis and Odor Properties of Phantolide Analogues, M. Kawasaki, S. Kuroyanagi, T. Ito, 
H. Morita, Y. Tanaka, N. Toyooka, Tetrahedron, 73, pp.2089-2099 (2017). 

⑻A novel serine racemase inhibitor suppresses neuronal over-activation in vivo, H. Mori, R. 
Wada, S. Takahara, Y. Horino, H. Izumi, T. Ishimoto, T. Yoshida, M. Mizuguchi, T. Obita, H. 
Gouda, S. Hirono, N. Toyooka, Bioorg. Med. Chem., 25, pp.3736-3745 (2017). 

⑼Synthesis of Potent and Selective Inhibitors of Aldo-Keto Reductase 1B10 and Their Efficacy 
against Proliferation, Metastasis and Cisplatin Resistance of Lung Cancer Cells, S. Endo, S. 
Xia, M. Suyama, Y. Morikawa, H. Oguri, D. Hu, Y. Ao, S. Takahara, Y. Horino, Y. Hayakawa, 
Y. Watanabe, H. Gouda, A. Hara, K. Kuwata, N. Toyooka, T. Matsunaga, A. Ikari, J. Med. 
Chem., 60, pp.8441-8455 (2017). 

⑽Binary Amorphous Solids Consisting of 2,4,6-Triarylphenoxyl Radicals and their Dimers., N. 
Hayashi, T. Ueno, N. Okamoto, T. Mori, N. Sasaki, T. Kamoto, J. Yoshino, H. Higuchi, H. 
Uekusa, H. Tukada, Tetrahedron Lett., 58, pp.2547-2550 (2017). 

⑾2,4,6-三置換フェノキシルとその２量体からなるアモルファスおよび結晶形成挙動における分子

構造の対称性の影響，周暁希，上野太摂，林直人，吉野惇郎，樋口弘行，周暁希，第７回CSJ化
学フェスタ2017，2017年10月17日-19日，東京（ポスター）． 
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◎生体・環境情報解析領域 

○ICP発光分析装置 

⑴Applicability of InertSep ME-2 to Solid-Phase Extraction of Trace Elements, S. Kagaya, Y. 
Aoki, Y. Saeki, T. Goto, M. Ohki, I. Obata, M. Saito, R. Shirota, M. Gemmei-Ide, Bull. Soc. 
Sea Water Sci. Jpn., 71, pp.282-290 (2017). 

⑵Improvement of Chromium(VI) Extraction from Acidic Solutions Using a Poly(vinyl chloride)-
based Polymer Inclusion Membrane with Aliquat 336 as the Carrier, S. Kagaya, T. Maeno, K. 
Ito, M. Gemmei-Ide, R.W. Cattrall, S.D. Kolev, Anal. Sci., 33, pp.643-646 (2017). 

⑶ヒ素含有水溶液の浄化方法，東ソー株式会社，富山大学，加賀谷重浩，天池夏希，服部正寛，公

開特許公報特願2017-095979，登録日2017年５月12日． 

⑷金属吸着繊維，その製法及び金属吸着法，日本フイルコン株式会社，富山大学，加藤敏文，加賀

谷重浩，小谷田藍，齊藤満，納富孝幸，公開特許公報特願2017-194630，登録日2017年10月４日． 
⑸有機溶液中パラジウムの含水アミン型樹脂による回収，小幡一誠，宇田貴尋，源明誠，井上嘉則，

加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都（ポスター）． 
⑹カルボキシメチル化ポリエチレンイミン型キレート樹脂を用いた微量元素の高速固相抽出分離

に及ぼす基材樹脂の多孔性の影響，加賀谷重浩，前優也，源明誠，井上嘉則，日本分析化学会第

77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都（ポスター）． 
⑺表面開始原子移動ラジカル重合により調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原

豊，源明誠，加賀谷重浩，日本分析化学会第77回分析化学討論会，2017年５月27日-28日，京都

（ポスター）． 

⑻地熱水中のAs(III)およびAs(V)の分別定量，加賀谷重浩，天池夏希，服部正寛，日本分析化学会

第 77 回分析化学討論会，2017年５月 27日-28日，京都（ポスター）． 

⑼Polymer Inclusion Membraneコーティングカラム導入フローインジェクション分析による亜鉛

(Ⅱ)の分離定量：実試料分析への応用，樋田築，南千香子，大嶋卓巳，源明誠，加賀谷重浩，Robert 
W. Cattrall，Spas D. Kolev，日本分析化学会第66年会，2017年９月９日-12日，東京（ポスター）． 

⑽修飾ポリエチレンイミン型含水樹脂を用いたキシレン溶液からのパラジウム回収，小幡一誠，宇

田貴尋，源明誠，井上嘉則，加賀谷重浩，日本分析化学会第66年会，2017年９月９日-12日，東京

（ポスター）． 

⑿SI-ATRPにより調製したポリアミン導入シリカゲルの元素捕捉特性，菅原豊，源明誠，加賀谷重

浩，平成29年度高分子学会北陸支部研究発表会，2017年11月18日-19日，新潟（ポスター）． 

○共焦点蛍光レーザー顕微鏡 

⑴Hypergravity of 10g changes plant growth, anatomy, chloroplast size, and photosynthesis in 
the moss Physcomitrella patens, K. Takemura, R. Watanabe, R. Kameishi, N. Sakaguchi, H. 
Kamachi, A. Kume, I. Karahara, YT. Hanba, T. Fujita, Microgravity Sci. Technol., 29, pp.467-
473 (2017). 

○高速高解像共焦点レーザー顕微鏡 

⑴A mutant HCN4 channel in a family with bradycardia, left bundle branch block, and left 
ventricular noncompaction, R. Yokoyama, K. Kinoshita, Y. Hata, M. Abe, K. Matsuoka, K. 
Hirono, M. Kano, M. Nakazawa, F. Ichida, N. Nishida, T. Tabata, Heart Vessels, 33, pp.802-
819 (2018). 

○DNAシークエンサー 

⑴Current progress in studies on parasitic disease of Akoya pearl oyster Pinctada fucata -
Focusing on the disease occurrence and new putative pathogen, A. Sakatoku, T. Fujimura, M. 
Ito, S. Takashima, T. Isshiki, Appl. Cell Biol. Jpn., 30, pp.1-16 (2017). 
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⑵Seasonal variations in bacterioplankton community structures in two small rivers in the Himi 
region of central Japan and their relationships with environmental factors, D. Tanaka, T. 
Takahashi, Y. Yamashiro, H. Tanaka, Y. Kimochi, M. Nishio, A. Sakatoku, S. Nakamura, 
World J. Microbiol. Biotechnol., 33, pp.212 (2017). 

⑶Newly isolated bacterium Tenacibaculum sp. strain Pbs-1 from diseased pearl oysters is 
associated with black-spot shell disease, A. Sakatoku, T. Fujimura, M. Ito, S. Takashima, T. 
Isshiki, Aquaculture, 493, pp.61-67 (2018). 

⑷藻類，栄養剤，栄養成分補給用組成物及び栄養成分の製造方法，富山大学，中村省吾，酒徳昭宏，

田中大祐，特願2017-227125． 

◎材料機能解析領域 

○Ｘ線解析装置 

⑴ Investigation of Photovoltaic Performance of Perovskite Solar Cells with α-NPD and 
Electron-Beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, M. F. Hossain, H. Okada, S. Naka, The 24th 
International Workshop on Active-Matrix Flatpanel Displays and Devices, 2017/07/06, Kyoto. 

⑵Perovskite Solar Cells with E-beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, MD F. Hossain, S. Naka, 
H. Okada，第78回応用物理学会秋季学術講演会，2017年９月５日，博多． 

⑶Effect of Substrate Temperature on Structural, Optical and Surface Morphological properties 
of E-beam Evaporated TiO2 Photoelectrode, MD F. Hossain, S. Naka, H. Okada，第78回応用

物理学会秋季学術講演会，2017年９月８日，博多． 
⑷Fabrication of ZnO Nanostructured Electrode on Seedless Substrate, M.F. Hossain, H. Okada, 

S. Naka, The 12th IEEE Nanotechnology Materials and Devices Conference, 2017/10/02-04, 
Singapore. 

⑸Fabrication of Perovskite Solar Cell with Thickness-defendant TiO2 Photoelectrode，MD F. 
Hossain, S. Naka, H. Okada，第65回応用物理学会春季学術講演会，2018年３月18日，東京． 

⑹Nanostructured ZnO Photoelectrode grown on Seedless Flexible Substrate，MD F. Hossain, 
S. Naka, H. Okada，第65回応用物理学会春季学術講演会，2018年３月18日，東京． 

○波長分散型蛍光Ｘ線分析装置 

⑴男体今市テフラとそれに伴うスコリア流堆積物を形成した爆発的噴火の推移とマグマ供給系，石

崎泰男，森田考美，鳥山光，火山，62，pp.95-116（2017）． 

○熱分析システム（TG-DTA） 

⑴火災に伴う土壌からの遺伝毒性の発現と多環芳香族炭化水素濃度との関係，佐澤和人，日本分析

化学会第66年会，2017年９月９日-12日，東京（口頭）． 

⑵インドネシア泥炭火災跡地における土壌有機成分の特性と多環芳香族炭化水素の分析，廣多啓輔，

日本化学会近畿支部平成29年度北陸地区講演会と研究発表会，2017年12月１日，能美（ポスター）． 

○粉末自動Ｘ線回折装置 

⑴Binary Amorphous Solids Consisting of 2,4,6-Triarylphenoxyl Radicals and their Dimers, N. 
Hayashi, T. Ueno, N. Okamoto, T. Mori, N. Sasaki, T. Kamoto, J. Yoshino, H. Higuchi, H. 
Uekusa, H. Tukada, Tetrahedron Lett., 58, pp.2547-2550 (2017). 

⑵2,4,6-三置換フェノキシルとその２量体からなるアモルファスおよび結晶形成挙動における分子

構造の対称性の影響，周暁希，上野太摂，林直人，吉野惇郎，樋口弘行，周暁希，第７回CSJ化
学フェスタ2017，2017年10月17日-19日，東京（ポスター）． 

  



自然-86 

◎物性計測領域 

○交番磁場勾配型／高温炉付試料振動型磁力計 

⑴Magnetic biomonitoring of roadside pollution in the restricted Midagahara area of Mt. 
Tateyama, Toyama, Japan, K. Kawasaki, K. Horikawa, H. Sakai, Environ. Sci. Pollut. Res., 
24, pp.10313-10325 (2017). 

⑵砺波市久泉遺跡および周辺地の大溝の探査と年代：東大寺領荘園関連遺構の研究，酒井英男，岸

田徹，泉吉紀，川﨑一雄，野原大輔，情報考古学，23，pp.16-22（2018）． 
⑶Preliminary paleomagnetic results from the manganese wad deposit at the Niimi hot springs, 

Hokkaido, K. Kawasaki, H. Suzuki, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017/05/20-25, Chiba 
(poster). 

⑷Cadmium, lead, zinc and arsenic partitioning in earth surface materials in soils from Kamegai 
mine tailing, Toyama Prefecture in Japan, G. Baasansuren, A. Akehi, K. Kawasaki, K. 
Fukushi, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017/05/20-25, Chiba (poster). 

⑸Paleomagnetic age dating of the Caravia-Berbes fluorite deposits of Asturias, Spain, K. 
Kawasaki, D.T.A. Symons, F. Tornos, F. Velasco, I. Rosales, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 
2017/05/20-25, Chiba (poster). 

⑹Preliminary environmental magnetic results of pedogenic processes in mine waste during 
plant growth, K. Kawasaki, H. Kamachi, H. Sakai, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 
2017/05/20-25, Chiba (poster). 

⑺Preliminary Roadside Magnetic Biomonitoring Results for Atmospheric Particles using 
Cryptomeria Japonica Tree Bark, K. Kawasaki, K. Fukushi, H. Sakai, Asian Conference on 
Engineering and Natural Sciences 2018, 2018/02/06-08. Osaka (oral). 

○磁気特性精密測定システム 

⑴Magnetic biomonitoring of roadside pollution in the restricted Midagahara area of Mt. 
Tateyama, Toyama, Japan, K. Kawasaki, K. Horikawa, H. Sakai, Environ. Sci. Pollut. Res., 
24, pp.10313-10325 (2017). 

⑵Spots Caused by Fine Precipitates Formed at the Early Stage of Aging in Al-Mg-X (X=Si, Ge, 
Zn)-Cu Alloys, K. Matsuda, A. Kawai, K. Watanabe, S. Lee, C.D. Marioara, S. Wenner, K. 
Nishimura, T. Matsuzaki, N. Nunomura, T. Sato, R. Holmestad, S. Ikeno, Mater. Trans., 56, 
pp.167-175 (2017). 

⑶Microstructure of Erbium Oxide Thin Film on SUS316 Substrate with Y2O3 or CeO2 Buffer 
Layers Formed by MOCVD Method, S. Lee, T. Shinkawa, K. Matsuda, M. Tanaka, Y. 
Hishinuma, K. Nishimura, T. Tanaka, T. Muroga, T. Sato, Mater. Trans., 56, pp.231-235 
(2017). 

⑷ Element specific electronic states and spin-flip-like behavior of Ce in (Ce0.2Gd0.8)Ni 
composed of heavy fermion CeNi and ferri-magnet GdNi through XMCD method, K. Yano, T. 
Okane, Y. Takeda, H. Yamagami, A. Fujimori, K. Nishimura, K. Sato, Physica B, 515, pp.118-
125 (2017). 

⑸Magnetic and transport properties of stainless steels at low temperature, K. Nishimura, T. 
Namiki, T. Ikeno, Y. Yamamoto, W.D. Hutchison, Acta Metallurgica Slovaca, 23, pp.257-263 
(2017). 

⑹第一原理計算におけるアルミニウム合金中の陽電子寿命解析，布村紀男，西村克彦，松田健二，

軽金属，67，pp.156-161（2017）． 
⑺Al-Mg-Si合金の自然時効における電気抵抗と磁化の時間変化，畠山大智，西村克彦，並木孝洋，

松田健二，布村紀男，松崎禎市郎，軽金属，67，pp.168-172（2017）． 
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⑻Preliminary paleomagnetic results from the manganese wad deposit at the Niimi hot springs, 
Hokkaido, K. Kawasaki, H. Suzuki, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017/05/20-25, Chiba 
(poster). 

⑼Paleomagnetic age dating of the Caravia-Berbes fluorite deposits of Asturias, Spain, K. 
Kawasaki, D.T.A. Symons, F. Tornos, F. Velasco, I. Rosales, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 
2017/05/20-25, Chiba (poster). 

⑽Preliminary environmental magnetic results of pedogenic processes in mine waste during 
plant growth, K. Kawasaki, H. Kamachi, H. Sakai, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 
2017/05/20-25, Chiba (poster). 

⑾Magnetic and Transport Properties of Amorphous Ce-Al Alloy, Y. Amakai, S. Murayama, N. 
Momono, H. Takano, T. Kuwai, Strongly Correlated Electron Systems 2017, 2017/07/17-21, 
Prague,Czech Republic (poster). 

⑿Preliminary Roadside Magnetic Biomonitoring Results for Atmospheric Particles using 
Cryptomeria Japonica Tree Bark, K. Kawasaki, K. Fukushi, H. Sakai, Asian Conference on 
Engineering and Natural Sciences 2018, 2018/02/06-08. Osaka (oral). 

○超伝導残留磁気磁力計 

⑴Magnetic biomonitoring of roadside pollution in the restricted Midagahara area of Mt. 
Tateyama, Toyama, Japan, K. Kawasaki, K. Horikawa, H. Sakai, Environ. Sci. Pollut. Res., 
24, pp.10313-10325 (2017). 

⑵砺波市久泉遺跡および周辺地の大溝の探査と年代：東大寺領荘園関連遺構の研究，酒井英男，岸

田徹，泉吉紀，川﨑一雄，野原大輔，情報考古学，23，pp.16-22（2018）． 
⑶Preliminary paleomagnetic results from the manganese wad deposit at the Niimi hot springs, 

Hokkaido, K. Kawasaki, H. Suzuki, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017/05/20-25, Chiba 
(poster). 

⑷Cadmium, lead, zinc and arsenic partitioning in earth surface materials in soils from Kamegai 
mine tailing, Toyama Prefecture in Japan, G. Baasansuren, A. Akehi, K. Kawasaki, K. 
Fukushi, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 2017/05/20-25, Chiba (poster). 

⑸Paleomagnetic age dating of the Caravia-Berbes fluorite deposits of Asturias, Spain, K. 
Kawasaki, D.T.A. Symons, F. Tornos, F. Velasco, I. Rosales, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 
2017/05/20-25, Chiba (poster). 

⑹Preliminary environmental magnetic results of pedogenic processes in mine waste during 
plant growth, K. Kawasaki, H. Kamachi, H. Sakai, JpGU-AGU Joint Meeting 2017, 
2017/05/20-25, Chiba (poster). 

⑺Preliminary Roadside Magnetic Biomonitoring Results for Atmospheric Particles using 
Cryptomeria Japonica Tree Bark, K. Kawasaki, K. Fukushi, H. Sakai, Asian Conference on 
Engineering and Natural Sciences 2018, 2018/02/06-08. Osaka (oral). 

○極限環境先進材料評価システム 

⑴)Extra Electron Diffraction Spots Caused by Fine Precipitates Formed at the Early Stage of 
Aging in Al-Mg-X (X=Si, Ge, Zn)-Cu Alloys, K. Matsuda, A. Kawai, K. Watanabe, S. Lee, C.D. 
Marioara, S. Wenner, K. Nishimura, T. Matsuzaki, N. Nunomura, T. Sato, R. Holmestad, and 
S. Ikeno, Mater. Trans., 56, pp.167-175 (2017). 

⑵Microstructure of Erbium Oxide Thin Film on SUS316 Substrate with Y2O3 or CeO2 Buffer 
Layers Formed by MOCVD Method, S. Lee, T. Shinkawa, K. Matsuda, M. Tanaka, Y. 
Hishinuma, K. Nishimura, T. Tanaka, T. Muroga, T. Sato, Mater. Trans., 56, pp.231-235 
(2017). 
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⑶ Element specific electronic states and spin-flip-like behavior of Ce in (Ce0.2Gd0.8)Ni 
composed of heavy fermion CeNi and ferri-magnet GdNi through XMCD method, K. Yano, T. 
Okane, Y. Takeda, H. Yamagami, A. Fujimori, K. Nishimura, K. Sato, Physica B, 515, pp.118-
125 (2017). 

⑷Magnetic and transport properties of stainless steels at low temperature, K. Nishimura, T. 
Namiki, T. Ikeno, Y. Yamamoto, W.D. Hutchison, Acta Metallurgica Slovaca, 23, pp.257-263 
(2017). 

⑸第一原理計算におけるアルミニウム合金中の陽電子寿命解析，布村紀男，西村克彦，松田健二，

軽金属，67，pp.156-161（2017）． 
⑹Al-Mg-Si合金の自然時効における電気抵抗と磁化の時間変化，畠山大智，西村克彦，並木孝洋，

松田健二，布村紀男，松崎禎市郎，軽金属，67，pp.168-172（2017）． 
⑺Magnetic and Transport Properties of Amorphous Ce-Al Alloy, Y. Amakai, S. Murayama, N. 

Momono, H. Takano, T. Kuwai, Strongly Correlated Electron Systems 2017, 2017/07/17-21, 
Prague,Czech Republic (poster). 

◎共通機器 

○磁気軸受けターボ分子ポンプ 

⑴Spectroscopy of the B(1)(υ’=3-6)-X(0+)(υ’’=0) transitions of PbO with 10-MHz precision, K. 
Enomoto, A. Fuwa, N. Hizawa, Y. Moriwaki, K. Kobayashi, J. Mol. Spectrosc., 339, pp.12-16 
(2017). 

⑵PbO分子のX(0)(v’’=0)-B(1)(v’=3-6)遷移の10MHz精度での分光，不破秋夜，樋沢奈紀沙，小林か

おり，榎本勝成，第17回分子分光研究会，2017年５月19日，京都（口頭）． 
⑶PbOのB(1)(v’=4)状態の摂動の解析，不破秋夜，岡元一晃，樋沢奈紀沙，羽田尚之，小林かおり，

榎本勝成，2017年度日本物理学会北陸支部定例学術講演会，2017年12月２日，福井（口頭）． 
⑷Spectroscopy of the B(1)-X(0+) transitions of PbO with 10-MHz precision and control of the 

translational motion with a microwave field, K. Enomoto, The 2nd Asian Workshop on 
Molecular Spectroscopy，2018/03/09，Taiwan (oral). 

10.２ 極低温量子科学施設 

○ヘリウム液化機 

⑴Spectroscopy of the B(1)(υ’=3-6)-X(0+)(υ’’=0) transitions of PbO with 10-MHz precision, K. 
Enomoto, A. Fuwa, N. Hizawa, Y. Moriwaki, K. Kobayashi, J. Mol. Spectrosc., 339, pp.12-16 
(2017). 

⑵Microwave spectroscopy of CD3SH in the ground state, K. Kobayashi, W. Nakamura, T. 
Matsushima, S. Tsunekawa, N. Ohashi, J. Mol. Spectrosc., 337, pp.32-36 (2017). 

⑶Microwave spectroscopy of HCOO13CH3 in the second methyl torsional excited state, K. 
Kobayashi, T. Kuwahara, H. Tachi, Y. Urata, S. Tsunekawa, N. Hayashi, H. Higuchi, M. 
Fujitake, N. Ohashi, J. Mol. Spectrosc., 343, pp.50-53 (2018). 

⑷Magnetic and transport properties of amorphous Ce-Al alloy., Y. Amakai, S. Murayama, N. 
Momono, H. Takano, T. Kuwai, Physica B Cndens. Matter, 536, pp.173-175 (2018). 

⑸Fabrication of Superconducting Micro Particles by Laser Ablation in Superfluid Helium, M. 
Ashida, Y. Minowa, M. Kumakura, Y. Takahashi, F. Matsushima, Y. Moriwaki, Conference 
proceedings in Conference on Lasers and Electro-Optics, Technical Digest (online), paper 
STh1J.4 (2017). 

⑹ Muon Spin Relaxation of an Al-3.4%Zn-1.9-Mg alloy, K. Nishimura, K. Matsuda, N. 
Nunomura, T. Namiki, S. Lee, D. Hatakeyama, W. Higemoto, Y. Miyake, T. Matsuzaki, G. Itoh, 
K. Ihara, H. Toda, M. Yamaguchi, JPS Conf. Proc., 21, pp.011030-1-011030-5 (2018). 
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⑺Magnetic and transport properties of stainless steels at low temperature, K. Nishimura, T. 
Namiki, T. Ikeno, Y. Yamamoto, W.D. Hutchison, Acta Metallurgica Slovaca, 23, pp.257-263 
(2017). 

⑻Magnetic anisotropy and large low field rotating magnetocaloric effect in NdGa single crystal, 
Y. Jia, T. Namiki, S. Kasai, L. Li, K.Nishimura, J. Alloys Compd., 757, pp.44-48(2018). 

⑼Property of magnetic trapping of superconducting sub-micron particles, Y. Takahashi, J. Naoi, 
K. Yamaguchi, M. Kumakura, M. Ashida, F. Matsushima, Y. Moriwaki, The 4th Optical 
Manipulation Conference 2017, 2017/04/19-21, Yokohama. 

⑽PbO分子のX(0)(v’’=0)-B(1)(v’=3-6)遷移の10MHz精度での分光，不破秋夜，樋沢奈紀沙，小林か

おり，榎本勝成，第17回分子分光研究会，2017年５月19日，京都（口頭）． 
⑾時効硬化型Al合金の初期生成物の構造，松田健二，軽金属学会第132回春期大会，2017年５月20

日-21日，名古屋． 
⑿Al-Mg-Si合金の自然時効における電気抵抗と磁化の時間変化，畠山大智，西村克彦，並木孝洋，

松田健二，布村紀男，松崎禎市郎，軽金属学会第132回春期講演大会，2017年５月20日-21日，名

古屋． 
⒀Al-Mg-Si合金におけるナノクラスタの計算シミュレーション，布村紀男，松田健二，西村克彦，

軽金属学会第132回春期講演大会，2017年５月20日-21日，名古屋． 
⒁ミュオンスピン緩和法によるアルミニウム中の水素挙動研究，西村克彦，松田健二，布村紀男，

伊藤吾朗，髭本亘，三宅康博，松崎禎市郎，渡邉功雄，軽金属学会第132回春期講演大会，2017年

５月20日-21日，名古屋． 
⒂CeCo(In1-xZnx)5の精密熱膨張測定による量子臨界点の研究，田山孝，湯谷大志郎，杉本成駿，

横山淳，日本物理学会2017年秋季大会，2017年９月22日，盛岡（口頭）． 
⒃液体He中でレーザーアブレーションによって生成された超伝導微粒子の磁気トラップIV，直井
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